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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「※」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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『これよりシェルブー　』

　文字がひとつ欠け落ちているロードサインの前を、シャラを先頭に、スリム、ヤマトの三人が、黙って通りすぎた。

　足どりは、重い。

　誰だれもが口を閉ざしたまま、むっつりした顔で、地面ばかりを見つめている。

　埃ほこりっぽい風が吹いていた。

　埃っぽい街だ。

　黙々と、三人は歩く。

　コロナの姿は、どこにも見えない。

　コロナばかりか、ガルディーンもいない。

　そして、説明もない。

　むっつりした顔の三人が、ただ黙って歩いて行く。

　それだけだ。

　気まずい沈黙が続く。

　どこまでも続く。

　こういう時、真っ先に耐え切れなくなるのは、口先男の異名をとるスリム・ブラウンと、昔から相場は決まっている。

　スリムは、地雷の信管を外す時のような細心の注意を払って、さりげなく口を開いた。

「シェルブールと言えば……」

　──親も同然。

　そう続けようとしたとたん。

　シャラが立ち止まって、ものすごい目つきでスリムを睨にらみつけた。

　スリムは、あわてて口を閉じた。

　自己保身のための愛想笑いが、自動的に、その顔に浮かぶ。

「あー、いや、その……」

　スリムは、あいまいに右手を動かした。

　シャラが、切口上で、言った。

「ぼくが悪いんじゃないからねっ！」

　ふん。

　シャラは、それだけ言うと、ひとりで、さっさと歩き出した。

　世界中に当たり散らしているような、そんな歩き方だった。

　スリムは、ため息をついた。

　小声で（シャラに聞こえないように）ぶつくさと呟つぶやいた。

「いいかげん、仲直りすればいいのに」

「コロナさんも、意地っぱりですからねー」

　横で、ヤマトが、うなずいた。

　長く止めていた息を、やっと吐き出すことができたって口ぶりだ。

　スリムは、もうひとつため息をつくと、力の無い足どりでシャラの後を追いながら、言った。

「喧けん嘩かするのは、あの二人の勝手だけどさー、巻きぞえにされるこっちのことも、少しは考えて欲しいよなー。ピリピリしちゃってさ、冗談ひとつ言えやしねえ」

「同感です」

「俺おれにゃ、わからねーよ。──たかがカレーライスのことで、どうして、あそこまでいがみ合うのか」

「そうですよねえ。人生いかに生きるべきかと言うような、重大な問題じゃないですからねえ」

「いや。それは違うよ、ヤマちゃん」

「ヤ、ヤマちゃん？」

「カレーライスには、福神漬けか、それともラッキョか。はたまた、ソースをかけるか、かけないか。こいつは、たしかに重大な問題だ」

「そうですか？」

「うん。少なくとも、人生と同じくらいには重大だな。──かけるべきか、かけざるべきか。それが問題だって、ヘミングウェイも言ってる」

「それは知りませんでした」

「だけど、何も、あそこまでむきになるこたーないよなー。どう転んだって、カレーライスにゃ違いないんだから」

「そういうもんですかねえ」

「そういうもんだよ」

「はあ……」

　ヤマトは、頼りなさそうに、ぼんやりとうなずいた。

　それから、くすんだようなシェルブールの街並みを見回して、言った。

「それにしても、コロナさん、どこ行っちゃったんでしょうかねえ？」

「さあなあ。一昨日おととい、別れた時は、俺たちとは正反対の方へ、ずんずん歩いてたからなー。頭に血が昇ると、どこまでも真っすぐに歩く娘こだしなー。今いま頃ごろ、どこかの海岸線にでも到達して、途方に暮れてるんじゃないかなー。でも、まあ、ガルちゃんがついてるから、大丈夫だとは思うんだけど……」

「ほんとに、大丈夫ですかねえ？」

　ヤマトは、首をひねった。

　すごく疑わしげだ（無理もないが）。

　その時である。

　不意に、シャラが歩みを止めた。スリム、ヤマトも、自然と、それに倣ならう。

　街中が、急に騒がしくなったようだった。

「なんだろう？」

　スリムが、呟いた。

　騒ぎの元は、すぐに判明した。

「もう、勘弁できねえ！」

「暁あかつき興業のやつら、ぶっ殺してやる！」

　口々にそんなことを叫びながら、大勢の男たちが、三人の目の前を、どやどやと駆け抜けて行ったのだ。

　どうやら、シェルブールのミシン鉱山で働く、荒くれ連中らしい。

　ドカチンズボンに安全靴。

　先頭に立つ数名は、そろって、〇まるにウの字の印しるし半ばん纏てんを、肩から引っ掛けていたが、他ほかは、ほとんどが上半身裸で、背中に彫り物をしている者も多かった。

　それぞれ、ツルハシだのハンマーだの、デレッキだのといった物騒な得物を手に、目を血走らせて、すっ飛んで行く。

　その後には、かなりの数の野次馬が、わあわあ言いながら続いていた。

　まるで、ちょっとしたお祭り騒ぎだ。

「ずいぶん、楽しそうだな」

　──しめた。話題が出来たぞ。

　スリムは、露骨にホッとしたような顔で、言った。

　ヤマトも、同じような顔つきだ。

「これがいわゆる、出入りってやつですか？　実際に見るのは、初めてです」

「見物に行こうか？」

「行きましょう。行きましょう」

　シャラは、しかし、まったく乗ってこなかった。

　何か、意地になってるらしい。

　街の騒ぎを一切無視して、シャラは、近所の飯屋に入ると、不機嫌を絵に描かいたような声で、言った。

「カレーライス」





２






　シェルブールは、辺境では、比較的名前の知られた自治都市である。

　ここには、家庭用ミシンとコーモリ傘の、大規模な鉱山があるのだ。

　推定埋蔵量は、百五十万トン。

　もとは、旧世紀に造られた、戦略上の備蓄基地か何かだったらしい。

　それが、何らかの原因で地中深く埋もれ、そのまま現在に至っていると言うわけだ。

　ただ、誰が、何の目的で、これほど大量のミシンとコーモリ傘を集めたのかは、不明である。

　もしかしたら、人々がミシンだと思い込んでいるだけで、実は全然別の物なのかもしれないが、シェルブールの住人たちは、別段、気にしている様子はない。

　彼らにとって、鉱山とは、掘ればミシンとコーモリ傘が出てくる場所という、自然な認識しかないからである。

　事実、シェルブール経済のほとんどは、この鉱山ひとつで支えられていた。

　基礎科学の一切が失われた（あるいは、宗教的な教義という形で、一部地域に、わずかに語り伝えられているにすぎない）この世界では、ミシンひとつでさえ、過去の死蔵品を利用するより他に、生産する術すべを持たないため、この種のブラックボックス鉱山は、とても重宝な存在なのだ。

　しかし、それだけに、採掘権をめぐる争いも、なかなか激しいものがある。

　シェルブールの場合で言えば、暁興業と、ウルトラ会。

　この二つの勢力が、ミシン鉱山をめぐって、日夜、血で血を洗う抗争を繰り広げているのだった。

　ありがちな話である。

「なるほどねえ」

　飯屋の主人の話にうなずきながら、スリムは、二本目のビールを手元に引き寄せた。つまみは、枝豆と冷ひや奴やつこである。

「じゃあ、さっき見かけた連中が、そのウルトラ会ってやつらだ。〇にウの字の半纏、着てたもんなあ」

「あそこの親分さんは、街の人たちから、ウルトラの父と呼ばれてましてね。──あ、こりゃ、どーも」

　カウンターの中の主人は、差し出されたビールを、自分のコップに受け、一口飲んでから、言葉を続けた。

「落盤で親をなくした子供たちの面倒をみたり、青少年の非行撲滅キャンペーンでは先頭に立って活動したり、その上、毎朝、公園の掃除を欠かさないと言う……。まあ、あの人の世話になっていない住人は、このシェルブールにゃ一人もいないってくらいの、立派な親分さんなんですよ」

「親分と言えば、親も同然だからなあ」

　スリムが、間抜けな感想を口にした。

　その隣では、とっくにカレーライスを食べ終えたシャラが、おもしろくもないって顔つきで、枝豆を口にほうり込んでいる。

　生まれつき、その類たぐいの、お涙なみだ頂ちよう戴だい物語は、どこかペテンの匂においがして、大っ嫌いなのだ。

「いい話じゃないですか」

　と言ったのはヤマトである。

「これこそヒューマニズムというものですよ。文化というものですよ。──ぼくは感動しました」

「あ、そー」

　シャラは、西の空を眺めてアクビをした。

　明日のお天気のことでも、考えているのだろう。

　ヤマトは、ひそかにため息をついた。

「ところがですね、お客さん」

　と、主人の話は続く。

「最近になって、アルタームから別のヤクザ組織が入り込んできましてね」

「それが、暁興業……？」

「ええ。金かね儲もうけしか頭にない連中で、街のことなんか、何も考えてない。ただもう、鉱山を食い物にしようって腹なんです。──まあ、たしかに、今までにも何度か、そういうやつらが、シェルブールにやって来たことはありますよ。ありますけど、ウルトラの親分さんが、いつも睨みをきかしてくれていたおかげで、そいつらも、街ん中じゃ、絶対に、勝手な真ま似ねは出来なかったもんです。極端な話、どんな荒くれでも、道端に唾つばひとつ吐けなかったですよ」

「しかし、今回は様子が違うと」

「そーなんですよ、お客さん」

　店の主人は、ここぞとばかりに身を乗り出してきた。

「よっぽど強力なバックがついているんでしょうな。連中、金にあかせて、近在の食いつめ者なんかを、どんどん傘下に加えてましてね。今じゃ、あなた、完全にウルトラ会が押されてるって話ですから。──これから、この街も、どうなっちまうのか……」

　主人は、深刻な顔をして、首を振ってみせた。

　その口ぶりからすると、どうやらシェルブールの風紀や道徳は、伝統的に、ウルトラ会というヤクザが一手に引き受けていたらしい。

　もちろん、風紀や道徳だけでなく、政治や経済も、ウルトラ会が牛ぎゆう耳じっていたのは、間違いのないところだろう。純粋に善意だけで運営されているヤクザ組織など、ありえないからだ。

　そう言う意味では、どちらの組織が生き残ろうと、結果的に、たいした違いはないのである。

　まして、シャラやスリムのような旅人にとっては、なおさらどーでもいいことだった。

　それに、シャラには、この勝負の行方が、はっきりと予測できた。

　何でもない口調で、シャラは、さらりと言ってのけた。

「おじさんには悪いけど、ウルトラ会には、勝ち目はないわね」

　店の中の空気が、その瞬間、一変した。

　──あ、馬ば鹿か。

　スリムが、顔をしかめた。

　言われるまでもなく、スリムにも、それくらいのことはわかっていたからだ。口にしなかったのは、大人の分別というやつである。

　主人は、手元にあった出刃包丁を握りしめると、歯ぎしりするような声で、言った。

「今、何て言ったんだい、お嬢ちゃん？」

「ウルトラ会に、勝ち目はないって言ったんだけど。──聞こえなかった？」

「ほーお。そりゃまた、どういうわけで？」

　まぶたの端っこをひくひくさせながら、飯屋の主人が言った。

　こっちが思っていた以上に、ウルトラの親分に心酔しているらしい。

　──まずいな、こりゃ。

　スリムの心配をよそに、シャラは、まるで平気な顔で、

「だって、暁興業のバックについてるのは、帝国軍だもん」

　と、言った。

　爆弾を投げ込んだような効果があった。

「帝国軍……」

　主人の顔から、表情が消え失せた。

　中ちゆう原げんに覇を唱えるヴァルマー帝国も、こんな辺境の地では、まだ遠い噂うわさ話ばなしのタネでしかない。

　どこかの国の滅亡も、難民の流出も、自分たちには、永遠に関かかわりのないことだと、昨日までは、笑って話していられた。

　しかし、それももう終わりだと、目の前にいる生意気な小娘は、言っているのだ。

　帝国軍の、誇大に喧けん伝でんされた悪評だけを聞いている主人にとって、ショックは二重に大きかった。

　茫ぼう然ぜんとしている店の主人に代わって、スリムが訊たずねた。スリムにしても、そんなことは、初耳だったからだ。

「帝国軍って、おい、シャラ。──そりゃ、どういうことだ？」

「あんたまで、そんな意外な顔することないでしょ。──ヴァルマー帝国は、軍事利用できるブラックボックス鉱山は、どんな手を使っても、自分の物にしてきたわ」

「知ってるよ。だけど、おまい……家庭用ミシンとコーモリ傘だぜ？」

「だって、アルタームから来て資金源が豊富って言ったら、他に考えられないじゃない。暗黒社会の連中を利用するのは、昔から情報部のよく使う手よ？」

「いや、それにしたってさー。ミシンはミシンだろ？　そんなもの手に入れて、どうしようってんだ？　軍の謝恩パーティか何かで、ビンゴゲームの景品にでもしようってのかな？」

「そんなこと知らないわよ」

　シャラは、乱暴に席を立った。

　出口に向かいながら、おざなりな口調で、

「やり方を変えたんじゃないの？　ミシンだろうが、コーモリ傘だろうが、地面の下から出てくる物は、みんな帝国おれの物って感じでさー」

　そう言うと、シャラは、小さく肩をすくめてみせた。

　あたしの知ったことじゃないっていう、肩のすくめ方だった。

　シャラの推測は、しかし、半分は当たっていたのだ。

　確かに、帝国は方針を変えたのである。

　どんな種類のブラックボックス鉱山であれ、そこから出土した、わけのわからないものは全すべて、帝都アルタームに運ぶよう、極秘裏に指示が出されていたのだ。そして、その発令書には、Ｊ・Ｒ・トロルキン博士の署名がしてあった。

　博士の意図するところは、明白である。

　第二のガルディーンを手に入れようと言うのだ。

　科学文明の絶頂期に制作された、有人型機動兵器オーガニック・エンフォーサー。

　それが、たった一機を残して、全て失われてしまったなどと言うことは、考えられない。

　世界のどこかには、ガルディーンと同じように、まだ生きて動いている旧世界の超兵器が、必ず残っているはずだ。

　少なくとも、その残ざん骸がいくらいは見つかるに違いない。

　そして、残骸を研究すれば、同じ物を造るのも、そう難しいことではない。

　撃墜された〈ラリアント〉のガンカメラが捉とらえていた、ガルディーンの映像を一目見た瞬間から、トロルキン博士は、毎日、そのことを考え続けていたのである。（時々、息抜きに、ベリアルのパワーアップについて考える。次は加速装置だな、といった具合）

　しかし、オーガニック・エンフォーサーを再生して、博士が、何をしようというのか？

　いずれ、本編上において、解き明かされる日も来るだろうが、今のところ、その目的は不明である。

　ただ、〈陰険王〉キリーのために使うつもりは、頭からないらしい。

　自分自身の知識欲が満たされるなら、もう一度、いや何度でも、この世界を滅ぼしたって構わないという、信念の人だからだ。

　実に、はた迷惑な信念と言えよう。

　こういう人間に見込まれたベリアルも、気の毒な男である。

　謹んで、冥めい福ふくを祈りたい。

　まだ死んでないけど。




　　　　＊




（その頃のベリアル）




「ぶわっくしょいっ！」

「お風邪ですか、少佐？」

「サイボーグは風邪をひかんと、博士に言われてたのになあ」

「花粉症じゃないですか？」

「やめろ。そんなことが、爺じじいの耳に入ったら、鼻の穴にフィルターをつけられる」

「誰か、わしを呼んだか？」

「これは、トロルキン博士。──情報部に、いったいどんなご用で？」

「ここんとこ、出番がなくて暇なんでな。ひとつ、君を改造してやろうかと思って」

「あ、いや。私は、今のままの性能で、十分、満足しておりますから」

「遠慮するなんて、水くさいじゃないか、ベリアル」

「キリー閣下！　閣下までが、どうしてここへ」

「いや、別段、用はないんだけどね、新しい小話が出来たから、お前が聞きたがるんじゃないかと思ってな」

「はあ……」

「聞きたくないのか？」

「いや。それは、ぜひ聞きたいですね」

　そう言いながら、ベリアルは、聴覚のデシベルを自在にコントロールすることができるサイボーグの身を、この時ほど、ありがたいと思ったことはなかった。

「山の中に迷い込んだ、三人の青年が……」

　どうやら、キリーの小話が始まったようなので、物語を急いで元の場面に戻すことにしよう。




　　　　＊




「お、おぼえてやがれー！」

「この次は、手加減しねえからなーっ！」

「首ィ洗って、待ってろ！」

「月夜の晩ばかりじゃねーぞーっ！」

　シャラたちが表に出ると、ちょうどそこに、通りかかった一団がある。

　ガラの悪い声に、聞き覚えがあった。

　飯屋に入る前にすれちがった、あの連中だ。

　相変わらず、向こうっ気だけは強いようだが、実際は、生みの親でさえ見分けがつかないほど、ボロボロにされているのだ。

　着ている物は破け、あちこちから血を流して、泥だらけ。

　満足に立っていられるのは、数人だけで、他は、互いに肩を貸しあい、よろめきながら、やっと歩いていると言う状態だ。

　その後ろを、ぞろぞろ尾ついて行く野次馬たちも、あまり景気のいい顔はしていない。

　やはり、心情的に、ウルトラ会の味方をしてしまうからだろう。

　首を振りながら、

「いやー。強かったですな。暁興業の、今度の用心棒」

「強いなんてもんじゃないですな。あれは」

「化け物もんですよ」

「あれで、時給６８０円てんですから」

「いい買い物ですよ」

「しかし、あんなの、どこで見つけてきたんですかねー」

「流れ者でしょ？」

「らしいですけどね」

「なんとか、こっちに引っ張れませんかね？」

「私ら商店街の者が、金を出し合って」

「時給７２０円くらいで」

「ウルトラの親分さんが、うんと言わんでしょうなあ。あの人、昔むかし気質かたぎだから。一宿一飯の恩義とか、スジが通るの通らねえのとか、極道は仁義を欠いちゃつとまらねえとか、すぐそーゆー難しい専門用語を持ち出してきますからねえ」

「困りましたなあ」

「これで、鉱山の仕切りが、暁興業の方へ行くってことになると、また一から交渉のやり直しでしょ？」

「暁興業のコレは何て言いましたっけ？」

「親指なんか立てないで下さいよ。ガラの悪い」

「たしか、ミッキー成田とか聞きましたけど」

「算盤そろばんが細かいって話ですからねえ」

「やりにくくなりますなあ」

「ウルトラの親分さんは、その点、大雑把で助かりましたけど」

「なんとかならないもんですかねえ」

「どうでしょうなあ」

　と、全員が、ため息。

　よく聞いてみれば、何のことはない。

　みんな、ウルトラ会のことより、自分たちの商売の先行きを、案じているのだ。

　重っ苦しい雰囲気の中で、やがて一人が、こう言い始める。

「しかし、ウルトラ会もねえ、たった一人を相手に、五十人が総掛かりで負けちまうってのも……」

「情けない話ですなあ」

「長いこと、出入りなんか、なかったせいでしょうかね？　どうも、選手の動きに、切れがありません」

「選手って、あなた、野球の試合じゃないんですから」

「問題は、あの用心棒ですよ」

「なにしろ、人間離れした強さですからねえ」

「こうなったら、こっちも、強力な助すけっ人とを雇うしかないでしょうなあ」

「助っ人ってーと、やはり、あれですか？　どっか海外の方から？　オズマとかいう名前のやつを？」

「そんな、わかりにくい冗談言ってる場合じゃないですよ、三河屋さん」

「あー、とにかく、今晩、鮨すし清せいさんとこの二階で、町内の寄合いがありますから、話は、その時ということで。──よろしいですね、みなさん」

　町会長らしい、年かさの男が、声を張り上げたのを合図に、野次馬たちは解散。それぞれの商売へと戻って行った。

　残されたのは、シャラ、スリム、ヤマトの三人だけである。

　埃っぽい風の吹く、埃っぽい街の道端に、三人は、しばらくの間、無言で立ちつくしていた。

　口を開く必要はなかった。

　顔を見れば、それだけで、お互いに同じことを考えているのが、よくわかったからだ。

　──化け物のように強い？

　──流れ者の用心棒？

　──しかも、時給６８０円？

　そーゆー条件にぴったりあう人物に、三人とも、なぜか心当たりがあったのである。

　何度かためらった末に、ヤマトが、呟くような声で、言った。

「まさか……とは思いますけど」

「わかんねーぞ。世間知らずって言うか何て言うか、ちょっと常識の一部が欠落してるとこがあるから。──シャラ、お前も、そう思う……、あれ？」

　同意を求めて振り向いたスリムの目に映ったのは、遠ざかって行く、シャラの後ろ姿だった。

「おーい。どうしたんだよ」

「どうって、何が？」

「何がって、お前。やっぱ、ちょっとまずいんじゃねーか？」

「そうですよ、シャラさん。──仮にも一国の姫君ともあろう人が、ヤクザの用心棒なんて、絶対まずいですよ。第一、外聞が悪いじゃないですか」

「いや、俺は似合ってると思うぞ？」

「スリムさん。あなたねえ」

「俺が言いたいのはだ。──同じ用心棒をやるにしても、相手が悪すぎるってことさ。裏で帝国とつるんでるようなやつらなんだろ？　正体がばれたら、何をされるか……」

　シャラが、唐突に立ち止まった。

　こちらに向き直ると、腰に両手を当て、胸をそらして、言った。

「あんたたち、さっきから一生懸命、いったい誰のこと喋しやべってんの？」

「コロナちゃんさ。決まってるだろ？」

「他に、誰がいるってゆーんです？」

「ふーん。コロナって、誰？」

「おい、シャラ。いーかげんに……」


「いーかげんに、何？」



　じわり。

　シャラが、凄すごみをきかせる。

　スリムは、硬直した。

　ヤマトは、石になった。

　ふん。

　シャラは、何事もなかったみたいに、再び前を向いて歩き出しながら、

「用心棒でも何でも、好きにすればいーじゃない。どうなろうと、知ったこっちゃないわよ。だって、あの娘とは、もう何の関係もないんだもん。コロナが自分でそう言ったんだから、あたしは知らないわよ」

　──これだ。

　スリムは、思わず天を仰いだ。

　どうして、二人とも、こう素直じゃないのか？

　そのとたんに、シャラの鋭い一喝が飛んできた。

「そんなとこで、わざとらしいため息なんかついてないで！　行くわよ、スリム」

「行くって、どこへ？」

「え？」

　シャラは、目をパチパチさせた。

　最初から、行く当てなど、どこにもなかったことに、気づいたのだ。

　その時である。

　絶句しているシャラの頭上に、何者かの巨大な影が、ぬっとかぶさって来たのだ。

　声は、上の方から聞こえた。

『おや？　この赤外線特徴は、もしかしてシャラさんじゃありませんか？』

「ガ、ガルちゃん……？」

『あ、スリムさん、ヤマトさんも。──いやー、お懐かしい』

　開発コードＴ─[image: ]。オーガニック・エンフォーサー、ガルディーンは、機動兵器にあるまじき気安い声で、うれしそうに笑ってみせた。

「あんた、こんなところで何やってんのよ」

『みなさんを待っていたんですよお。この街は、半径百キロの範囲内で、最大の人口密集地ですからね。ここにいれば、出会う確率も高いんじゃないかと計算したんです。──でも、本当に会えてよかったですよ。一時は、もう、どーなることかと……』

「あ、そー」

　シャラは、冷たくうなずいた。

「悪いけど、わたしたち、ちょっと先を急いでるの。──だから、まあ、何とかいう名前の、あんたの首席パイロットにも、よろしく伝えといてちょうだい。縁があったら、また会うかも知れないけど、お願いだから、声かけないでって。──じゃーね」

　シャラが、そそくさと立ち去る気配を見せる。

　その足を止めたのは、ガルディーンの、次のひと言だった。

　ガルディーンは、さも意外なことを聞くという口ぶりで、こう言ったのだ。

『え？　すると、コロナさんは、あなた方とも一緒じゃないんですか？』
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　シェルブールの目抜き通り。

　その一等地に建つ、暁興業の事務所である。

　窓は防弾。入り口の扉は、分厚い鉄板で裏打ちがしてあった。

　虎とらの皮の敷物が小こ粋いきな、ゴージャスな造りの応接室で、乾こ分ぶんたちに囲まれ、ソファにふんぞり返って高笑いをしている男。

　暁興業代表取締役社長。ミッキー〈組長と呼ぶんじゃねえ！〉成田、その人である。

「そーかそーか。こてんこてんに蹴け散ちらしてやったか。わはははは。ウルトラ会のチンピラどもが。まったく、無駄な努力の好きな連中だぜ。頭、悪いんじゃないのか？　わははははははは」

「なんせ、こっぴどく痛めつけときましたから、まあ、当分は、小さくなってるんじゃないかと思いますが……」

　若わか頭がしら（肩書きは専務である）の辰たつ蔵ぞうが、傷のある口元をゆがめて、にんまりと笑った。ひときわ体格のいい、獰どう猛もうそうな男で、笑わない方が、まだしも我慢できる顔つきだ。

　一方のミッキーは、総会屋あがりで、インテリらしいスマートな風ふう貌ぼうである。

　二人に共通しているのは、ねじ曲がった根性だけだったが、この世界では、それで充分通用するらしい。

　ミッキーは、あくまでも上機嫌に、細かくうなずきながら、

「永久に、小さくなってろってんだ。馬鹿め。わはははは。──ウルトラのクソ親おや父じが。今頃、どんな顔をしてるか、見てみたいもんだな」

「心しん臓ぞう麻ま痺ひでも起こしてんじゃないですかね？」

「そいつは、困る。──あの爺ィには、俺の足の下で、砂を摑つかんでくたばってもらう予定なんだから」

「ご希望の日付をおっしゃって下されば、いつでも、その手て筈はずは整えますぜ。社長」

「お、そーか？」

　ミッキーは、でへでへと、やに下がった。

　カツアゲだの釣り銭サギだの盗品けいず買いだのといった、悪事のスケジュールが、びっしり書き込まれた手帳をめくりながら、

「じゃあ、来月の三日にするかなー。ちょうど、俺の誕生日なんだ」

「そいつは、おめでとうございます」

　辰蔵が頭を下げると、その場にいた若い衆たちも、声をそろえた。

　ミッキーは、単純にうれしそうだ。

「おう。ありがとうよ」

「そうなると、盛大にお祝いをしなきゃいけませんな。社長の誕生日と、ウルトラ会の命日と、ダブルで」

「ぶわーっと行こう、ぶわ──っと」

「結構ですな」

　わはは……。

　悪役が二人、声を合わせて笑うという、お決まりの定番シーンが無事に終わり、ミッキーは、きりりと表情を引き締めた。

　これから、金の話をするからである。

「ところで、辰」

「へえ」

「ウルトラ会の方は、まあそれでいいとして、鉱山の具合はどうなんだ？　うまく行ってんだろうな」

















　ドスのきいた声だ。

　辰蔵も、それに合わせて、声のトーンを落としながら、

「もちろんでさ。ブローカー連中も、こっちの言い値で買うしかねえってことが、やっとわかってきたみたいですし」

「馬鹿野郎。俺が言ってんのは、ケチくせーミシンなんかの話じゃねえ。もっとでかい金になる方があるだろうが」

「ああ。あれですか」

　辰蔵は、うなずいた。

「社長の前ですがね、あそこにゃ何もありませんぜ。出てくるのは、ミシンとコーモリ傘だけで。──まあ、一応、鉱脈じゃないところも探すようには言ってありますが、下手に掘ったら落盤が起こるとか何とか、うるさいことを言うやつも多くて……」

「馬鹿野郎。だから、お前は馬鹿だというんだ。ちったあ頭を使え」

「誰かに、チョーパン（頭突き）喰くらわすんで？」

「大ボケかましてんじゃねえぞ、こら。──そーじゃねーだろ、頭を使うってのは」

「へえ……」

「つまりな、本家筋の言うことなんか、一々、まともに取り合うことはねえって言ってんのよ。──適当でいいんだ、適当で。そこらのガラクタでも何でも、コンテナに詰めて『こんな物が見つかりました』って送り返してやれば、それだけで、がっぽり儲かるんだから」

　辰蔵は、〈ぽん〉と手を打った。

「なるほどー。そいつあ、質たちが悪いですね」

「なあ？　いい考えだろうが。──頭ってのは、こういう風に使うんだ」

「勉強になりました」

「俺の授業料は、高ェぞ」

「それじゃ、今晩のカラオケは、僭せん越えつながら、あっしの奢おごりということで」

「おう、そりゃすまんな」

　ミッキーは、だらしなく相そう好ごうを崩した。

　実にわかりやすい人間性の持ち主と言えよう。

「そうだ、辰。──どうせなら、用心棒の先生にも、ちょいと声をかけてみろ。今日は、ずいぶん、ご活躍だったみてーだし、一献差し上げてーってな」

「いいっすね」

　辰蔵は、そばにいた若い衆の一人を振り返って、言った。

「おう、シゲ。先生を呼んできな。どっか裏の方にいなさるはずだ」

「へっ」

　すっ飛んで行ったシゲが、やがて、あいまいな顔つきで戻って来た。

「どうしたい？」

「へえ、それが……」

　と、首を傾かしげている。

「はっきりしねえか！」

「すいやせん。──えー、先生ンとこへ、客人がお見えになってまして、今、ちょっと手が離せないとかで。どういたしやしょう？」

「客人？」

「へえ。三人連れの、旅人さんらしいんスけどね。御お一ひと方かたは、えらく色っぽい姐ねーさんで……」

「へーえ？」

　ミッキーと辰蔵は、思わず顔を見合せた。辰蔵が、小指を立てながら、

「あの先生も、案外と……」

　その先は言わなくともわかっている。

　部屋中に、下卑た笑い声が広がった。

　ミッキーは、太っ腹なところを見せて（どうせ辰蔵の奢りだ）、言った。

「構わねえから客人も御一緒にって。そう言ってこい」

「へっ」

　シゲが、再びすっ飛んで行く。

　それを横目で見送ったミッキーは、どこか安心したような声で、

「まあ、なんだ。──最初にシゲが連れて来た時にゃ、変わった先生だと思ってたけど、こうして女が訪ねて来るところを見ると、やっぱり、俺らと同じ、普通の人間だな」

「そりゃそうですよ、社長。──ただ、なんであんな物を一日中着てるのか、そいつが、ちょっと……。暑くないンすかね？」

「いーんだよ、格好なんかどーでも」

　ミッキーは、邪険に右手を振った。

「強けりゃ何でもいーのよ。──俺は、心が広いからよ。他人の趣味や服装について、あれこれ口やかましいことは言わねーんだ。しかも、お前、今時、６８０円の時給で、あれだけ働いてくれる野郎なんて、そうは見つからないよ？」

「じゃあ、まあ、せいぜいご機嫌を取っておくことにしますか。今、あの先生にヘソを曲げられると、ちょいと厄介ですし」

「そういうことだ」

　ミッキーは、ニタニタと笑った。

　ニタニタ。ニタニタ。

　やがて、笑い疲れて、言った。

「それにしても、ずいぶん時間がかかるじゃねーか。シゲの野郎も、先生も、何をやってるんだ？」

「さあ。──ひょっとしたら、客人との話が、こじれてるのかも知れませんな」

　辰蔵が、訳知り顔で、推理を展開してみせた。

　その通りだった。
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「なんで、あんたが暁興業の用心棒なんかやってんのよっ！」

　事務所の裏にある月つき極ぎめ駐ちゆう車しや場じようだ。

　シャラが、目一杯出力を上げて、ガルディーンを怒鳴りつけていた。

「人間離れした強さって言うから、てっきりコロナだと思ってたのに、あんたが人間離れしてるのなんか、当たり前じゃない。この街の人間って、みんな目がどうかしちゃってるの？」

「そーだよなー。化け物みたいに強いと来れば、どうしたってコロナちゃんだと思っちゃうよなー」

「それって、ずいぶんコロナさんに失礼な言い方のような気が……」

「ヤマトは、黙ってて！」

「はい」

　馬鹿にあっさりと、ヤマトは引き下がった。

　それが一番賢明なやり方だと、最近になって、ようやく学習したのである。

　シャラは、巨大な機動兵器をはったと睨み据えて、言った。

「だいたい、あんた、コロナと一緒にいたんじゃなかったの？　オーガニック・エンフォーサーって、パイロットの生命に責任があるんでしょ？　だったら、飼い主の面倒くらい、ちゃんとみなさいよ！」

『面目ありません』

　ガルディーンは、肩身の狭そうな様子で、頭を下げた。あの巨体なら、たしかに肩身は狭いに違いない。

『私は、どこまでも尾いて行くつもりだったんですが、途中で、まかれてしまいまして……』

「間抜け」

『ううう……』

「それで、この街に来て、用心棒やりながら、誰か通りかかるのを待っていた……と？」

　ヤマトが、助け船を出した。

『ええ。そうなんです』

　ガルディーンは、陪審員に最後の慈悲を乞こう死刑囚みたいな声で、言った。

『道端で、ボーッとしてたら、──兄さん、いい体格ガタイしてるね。どうだい、ひとつ、うちで働いてみる気はねえか……って、声を掛けられまして。まあ、人が親切に、そうおっしゃって下さるのを、無む下げに断るというのもアレなんで……、つい』

「信っじらんない」

　シャラが、奇声を張り上げた。

「何がついよ！　声を掛ける方もどうかしてるけど、尾いて行く方も尾いて行く方だわ。──あんたの頭ん中、ゴキブリでも棲すんでるんじゃないの？　コードか何か齧かじられてないか、いっぺんヤマトに分解掃除してもらった方がいいわよ、それ」

　ガルディーンは、暗くなり始めた空を見上げて、あわれっぽい声を出した。

『ひどい言われ方……』

「いや。俺も、そう思うぞ」

『ああっ、スリムさんまで、そんな』

「とにかく、何がアレかって、時給６８０円てのが、俺にゃ許せねえ！　そんな端はした金がねで、いいようにコキ使われてさ……」

　スリムは、スーツの袖そでで、悔し涙を拭ぬぐう格好をしてから、

「ガルちゃんよ」

『はい』

「俺だって、こんなことは言いたかーねーが、お前の経済感覚は、すっごく遅れてるぞ？　少なくとも、五百年は遅れてる」

『でしょうね。私、五百年前に作られましたから』

　ガルディーンの説明は、しかし、スリムの耳には届かなかった。

　よほど口惜しかったのだろう。スリムは、顎あごの先に梅干しを作って、しばらく全身を震わせていたが、やがて、魂を振り絞るような声で、叫んだ。

「ああ～っ。俺がそばに付いていたら、もっともっと、もお～～っと、ふんだくってやったのに～っ！」

「本音は、そこですね」

　ヤマトが、小声で突っ込んだ。

「あら、それなら、まだ手遅れじゃないかもよ、スリム」

「え？」

「ほら、あそこ」

　かすかに微笑を含んだ瞳ひとみを、シャラは、駐車場の入り口の方へと動かしてみせた。

　そこには、シャラたちの会話に割って入るきっかけがつかめずに、ただうろうろしている、下っ端シゲの姿があった。

　──何だって先生は、あんな小娘に、ぺこぺこしてなさるんだろう？

　シゲには、全く理解できなかった。

　シャラは、おいでおいでをしながら、こう言って呼びかけた。

「ねえ、そこの人。センセーに、何か御用なんでしょ？」

「へっ？」

　いきなり話を振られて、シゲは一瞬ギクリと体を硬直させた。

　遠慮がちに近づいて来る。

「お話し中のところ、恐れ入りやす」

　シゲは、中腰で軽く足を開き、膝ひざ頭がしらの上に両りよう掌てを置くという、ヤクザ者もん特有のスタイルで頭を下げると、その姿勢を保ったまま、言った。

「えー、先生の客人なら、あっしらにとっても、大事な客人でござんす。そちらさんの御都合さえよろしかったら、ぜひ御一緒したいと、うちの社長も、こう申しておりやすんで、えー、どうか無理を承知で、ひとつ、おつき合い願えやせんでしょうか？」

「カラオケって言ってたわよね？」

「へえ、左さ様ようで。──お嫌いですか、カラオケ」

「大好き」

　シャラは、にーっこりと微笑ほほえんだ。

　シゲは、ホッとしたようだった。

「それじゃあ、さっそくご案内させていただきやすが、よろしゅうござんすか？」

「あ、ちょっと待って」

「へ？」

「その前に、社長さんに、ちょっとお話があるんだけど、いいかしら？」

「えー、話なら、店の方でも出来やすが？」

「内密の、お話なのよ」

　うふ♡

　成人男子の九十九パーセントが、絶対に抵抗できない種類の、とても可愛かわいらしい微笑を、シャラは浮かべることが出来る。

　もちろん、シゲとて例外ではない。

「わ、わかりやした。どうぞ、こちらへ」

　ぽーっとした顔つきで、先に立って歩き始めた。

　一方、その後に続く、スリムの気合いの入り方もまた、尋常ではなかった。

　久々の儲け話である。

　体中から、金ピカのオーラを立ち昇らせながら、

　──さあ、取れるだけ取るぞー。思いっきりふっかけて、ふんだくって、とことん暴利を貪むさぼってやる！

　こーゆー二人を交渉相手にするのだ。

　ミッキー成田に、万に一つの勝ち目も、残っているはずはなかった。
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　およそ、一時間後。

　先生のために、わざわざ天井をブチ壊したキャバレーにおいて、宴会は、大いに盛り上がっていた。

　ステージの上では、シャラが、気持ちよさそうに〈宇宙少年ソラン〉を熱唱し、スリムはスリムで、店の女の子たちに、チップをばらまいている。

　ミッキー成田は、やけ酒をあおり、無断で天井壊されたキャバレーのマネージャーは、青い顔をして、経営者への言い訳を考えていた。

「やれやれ」

　奥のボックス席で、水割りを傾けながら、ヤマトがため息をついた。

「シャラさんも、やっと機嫌が直ったみたいだし。あとは、コロナさんさえ見つかれば、言うことなしですね」

『同感です』

　と、ガルディーンが、しみじみうなずいた。

『私も、ホッとしました。シャラさんて、怒ると、言うことがきついんですよ。それも、微に入り細に入って、人のこと罵ば倒とうするでしょ？』

「あはは。たしかに、容赦ってものが、まるでないから」

『それにしても、シャラさん、さっき、何であんなに怒ったんですかね？』

　お酒が入って、少し口数の多くなったヤマトが、くすくす笑いながら、

「そりゃあ、やっぱり、なんだかんだ言っても、コロナさんが心配……」

「ヤマト！」

　声に振り返ってみると、ステージの上のシャラが、首を絞めるような手つきをしながら、意味ありげに微笑んでいた。

　ヤマトは、再び無口になった。

　シャラは、言った。

「ガルちゃんも、こっち来て歌いなさいよ。デュエットしましょ、デュエット」

『そーですか？　それじゃあ、お言葉に甘えて、〈銀座の恋の物語〉か何かを、ひとつ』

「よっ。待ってました」

　スリムが手を叩たたくと、事情を知らない暁興業の若い者も、一緒になって歓声を上げた。

　このようにして、宴会の夜は（いつものことながら）、どんどんわけがわからなくなって行くのであった。
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　さて。

　シャラたちが、キャバレーで楽しくやっている頃。

『シェルブー　』

　文字がひとつ欠け落ちた、例のロードサインの前を、疲れ切った足どりで横切って行く、一人の人物がいた。

　すでに、とっぷりと日も暮れ、商店街のシャッターも、大半は閉まっている。

　その人物は、一軒の飯屋の前で立ち止まると、ショウケースの中に入ったカレーライスの模型を見つめて、それきり動かなくなった。

　遅れてきた主人公。

　コロナ〈筋肉娘〉フレイヤー、その人である。

　埃にまみれ、相当に険悪な顔つきだ。

　シェルブールにたどり着くまでに、コロナが、どんな毎日を過ごしていたのか、その姿を見れば、おおよその見当もつこうというものだった。

　がるるるるる……。

　虎の吼ほえるような声が、どこかから聞こえてくる。

　コロナの腹の虫が騒いでいるのだ。

　今日で丸二日、コロナは何も食べていなかった。

　──くそー。俺としたことが。

　コロナは、歯をくいしばって、カレーライスの模型を睨みつけた。

　一人になって、せいせいしたと思ったのもつかの間。

　荷物の大半は、ガルディーンのコクピットに置きっ放し。その中には、大切な路銀や食糧も入っていたのだが、それに気がついたのは、ガルディーンを追っ払った後のことだった。

　荒野の真ん中で、無一文。

　しかし、そんなことで弱音を吐くコロナではない。

　ひたすら荒野を突き進み、大変な回り道をしたあげく、どうにか人家の見える所まで、たどり着いた。

　そこがたまたまシェルブールだったのは、単なるご都合主義で、コロナ自身の責任ではない。

　──どこかに、また薪まき割わりの仕事でもないかな？

　コロナの視線を浴び続けたカレーライスの模型から、ひとすじの白煙が、薄く立ち昇り始めた。

　その時のことである。

「よお、兄ちゃん。たいした刀を持ってるじゃねえか。──それ、ほんとに使えんのかい？」

　どっかの馬鹿野郎が、腹を減らして不機嫌になっているコロナに、不用意なひと言を掛けてしまったところから、話はややこしくなる。

　どっかの馬鹿野郎とは、つまり、暁興業の三下のことだ。

　コロナは、ゆっくりと振り返った。

「兄にいちゃん？」

　岩と岩をこすり合わせるみたいな声だった。

　埃に汚れた顔の中で、両方の瞳が、剣けん吞のんな微光を帯びて輝いている。

　三下の数は、七、八名。

　コロナのまわりを取り巻いて、

「見たところ、スカンピンらしいな？　どうだい、うちの組に草鞋わらじを脱いでみる気はねえか？　腕次第じゃ、時給６８０円で雇ってもらえるぜ？」

「…………」

　コロナは、応こたえない。

「おうっ。聞いてんのかよ。兄ちゃん」

「黙ってねえで、何とか言ったらどうだ」

「暁興業なめると、ただじゃおかねえぞ。こら！」

　三下は、頭の悪そうなセリフを、大声で連呼し始めた。

　気の短いやつは、早くも、懐からピカピカ光る物を抜き出している。

　ただでさえ虫の居所の悪いコロナだ。

　三下の運命は、これで決まったようなものだった。

　夜露に濡ぬれた石畳の上に、暁興業の三下が、捨てゼリフを吐く暇もなく転がったのは、それからわずか十一秒後のことである。

　コロナは、ムラマサを抜く必要さえなかった。

　全員、白目状態だ。

「…………」

　コロナは、だらしなく倒れている連中を、少しの間、暗い目つきで眺めていた。

　爽そう快かい感かんはなく、虚むなしさだけが残る闘いだった。

　──くそー。

　コロナは、憤然と踵きびすを返し、大おお股またにショウケースの前を離れた。

　しかし、どうにも、すっきりしない。

　何歩か行った先で、一度振り返ると、コロナは、気絶している三下どもに向かって、大声でわめき散らした。

「馬鹿野郎！　俺は、腹が減ってるんだっ！　わかったか！」

　しばらく返事を待ってみたが、誰一人として、起き上がる気配もない。

　ふん。

　再び歩き始めたコロナは、自分が叩きのめした三下のことなど、もはや思い出しもしなかった。

　そんなことよりも、もっと大切なことがあったからだ。

　今夜の寝ぐらをどうするか、という問題である。

　──寺の境内か、公園のベンチか。

　無一文で泊まれそうな所というと、コロナは、それくらいしか思いつかなかった。

　これが、シャラやスリムならば、どんなペテンを使っても、ベッドとシャワーくらい、たちどころに用意してみせるだろう……。

　ふと浮かんできた、そんな考えを、コロナは、頭を振って追い出した。

　──俺は、固い地面の上で寝るのが好きなんだ！

　半ばやけくそである。

　と、不意に、コロナの足が止まった。

「しつこいぞ」

　コロナは、振り返ることなく、言った。

「いつまで尾いて来る気だ、てめーら」

　とたんに、背後から、乱れた足音が、いくつも重なって聞こえてきた。

　見るからにガラの悪そうな、数名の男たちが、突然、駆け出したのである。

　男たちは、コロナを追い越して止まり、こちらに向き直った。ちょうどコロナの行く手を塞ふさぐような形だ。

　──さっきの連中の仲間か？

　コロナの目が、すっと細くなった。

　暁興業の三下と、あんまり変わらない格好をしていたからだ。

　不思議なことに、全員がすでにどこかしらケガをしている様子で、包帯や絆ばん創そう膏こうだらけだった。

　──馬鹿に手回しがいいじゃねーか。

　コロナは、低い声で、言った。

「なんだ、てめーら」

「この通りです！」

　男たちは、いきなり、コロナの前に両手をつくと、額を地面にこすりつけた。

　左巻きのつむじが、ずらりと並ぶ。

　コロナは、ぽかんとした表情で、それを見つめた。

　──どーなってんだ、こりゃ？

　やがて、コロナの正面中央にいた男が、心持ち面おもてを上げて、言った。

「不作法な真似をして、申し訳ございやせん。さぞ、びっくりなさったことでしょう。どうか、勘弁してやっておくんなさい。──あっしは、この街のウルトラ会で代貸しを勤める、ハギワラと申す三下でござんす。失礼かとは存じやしたが、先ほどの立ち回り、物陰から拝見させていただきやした」

　ハギワラは、一いつ旦たん、言葉を切ると、ほれぼれしたという顔つきで、小さく首を振ってみせた。

「──感服いたしやした」

「そーかよ」

「やつら、暁興業のチンピラでしてね。うちの親父おやつさんが、病気で動けねえことをいいことに、好き放題やらかしてやがるんで、へえ。──ここんとこ、あんまり悪戯わるさがひでーんで、ちょいと行儀を教えてやろうと思っていたところへ、あの立ち回りでやしょ？──久ひさ方かたぶりに、胸がスッとしやした」

「そのケガで、行儀を教えるのは、難しいんじゃないか？」

　コロナが、冷静に指摘した。

　ハギワラは、思わずうつむいた。

　男たちの中からは、鼻をすする音も聞こえてくる。

　どうやら、みんな、悔し涙をこらえているらしい。

　ハギワラは、改めてコロナの前に手をつくと、血を吐くような声で、言った。

「一生のお願いでござんす。どうか、うちの親父さんに、力を貸してやっておくんなせえ。ウルトラ会のためだけじゃねえ、この街の、堅かた気ぎの衆のためにも、ぜひ……っ！」

「お願ェしやす！」

「お願ェしやす！」

　男たちは、口々に、そうくり返して、頭を下げた。

　コロナは、困惑した。

　頼まれると、イヤと言えない性しよう分ぶんなのだ。

　しかし、コロナには、御家再興という大目的がある。

　こんな田舎町の田舎ヤクザの抗争に関わって、無駄にすごしている暇は、コロナにはないのだ。

〈失われし伝説の塔〉をめざし、一刻も早く、一歩でも近くへ、ただ前進あるのみ。

　シャラたちと別れて、身軽になった今、コロナは、目的に向かって一直線に突き進むつもりだった。

　──もう、誰にも邪魔はさせねえ。

　その決意は固かった。

「すまねーが、先を急ぐ旅なんで……」

　コロナが、そう言いかけた時。

　ハギワラが、切り札を出した。

　ハギワラは、言った。

「カレーライス、十杯！」

「なんだと？」

　コロナは、むっとした顔をした。

　たかがカレーライス如ごときで、あっさり決意を翻ひるがえすような人間だと思われるのは、心外の極みだったからだ。

「ええい、うるさい。そこをどけ。俺は機嫌が悪いんだ。どかねーと、叩たたっ斬きるぞ」

　ハギワラは、しかし、諦あきらめなかった。

「じゃあ、二十杯では？　お望みなら、三十杯でも。いや、四十杯。五十杯。──思い切って、百杯。百五十杯だ！」

　──カレーライスが百五十杯。

　コロナは、考えた。

　見上げると、満天の星空だ。

　大宇宙の、悠久の時の流れと比べてみれば、人類の歴史も、ほんの一瞬でしかない。まして、人の一生などは、比較するのも愚かである。ならば、何を急ぐことがあろうか？

　じっと夜空を見上げたまま、コロナは、静かに訊ねた。

「福神漬けは、ついてるんだろーな？」
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「く、組……。いや、社長っ！」

　暁興業の使いっ走りが、キャバレーに転げ込んで来た。

　宴会は最高潮に達し、ほぼ全員が、ただの酔っぱらいと化した時分のことだ。

　ネクタイで鉢巻きをしたミッキー成田は、悪酔いで青ざめた顔を振り向かせて、使いっ走りの若い者を眺めた。

　完全に目が据わっている。

「なンだ、貴様は。んー？」

　上体をぐらぐらさせながら、ろれつの回らない口調で、ミッキーは言った。

「顔が、三つにも四つにも見えらァ。そんな、顔のどっさり見えるやつは、うちの組にゃ置いとけねえ。──破門だ！」

「それどころじゃねーんで。大変なんすよ、社長」

「なーにが、大変なもんか。ばーか」

「しゃーねーなあ。酔っぱらっちゃって、もう」

「どうかしたのかい？」

　横から声を掛けたのは、若頭の辰蔵である。よほど酒が強いのか、普段と全く変わらない顔色だ。

「あ。専務。じ、実は……」

　使いっ走りは、ホッとしたような顔で、辰蔵に近づくと、声をひそめて何事か耳打ちした。

　辰蔵の目が、突然、ギラリと光った。

　体中から殺気を漂わせながら、辰蔵は、念を押した。

「間違いは、ねーんだな？」

「も、もちろんでさァ」

「よし。わかった。社長には、俺から言う。おめーは事務所へ帰って、全員に召集をかけろ」

「へ、へいっ」

　使いっ走りが、あわてて駆け出していく。

　辰蔵は、ミッキーの肩をつかむと、強く揺さぶった。

「なんだなんだ、辰。──地震か？」

「社長。シャキッとして下さい。うちの若い者が八人、半殺しにされて、病院にかつぎ込まれたそうです」

「…………」

　言われたことが、わかったのかどうか。

　ミッキーは、酔眼を見開いて、辰蔵の顔を、じーっと見つめているだけで、何の反応も示さない。

「社長。うちの若い者が……」

　もう一度くり返すために、辰蔵が口を開きかけた時。

　ミッキーが、唐突に、言った。

「水」

「はあ？」

「水持ってこい」

「水なら、ここにありやすが」

　差し出されたコップを、ミッキーは自分の頭の上で逆さまにした。

　強く首を振って、しぶきを飛ばす。

　ミッキーは、腐ったシマウマの肉を狙ねらうハイエナのような目つきをして、言った。

「ウルトラ会か？」

「それが、相手は、どうも一人だったらしいんで」

「一人？」

「へえ。とにかく、化け物みてーに強い野郎で、うちの先生ほど体格ガタイがいいわけじゃないらしいんスが、あっと言う間に八人」

「何なに者もんだ？」

「はっきりとは。──ただ、その後で、ウルトラんとこのハギワラと一緒にいるところを、別の若い者が見てるらしいんで……」

「ウルトラ会の、助っ人か!?」

「おそらく、そうじゃねえかと」

　ミッキーは、ガラス製のテーブルをひっくり返して、立ち上がった。

　足元は、意外としっかりしている。

　肩を貸そうとした辰蔵の手を、邪険に振り払って、ミッキーは歯ぎしりしながら言った。

「ウルトラの爺ィめが。死にぞこないのくせに、あくまでも、俺に楯たて突つこうってんだな？　上等じゃねえか。こうなったら、もう、誕生日まで待っちゃいられねえ。今すぐ、ブッ潰つぶしてやる。──辰っ！」

「へいっ！」

「兵隊を集めろ。戦争でいりだ!!」

　どどーん。

　力の入った構図である。

　そこへ、シャラが、ふわ～っとした足どりで近づいてきた。

「あら、ミッキーちゃん。青筋なんか立てちゃって、何かあったの？」

「こ、これは、客人……」

　ミッキーは、酸っぱい表情になった。どうも、この娘っ子は苦手だった。気がつくと、いつも、相手のペースに巻き込まれている。

　自然と警戒するような口調で、ミッキーは、言った。

「えー、実は、ちょいともめ事がありやして。また先生に、ひと暴れしていただかなくちゃならねえことに……」

「ふーん」

　シャラは、にっと笑った。

　ミッキーは、嫌な予感がした。

「いいわよぉ。うちのセンセー、頑丈だから。も、どんっどんコキ使ってやって」

「そ、そう言っていただけると……」

　ミッキーが、ホッと胸をなで下ろしたのも、つかの間だった。

　シャラは、魅力的な微笑を浮かべて、こう言った。

「で、ボーナスは、いくら出していただけるのかしら？」

「ボ、ボーナス？」

「あら。だって、当然でしょ？　通常の勤務時間外のお仕事ですもの」

「し、しかし、金なら、さっき事務所で」

「あ・れ・は、契約金。──お手当てとはまた別のものじゃない。やーねー、ミッキーちゃんたら」

　シャラは、ころころ笑った。

　──お、鬼だ、こいつら。

　ミッキーは、暗い気持ちになった。

　ぐずぐずしてたら、ウルトラ会の前に、暁興業そのものが、食い潰されてしまう。

　ミッキーは、キャバレー中に響きわたる声で、やけくそみたいにわめいた。

「てめーら、いつまで飲んでやがんだ！　顔を洗ってこい！　シゲ！　武器をかき集めろ！　どいつもこいつも、もたもたしてやがると、ブッ殺すぞ！　戦争だ、戦争だーっ!!」
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　場面変わって、こちらは、広々とした檜ひのきの浴槽である。

　洗い桶おけが床に当たって、『カコーン』というような、小気味のいい音を響かせる。

　真新しい木の香りが、とても爽さわやかだ。

　たっぷりしたお湯の中で、コロナは、のびのびと手足を伸ばしていた。

　濡れた髪の毛が、肌にしっとりと絡みつき、いつものコロナとはまるで違う印象を、与えている。

　柔らかな丸みを帯びた肢体。

　張りつめた肌。

　でかい乳。

　普段は無粋な装甲服の下に隠されている、そういった全ての女性らしさが、ここでは、ありのままの姿で、自由に息づいていた。

　他人に見せるのはもったいないような、実に、いい眺めである。

　いや。普段が普段だけに、よけい色っぽく感じられる。

　これで、口さえ開かなければ、どこから見ても魅力的な女の子なのだが……。

「客人。着替えを持って参りやした。ここに置いときやすが、他に何か入り用のもんでもあったら、なんでも、そうおっしゃって下さい」

「うん、わかった」

　コロナは、無造作に湯から上がると、前も隠さず、そのままの格好で、浴室から出てきた。

　お姫さま育ちの困ったところで、ある種の羞しゆう恥ち心しん（と常識）が、コロナには欠如しているのだ。

　脱衣場に片膝をついて控えていたハギワラは、ふと顔を上げて、腰を抜かしそうになった。

　コロナは、バスタオルを使って、不器用に髪の毛を拭ふいている。人の目があることなどは、まるで気にしていない様子だ。

　ハギワラは、『うっ』と言ったきり、石像のように固まってしまった。

　口の中はカラカラに干上がり、脈拍は、あっという間に二百を越えた。

　コロナの裸身から、どうしても目が離せないのである。

「これは、どうやって着るんだ？」

　コロナは、男物の浴衣ゆかたを両手で広げると、ハギワラを振り返った。

　とたんに、ハギワラが平伏した。

「し、失礼しやしたっっ!!」

　真っ赤な顔をして、駆け出して行く。途中、何かにつまずいて、二度ひっくり返った。見るも無惨な、あわてぶりである。

　コロナは、けげんそうに見送って、首を傾げた。

「？」

　初めての浴衣を相手に、コロナが悪戦苦闘していると、おとなしそうな娘が入ってきて、黙って手伝ってくれた。アヤメという名で、十八歳。ウルトラ会会長の一人娘であった。

「どうぞ、こちらへ。父がお待ちしております」

　中庭をめぐる、長い渡り廊下を通って、コロナは、二十畳ほどの立派な座敷に案内された。

　かつては、さぞや押し出しのいい恰かつ幅ぷくをしていただろうと思われる、頭の禿はげた老人が、布団の上に上体を起こして、弱々しい息を吐いていた。
















　ウルトラ会の首領ドン。アーサー内田である。

『仁義は地球を救う』を合い言葉に、シェルブールの街に長く君臨してきた男も、病には勝てなかったと見える。

「お父さん。起きたりしちゃダメじゃないの」

「構わん」

　しわがれた声で、アーサーは言った。

　布団のまわりには、ハギワラも含めた十名ほどの舎弟が、きちんと膝を揃そろえて座っていた。自分で動ける者は、それで全員のようだった。他は、病院かどこかで唸うなっているのだろう。

　アーサーは、コロナの前に両手をつくと、言った。

「コロナさんとおっしゃいやしたね。あんさんを見込んで、この内田、折り入ってお頼みしたいことがございやす。どうか、聞き届けてやって下せえ」

「頼み？」

「へえ。ウルトラ会の跡目を、ぜひコロナさんに、引き受けていただきてーんで」

「跡目？」

　コロナは、きょとんとしている。

　何のことを言われているのか、よくわからないのだ。

「あっしは、この通りの体だし、もう先も長くねえ。コロナさんのようなお方に、跡を継いでいただければ、あっしも、安心して目を瞑つむることが出来るってもんで」

「何言ってるのよ、お父さん」

　アーサーは、アヤメをちらりと見て、言葉を続けた。

「一いつ時ときは、こいつに婿を取って、跡目を継がせることも考えやしたが、なにせ、こういうご時世です。暁興業みたいな連中から街を守り、一家をまとめて行くには、相当の器量がねえことには、とても勤まりやせん。──残念ながら、うちの娘には、ちっと背負うもんが重たすぎるようで」

「親父おやつさん。──そのことでしたら、至らねえまでも、あっしらが力を合わせて、全員でお嬢さんを盛り立てて行くって、決めたばかりじゃあ……」

「手前てめーは、黙ってろ。ハギ！　──それとも、何か？　俺の言うことが、きけねーってのか？　ちょっと目をかけてやりゃあ、いい気になりやがって……。まさか、手前、アヤメとくっついて、この組をどうにかしようとか考えてるんじゃねーだろうな」

「そ、そんな、滅相もねえ」

「そうよ、お父さん、何てこと言うの。ハギワラさんに、謝って」

「ハギワラさんだと？　アヤメ。手前まで……っ！」

　アーサーは、激高して立ち上がった。

　それが良くなかった。

「うっ……」

　心臓のあたりをつかむと、アーサーは、その場に崩れ落ちた。

「親父さんっ！」

「誰か医者せんせいを呼んでこい。親父さんが、また発作を起こした。急げっ！」

「お父さん、しっかりして！」

　突然、屋敷の中があわただしくなる。

　必死で走り回る舎弟たちの姿を、コロナは、しばらくの間、暇そうに見つめていた。

　コロナが手伝えるようなことは、何もなさそうだったからだ。

　コロナは、ひとり廊下に出ると、ぼんやり中庭を眺めた。

　浴衣で包んだ湯上がりの体に、夜風が心地よかった。

　近くで人の気配がした。

　アヤメだった。

「すみません。──お父さんたら、あなたのご都合も考えずに、いきなりあんなことを」

「もう平気なのか？」

「ええ。薬が効いて、眠っています」

「そいつは良かった」

「…………」

　ややあって、コロナが、言った。

「あんたにゃ悪いけど、俺は、この街に長居するつもりは……」

「いいんです。気にしないで下さい」

　アヤメは、透明な微笑を浮かべて、コロナを見つめ返した。

「ウルトラ会は、父の代で終わりです。街の人だって、きっとその方がいいはずです。どんなきれい事を言ったって、ヤクザには違いないんですから。──あたしも、こんな生活、あまり好きじゃないし……」

「そーか」

　気の利いたセリフを何も思いつかなかったコロナは、ただそう言って、生き真ま面じ目めにうなずいてみせた。

　それがおかしかったのか、アヤメは、くすっと笑った。

「凄すご腕うでの助っ人を連れてきたって、ハギワラさんが言ったから、もっと怖そうな男の人だと思ってました。それが、こんなに可愛らしい女の子だなんて」

「か、可愛らしい……？」

「あら。ごめんなさい。──でも、ほんとにそうなんですもの」

「あーうー」

　コロナは、口の中で、わけのわからないことを、もごもご呟いた。

　他人から、『可愛らしい』などと言われることには、慣れていないのだ。

　その時。

「お嬢さん」

　ハギワラが小走りにやってきて、アヤメの前で片膝をついた。

　声は低く抑えているが、緊張したその顔つきを見れば、何かがあったらしいことは、容易に推測できた。

「どうかしたの？」

「へえ。実は、今しがた、玄関にこんなものが……」

　ハギワラが差し出したのは、奉書を左封じにした手紙だった。

　果たし状である。

　時は、明日の正午。

　場所は、シェルブール郊外に位置する、荒こう神じん川リバーの河原。

　来なければ、生涯笑ってやると末尾にあった。

「どうしやしょう？」

「お父さんには知らせないで」

「心得ておりやす。──お嬢さんは、何の心配もいりやせん。全て、このハギワラに、おまかせ下さい。あっしは、今からすぐに、あちこちの病院を回って、大急ぎで若ェ者をかき集めて参りやすが、なーに、骨の二本や三本折れてても構やしません。ウルトラ会の心意気を、暁のやつらに見せてやりまさあ」

「だめよ。ハギワラさん」

「え？」

「みんな、ケガ人じゃない。荒神川には、あたしひとりが行きます」

「じょ、冗談じゃねえ。お嬢さんに、そんな危ない真似はさせられません」

「なぜ？　あたしが女だから？　そんなこと言うんだったら、コロナさんはどうなの？」

「いや、それは……」

　ハギワラは、返答に窮した。

　コロナが男じゃないと言うことを、つい先刻、知ったばかりなのだ。それも、おそろしくセンセーショナルな方法で。

　ハギワラは、コロナの顔を、真っ直ぐに見ることが出来なかった。

　あの時の光景が、まだ脳裏にありありと焼き付いていたからだ。

　アヤメは、きっぱりと言った。

「ウルトラ会は、解散します。縄張りが欲しければあげます。だから、もうこれ以上、うちの人たちを苦しめないでって、成田さんに、お願いしてみるつもりです」

「いけません！　そんな理屈が通るやつじゃねえ」

「やってみなければ、わからないでしょ」

「絶対にダメです。お嬢さんの身に、万一のことでもあったら、親父さんに顔向けができねえ。──どうしてもっておっしゃるんなら、自分が行きます。あっしなんか、いてもいなくても、変わりはありやせんが、お嬢さんは、ウルトラ会にとって、かけがえのねえお方だ。むざむざ殺されに行くような真似を、どうしてさせられますか」

「これは、命令ですよ？」

「いくらお嬢さんの命令でも、こればっかりは、聞くわけにゃ参りません。死ぬのは、ハギワラ一人で充分です」

「わかりました。──ハギワラさん、あなたは、破門します。今すぐ、ここから出て行って下さい」

「お、お嬢さん……」

　ハギワラが、思わず、泣き出しそうな顔をした時……。

「死ぬと決まったわけじゃねーだろう？」

　と、そう言ったのは、コロナである。

　二人は、同時に振り返って、コロナを見つめた。

　コロナは、少し照れたような顔で、こう付け加えた。

「それに、俺は、まだ当分死ぬつもりもねーしな」

「じゃあ、力を貸して下さるんで？　ありがてえっ！」

　ハギワラが、飛び上がって叫んだ。

　アヤメは、気づかわしそうな表情で、

「でも、悪いわ。──本来、あなたには、何の関係もないことなのに」

　コロナは、うなずいた。

「俺も、そう思う」

「じゃあ、どうして……」

「カレーライスが美味うまかったからな」

　コロナは、何でもないことみたいに、あっさりと答えた。

　アヤメは、泣き笑いのような顔をして、言った。

「よかったわ。あたしが作ったの」

「だから、力を貸すのさ」

　コロナは、真面目な顔で、うなずいた。





５






　果たし合いの噂は、たちまち街中に広がった。

　暁興業側が、意図的に情報を流したせいもある。

　これは、ミッキーのアイデアだった。

　衆人環視の中で、ウルトラ会の息の根を止めることは、今後の暁興業発展のためにも、最高のプロパガンダと言えるからだ。

　それに、昨日の夜は、構成員の大半が泥酔状態にあった。どうせ、勝つに決まっている闘いなのだ。無理をする必要など、どこにもなかった。

　そう言うわけで、シェルブール郊外の河原は、まだ暗いうちから、大勢の野次馬たちで、ごった返していた。ウルトラ会の私設応援団もいれば、弁当持参の親子連れもいる。また、その人出を当て込んで、屋台が出る、掛け茶屋が出る。遠く〈ますこみ族〉までが駆けつけ、大変な賑にぎわいだ。

「え？　どうです。たいした人出ですな」

「どっちが勝ちますかね？」

「そりゃあ、暁興業でしょう。なんたって、あなた、勢いが違う」

「いやー、わかりませんよ。ウルトラ会も、ここで負けたら後がない。死にもの狂いでしょうからね。ほら、窮きゆう鼠そ猫を嚙かむって、よく言うじゃありませんか」

「蟷とう螂ろうの斧おのって諺ことわざもありますけどね」

「嫌なことを言うね、この人は」

「それにしても、ウルトラ会は遅いですな。何やってんでしょう？」

「暁興業は、もう勢揃いしてますけど……」

「すごい人数ですな。どれくらいいますかね？」

「ざっと五百人てとこですか」

「また、よく集めましたね。──どこで集めて来るんでしょうな。あんなろくでなしばかり。どこかに、ろくでなしの国があるんですかね？」

「しっ、滅多なことは口にしない方がいいですよ」

「ちょっとちょっと。みなさん。ほら、あれ見てごらんなさい、あれ」

「なんですか、あれは？」

「わかりませんなー。河原の真ん中に出て行って、何をしようってんでしょうかね、あの三人は……？」

「おおかた、ただの酔っぱらいでしょう」

「これから果たし合いが始まろうって時に、あんなとこにいたら、危ないじゃないですか」

「もう十二時過ぎましたよ」

「早く始めろーっ！」




　　　　＊




　アヤメを中心に、コロナとハギワラが左右を固める。

　ウルトラ会の陣容は、それが全てだった。

『ケガ人は来るな』

　そう言って、コロナは止めたのだが、ハギワラが聞こうとしなかったのである。

　コロナも、死ぬ気でいる人間を説得することは出来ない。

「コロナさん。連中の大部分は、意気地のねえ有象無象ばかりですが、かなり腕の立つ用心棒が、一人だけついておりやす。そいつには、気をつけて下せえ。うちの者も、ほとんど、そいつ一人にやられたようなもんですから」

「余計な心配はするな。お前は、アヤメさんだけ守ってろ」

　河原を埋め尽くした暁興業の構成員たちを、油断なく見つめながら、コロナは、ハギワラに囁ささやき返した。

　アヤメは、一歩前に進み出ると、声を張り上げて、言った。

「父は病気のために、動かすことが出来ません。代わりに、娘の私が参りました。争いは好みませんが、話し合いなら、いつでも応じる用意があります。縄張りも差し上げますから、こんな無意味なことは、もう止やめると、今ここで、おっしゃって下さい」

「ぎゃはははははは」

　ミッキー成田は、腹を抱え、のたうち回って笑い転げた。

　こんなに笑ったのは、生まれて初めてのことだった。

　涙を流し、地べたを殴りつけながら、ヒーヒー言って、ミッキーは笑った。

　笑い続けた。

　死ぬかと思った。

「だ、大丈夫ですかい、社長」

「きっ、聞いたか、辰」

　込み上げて来るものを、必死でこらえているのだろう。喉のどの奥で『くっくっ』というような音を始終のべつたてながら、ミッキーは、かろうじて言葉を絞り出した。

「あの馬鹿娘が、今、何て言ったか、お前、聞いたか？」

「へい。聞きやした」

「たった三人で、のこのこ出てきたと思ったら、話し合いだと？」

「大笑いですな」

「じゃあ、笑えよ。お前も」

「家へ帰って、ゆっくり笑いやす」

「うん、そーか。まあ、いいだろう。お前の好きにしろ」

「ありがとうござんす」

　辰蔵は、一礼した。

「──で、社長。あの連中、どうしやしょう？　三人を相手に、五百人でなぶり殺したとあっちゃあ、聞こえも良くねーんじゃ？」

「甘いな」

「へ？」

「甘いってんだよ。獅し子しは兎うさぎを倒す時も全力で戦うんだよ。──知るめえ？　お前なんざ。その点、俺は教養があるからなあ」

「はあ……」

「構わねえから、フクロにしちめえ！　と言いたいところだが、俺は少し拍子抜けしてんだ。まさか、三人きゃ残ってねえとは、思わなかったからなあ」

「先生を呼びますか？」

「呼べ呼べ。どーせ、もうボーナスは払ってあるんだ。──前払いだってやがる。あの娘っ子がよ。ったく、自分を、何様だと思ってんだか」

　ミッキーは、ふてくされた顔で、ぶつくさ文句を言った。

　辰蔵は、あえてコメントは避け、後ご詰づめに控えるガルディーンを呼びに走った。

　風が砂さ塵じんを巻き上げる。

　ようやく事情が吞のみ込めたのか、さっきまで騒いでいた野次馬たちも、今は、固かた唾ずを吞んで、事の成り行きを見つめていた。

　ぽつねんと佇たたずむ、ウルトラ会の精鋭。その数、三。

　ずらりと並びまくった、暁興業の兵隊。その数、五百。

　やがて、戦列を二つに割って、巨大な影が、おもむろに進み出てくる。

　緊張の一瞬。

「先生！　お願ェしやす」

　辰蔵が、決まり文句を、得意気に口にしてみせた。

　最高の見せ場である。

『まかせなさい』

　ガルディーンは、胸を張った。

　かなり場慣れしてきたと見え、堂に入いったセリフ回しである。

　辰蔵は、早口に囁いた。

「気をつけて下さい、先生。──確かなことはわからねーんですが、やつら、相当に腕の立つ助っ人を、どこかから呼び寄せたらしいんで」

「心配性ねえ、辰ちゃんも」

　シャラが、横でケラケラ笑った。

「だーいじょーぶよォ。うちのセンセーより強いやつなんて、めったにいるわけないんだから」

「そーそー。一人いるけど、今、ちょうど、ここにはいないし」

　と、スリムも、調子こいてへらへら笑っている。

　辰蔵は、わずかに首を傾げて、言った。

「まあ、とにかく、お気をつけなすって」

『はいはい』

　ガルディーンは、気楽にうなずいてみせた。




「あれです、今、出て来た野郎が、例の用心棒で」

　ハギワラが、囁いた。

　コロナの表情が変だった。すごく変だった。

「どうかなさったんで？」

「あれが、用心棒？」

「へい」

「…………」

　コロナは、それでも、少し迷っていた。

　世の中には、どこかにまだ、もう一台くらいは、あれと似たような、間抜けな機械人形が残されているかもしれないからだ。

　……あんなやつ、一台で充分なんだが。

　コロナは、アヤメをかばうように、前に進み出た。

　その瞬間、ガルディーンの動きが、ぴたっと止まった。

　ガルディーンに搭載されたハイブリッド・センサーの識別能力は、人間のそれをはるかに凌りよう駕がしている。

　人違いなど、まずあり得なかった。

　後方では、ミッキーたちが、けげんそうに互いの顔を見つめ合っていた。

「どうしたんだ、先生」

「さあ。おかしいですな」

「電池切れちゃったのかしら……？」

「電池？」

「あん。なんでもないの。こっちの話」

　長い沈黙が過ぎると、ガルディーンは、突然、その場にうずくまって、腹を押さえながら、こう言った。

『あいたたたた。じ、持病の癪しやくが……』

「やっぱり、てめーか。ガルディーンっ!!」

　コロナの大だい音おん声じようが、雷鳴のように轟とどろきわたった。

　もちろん、その声は、シャラやスリムの耳にも、はっきりと届いた。

「まずいっ」

　スリムは、とっさに背中を向けた。片手で、顔を隠しながら、

「ありゃー、コロナちゃんだ。妙な物着てるから、わからなかったけど、あの怒り狂った声には、何度も聞き覚えがある」

「なんか勇ましい格好してますね。着物の裾すそを端折はしよって、鉢巻き締めて」

「さらし巻いて、片肌ぬいでな」

　スリムが、うなずいた。

「典型的なヤクザ者の喧嘩支度だ」

「大昔の２Ｄフィルムか何かで、あーゆーの、見たことがありますよ。地球こつちには、まだ残ってたんですか？」

「リバイバルってやつじゃねーか？」

「のんきに下らねーこと喋ってんじゃねえ！」

　ミッキーが、スリムの胸ぐらをつかんで、唾を飛ばした。

「どうなってんだ、あの先生は！　持病の癪ってなー、いったい何の冗談なんだっ！　どうして、さっさと片づけねえ!?」

　スリムは、首を横に振った。

「だめ」

「だめ？」

「そう。天敵と当たっちゃった」

「なんだと～、こら！　そりゃあ、どういう意味だ。仕事は、できねえってのか？　こっちは、ちゃんと金を払ってるんだ、金をっ!!　この落とし前は、どうつけてくれるんだ!!」

　ミッキーが、ぎゃーぎゃーわめきたてる。

「うっさいなー。金、金って」

　シャラが、凄みのある声を出した。

　ミッキー成田も、（よりによって）シャラにそんなことを言われるのは、心外だったはずだ。

「よーするに、あいつらをやっつければ、文句はないんだろ？」

「な、なんだなんだ、その迫力は……。お、お前、ちょっと変だぞ」

　ミッキーは、たじたじと後ずさりした。

　シャラは、不機嫌のかたまりみたいな声で、言った。

「やってやろーじゃん」

「は」

　辰蔵が、失笑を洩もらした。馬鹿にしきったような顔で、

「やめときな、姐ねーちゃん。どこか大事なところを擦りむいたら、どうするんだい？」

　シャラは、ひと言の口もきかないで、右の掌しよう底ていを、いきなり辰蔵のみぞおちに叩き込んだ。

　わずか三十センチほどの距離から放たれたその一撃は、たいして力がこもっているようには見えなかったが、辰蔵は、ニヤニヤ笑いを顔に貼はりつけたまま、後ろに倒れた。

　それきり起きあがってこない。

　シャラの右の軸足の下で、地面が大きく陥没していることに、ヤマトだけが、気づいていた。

　作用と反作用。

　つまり、辰蔵は、あの一瞬に、それと等しいだけのエネルギーを、自分のみぞおちで受け止めたことになる。

　固い地面を、あれくらい深く、そして広く抉えぐるには、どれほどのエネルギーが必要か？

　ヤマトは、頭の中で計算してみて、慄りつ然ぜんとなった。

　どんなに体格のいい男でも、ひとたまりもないだろう。

　いや、生きているのが不思議なくらいだった。

　シャラは、気絶した辰蔵を見おろして、そっけなく言った。

「姐ちゃんなんて、気安く呼んでほしくないね。お坊っちゃまって言う、ちゃんとした丁寧語があるんだからさ」

「お、男ォ……っ」

　ミッキーが、体を硬直させて叫んだ。

　シャラを凝視したまま、ぱくぱく口を動かしている。ひきつけでも起こしたのかも知れない。

　スリムが、言った。

「おい、ちょっと待てよ。シャラ。本気でやるつもりか？　そりゃあ、ちょっとまずいんじゃねーのか？」

　シャラは、怖い目をして振り返った。

　そして言った。

「本気！」

「あ、ああ。そう」

　スリムは、とたんに日ひ和よった。

「わかった。わかりました。私は、なーんにも言いません。お気のすむまで存分に、殴り合いでもなんでもして下さい」

「いいんですか、スリムさん。あんなこと言って。やっぱり止めた方が」

「じゃあ、お前、止めてくれ」

「え？」

「ほら見ろ。──シャラのやつ、昨日の夜も、やけにはしゃいでただろ？　あれ、ほんとは、腹ン中でずーっと怒ってたんだ。おかしいと思ったんだよ。あんなに早く機嫌が直るなんて」

「怒ってたって……。コロナさんのことをですか？　あの、ラッキョか福神漬けかって言う？」

「ちがうね」

　スリムは、河原に腰をおろすと、仰あお向むけに寝っ転がりながら、言った。

「コロナちゃんが、そこにいないってことをさ」

「はあ……」

　ヤマトは、ぼんやりとうなずいた。

　スリムが言ったことを、完全に理解したという顔つきではなかった。




『あああ。また、これで、しばらくコロナさんに口をきいてもらえない』

　いじけているガルディーンの横を通りすぎて、シャラは、コロナと向かい合った。

「何者だ、手前！」

　ハギワラが、わめいた。

　シャラは、ちらりと視線を動かして、そちらを見た。

　ダボシャツで、半纏で、雪せつ駄たばき。

　首から下がった水天宮様のお守りが、ワンポイントである。（頭の包帯は、途中で捨てて来てしまったらしい）

　ハギワラは、短刀ヤツパの鞘さやを払うと、両手で体の前に突き出して、腰を沈めた。

　今にも、弾はじけそうな勢いだ。

　アヤメが、無言で、その手を押さえた。

　こちらは、白っぽい無地の着物に、やはり〇ウの半纏を羽織っている。武器らしい物は、何も手にしていない。

　シャラは、コロナに視線を戻すと、とりすましたような笑みを口元に浮かべた。

「似合ってるじゃない？　そのいかれた格好」

「てめーこそ、相変わらず、ちゃらちゃらした服、着やがって……」

　コロナは、戦闘的な目つきをして、言った。

「この二、三日、ずっといい気分だったのに、たった今、そうじゃなくなった。──どうしてくれるんだ」

「それは、お互い様でしょ？　あたしだって、別に、好きであんたの顔を見に来たんじゃないんだから」

「じゃあ、何しに来やがった」

「まあ、ピンチヒッターってとこかしら」

「ピンチヒッター……？」

「そ。ガルちゃんのね」

　シャラは、親指で背後を差しながら、

「向こうの人たちに、お金で雇われたってわけ。それも、夢みたいな大金でね♡」

　そう言って、含み笑いを洩らした。

　コロナは、吐き捨てるように、言った。

「また、金か」

「そう言うあんたはどうなの？　見たところ、似たようなことやってるみたいだけど、いくら貰もらってんの？」

「てめーの知ったことじゃねえ」

「あら、かわいそう。口に出すのも恥ずかしいくらいの額なのね？　何なら、あっちの社長さん、紹介してあげましょうか？　向こうは待遇いいわよー」

「見損なうな。俺が、そんな人間だと思うのか？」

「そうよねー。あんたって、徹底的に頭悪いもんねー」

　シャラは、しみじみとうなずいた。

「馬鹿で、頑固で、一本気で、融通がきかなくて、要領悪くて、不器用で、その上、世間知らずの、お人好しだもんねー。──ほんと、いやんなっちゃうわ」

「やっ、やかましいっっ!!　べらべら好き勝手なこと言ってんじゃねえっ！」

　コロナは、図星をさされて、少し顔を赤くしながら、わめいた。

　一方、それを眺めているシャラの表情は、妙にうれしそうだった。──シャラがからかう。コロナが怒る。出会ってから今日まで、何百回となく繰り返してきた、そんなやりとりが、今は、ひどく懐かしいものに感じられて、シャラの心は自然と和んだ。

　しかし……。

『ずーっと心配してたんだからね!!』

　そんな言葉の代わりに、シャラの口をついて出てきたのは、次のようなセリフだった。

「さあ、始めましょうか。あんまりお客さんを待たせちゃ悪いもんね」

　実に、素直じゃない。

「ほんとにやるのか？」

「お金貰っちゃってるんだから、やるしかないでしょ？」

「よーし。本気なんだな？　後悔するなよ？」

「だーれが」

　んの～ほっほっほ。

　シャラは、少女マンガに出てくる、敵かたき役やくのお嬢様系キャラみたいな笑い方をした。

　コロナは、腰に差したムラマサの大だい刀とうを鞘ごと引き抜いて、後ろに放り投げた。それを、ハギワラが、あわてて空中でキャッチした。

　指の関節をペキパキ鳴らしながら、コロナは、これまたひどく楽しそうな顔で、言った。

「泣かしちゃる！」
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「スリムさん。始まりましたよ！」

「ほーかい」

「ほーかいって、見ないんですか？　──あっ、すごい。パワーでは、完全にコロナさんが押してますね。うわっ。でも、シャラさんも、スピードでは負けてません。どひゃーっ。あれは痛そうだなー」

「コブラツイスト」

　スリムは、寝っころがったままで、ぼそっと呟いた。

　しかし、ヤマトには、聞こえなかったらしい。

「ああっ。今度は、コロナさんが、背後バツクを取った。ひぇぇ～っ。二人とも後ろにひっくり返りましたよ？　うわー。あんなことして、よく死にませんねー。首の骨が丈夫に出来てるんですかね？　──おおっと。次は何だー？　足をつかんでー？　そのまま後頭部から逆落としだーっ。コロナさん、ピーンチ」

「ダブルアーム・スープレックスに、パワーボム」

　スリムが、またぼそっと呟いた。

「これは大変だー。大変なことになってまいりました。しかし、コロナさん、平気な顔で立ち上がった。尽きることのない無限の原始力エネルギーだ。──両者、リングの中央で、激しく何か言い争っております。あっ。コロナさんが、シャラさんに飛びかかった！　なんだかよくわからないけど、これも痛そうな技だーっ!!」

「アルゼンチン・バックブリーカー」

　と、スリムは呟いた。もはや、誰が聞いていようが、聞いていまいが、どーでもよくなっていた。

　その後も、コロナが、シャラをロープに振って、返ってきたところをラリアットでぶっ飛ばしたり、逆に、シャラが、コーナーポストの最上段から、コロナに飛び蹴りを喰らわせたりと、実に様々な大技が繰り出されたが、勝負は、一向につきそうになかった。
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　ちょうど同じ頃。

　三交代制で二十四時間フル操業している、シェルブールのミシン鉱山で、ちょっとした異変が起こっていた。

「あー。俺も、今日の果たし合い、見に行きたかったなー」

「よせよせ。どーせ暁興業が勝つんだ。くそ面白くもねえ」

「最近、やけに大きな顔してやがるからなー、あいつら。鉱山ヤマのことなんか、何もわかっちゃいねえくせに、あれこれ指図しやがって」

「俺は、それが一番気にくわねえ」

「だいたい、こんなデタラメに掘りまくって、どうするつもりなんだ？　落盤が起こってからじゃ、遅いんだぞ？　ったく、暁興業の、ろくでなしどもがよォ」

「しーっ」

「なんでえなんでえ。俺は本当のことを言ってるだけじゃねえか」

「違う。静かにしろ。何か聞こえねえか？」

「…………」

「や、山鳴り……？」

「落盤だ。でかいぞ！」

「退避ーっ。退避ーっ」

　緊急を告げるサイレンが、全ての坑道に鳴り響いた。
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　河原の特設リングで、闘いは、まだ続いていた。

「なかなか、やるじゃねーか」

「余裕よ、余裕」

「それにしちゃあ、息があがってるぜ」

「あんただって」

　ここでどっちかが笑い出せば、ありがちな青春ドラマのワン・エピソードで終わるのだが、コロナも、シャラも、あいにくと強情な部類だった。

　かなりくたびれてきた様子のコロナとシャラは、それでも必死に取っ組み合って、地べたをごろごろ転げ回った。

　その時のことだ。

　むにゅ。

　シャラの掌てのひらに、やけに艶なまめかしい感触が伝わってきた。

　──え？

　自分の手が今どこにあるのか？

　シャラが、それを探し当てるまでに、若干のタイムラグがあった。

　きつく巻いたさらしの上からでも、はっきりそれとわかるふくらみ。

　シャラの右手は、コロナの胸をわしづかみにしていたのである。

「隙すきあり！」

　その瞬間、コロナのエルボーが、シャラの顎をヒットした。

　シャラは、98のダメージを受けた。

　シャラは、仰向けにひっくり返った。

　立ち上がるには、腕の力を借りなければならなかった。

　シャラは、文句を言った。

「痛いわねー。少しは手加減しなさいよ。こー見えても、あたし、病弱なんだから」

「よそ見をしてるからだ」

「あ、そー。そっちが、そういう手で来るんなら、こっちにも考えがあるわよ」

「そういう手……？」

　シャラは、どこかのポケットから、灰色の小さな塊を取り出すと、コロナの目の前にぶら下げて見せた。

「これなーんだ？」

　【とても重要な、筆者からのお知らせ。──コロナは、ネズミが大の苦手です】

「うわ～～っっ！」

　コロナは、五メートルの距離を一気に跳躍して、場外に逃れた。

「ひ、卑ひ怯きようだぞ、シャラ。そんなのは、反則だー」

「知ってる？　コロナ。そーゆーのを、負け犬の遠とお吠ぼえって言うのよ？」

　シャラは、ネズミの玩具おもちや（香港製。単三電池一本）の尻しつ尾ぽを持って、ぶらぶらさせながら、にっこり笑ってみせた。
















「だ、誰が、いつ負けたんだ！」

「引き分けにしておいてあげてもいいわよ？　可愛らしくお辞儀して、『お願いします』って言ったらね」

「こ、この野郎～～」

「コロナさん！」

　警告の声は、ハギワラが発した。

　見ると、ついにミッキーが痺しびれを切らしたらしい。暁興業の五百人が、こちらに向かって一斉に動き始めていた。

　その後方では、ミッキーが腕を振り回し、青筋立てて怒鳴っている。

「やれーっ。ぶっ殺せーっ。どうせ相手は、たった三人じゃねーか。先生抜きでも楽勝だ。ついでに、あの生意気な小僧だか小娘だかも、ひねりつぶしちまえ。俺は、前から、あいつが気に食わなかったんだっ！」

「おやおや」

　シャラが、肩をすくめた。

「つまり、契約はこれで無効ってことになるのかしら？　残念だわー。おいしい商売だったのに」

「まったく、馬鹿な連中だね、どーも」

　誰も気がつかないうちに、なぜかコロナたちの最後尾にくっついていたスリムが、首を振りながら嘆息した。

　あきれ返った、逃げ足の早さである。

　一緒にいた筈のヤマトは、暁興業とコロナたちのちょうど真ん中あたりを、まだ必死になって、こちらへ走って来ている最中なのだ。

　スリムは、さっそくアヤメに近寄ると、その手を取らんばかりにして、

「さ、さ。お嬢さんは、もう少し、こっちに離れてた方がいいですよ。あんまり近くにいると、埃ほこりがかかりますからね。衛生に良くありません」

「野郎、うちのお嬢さんに何しやがる」

　ハギワラが、目をつり上げた。

「いやだなあ。そんなこと言ってる場合じゃないっしょ？　敵が、すぐそこまで来てるんだから。ほらほら、コロナちゃんに、早くその刀を持ってってあげなきゃ」

「刀なんざ、いらねえ。あんなやつら、素手で充分だ」

「強がっちゃって。素直じゃないぞ」

「そんなこと、手前に言われたかねーや」

「ひゃーっ、間に合った！」

　ヤマトが、息を切らして飛び込んで来る。

　それと前後するように、暁興業の先せん鋒ぽうが、コロナと接触。

　木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕された。

　だが、敵は五百人だ。

　狭い一本道ならともかく、次々と押し寄せてくる新手を、コロナ一人で、完全に捌さばき切るには無理があった。

　必ず討ちもらしが出る。

　そいつらの行き先は、ひとつしかない。

「ハギワラさん！」

　アヤメの叫び声を、背中で聞きながら、コロナは、歯ぎしりした。

　しかし、助けに行こうにも、コロナのまわりは、暁興業の兵隊がびっしりと取り囲み、身動きとれない状態だ。さすがのコロナも、目の前の敵を片づけるだけで、手一杯だった。

　そこへ、シャラが、相手の攻撃を適当にあしらいながら、すっと近づいて来た。

　コロナの耳元に口を寄せ、

「あの二人は、大丈夫。がんばってね♡」

　それだけ言うと、また戻って行く。

　──くそー。

　コロナは、ついに観念して、叫んだ。

「馬鹿野郎！　手前も、少しは手伝え！」

「お願いしますは？」

「なっ……」

「冗談よ、冗談。ほら、そんな顔しないの。でもね、あたしは、さっきので疲れちゃったから、ピンチヒッター立てるけど、いいでしょ？」

「おい。ちょっと、待て……」

「ガルちゃーん。お許しが出たわよー」

『ありがとうございます』

　ガルディーンが動き出したとたん、形勢は一気に逆転した。

　昨日までの、頼りになる先生が、敵方に回ったのだ。

　しかも、いつもより余計に回している！

　ガルディーンの力を知っているだけに、暁興業側は、あっと言う間に戦意を喪失。

　我先に逃亡を始めた。

　野次馬の間から、歓声があがる。

「こら。どこへ行く。逃げるな馬鹿野郎。何のために給料を払ってると思ってるんだ」

　いくらミッキーが声を嗄からしても、効果は全くなかった。

　ミッキーのあとに残ったのは、気絶したままの辰蔵、ただ一人であった。

　しかし、これで何もかも終わったわけではなかった。

「てっ、大てえ変へんだ～～っっ！」

　〇ウの半纏を翻して、ウルトラ会の下っ端が走って来た。

　アヤメを見つけると、その前で、へたり込むように止まった。

「どうしたの？」

「あ、お嬢さん。ご無事で、何より。兄貴も」

「そんなこたーどーでもいい。何が大変なんだ」

「まさか、お父さんの身に何か……」

「いえ。そうじゃねーんで。や、鉱山ヤマから……」

「鉱山？」

「なんだ。どうした。落盤か。粉塵爆発か。ガス洩れか。鉄砲水か。ええい、じれってえな。はっきりしやがれ！」

　肩で息をしている下っ端は、震える手で、街の方向を指差してみせた。

「あ、あれが……」

　シェルブールの街の中で、ここからでもそれとわかるほどの、何か巨大な物体が、ゆっくりと動いていた。

　五階建てのビルくらいの大きさのコンビーフの缶詰に、脚を六本くっつけたような形の、何だかわけのわからないものだった。

　そして、その巨大な脚部の動きに合わせて、街のあちこちから炎が吹き上がり、立ちこめる黒い煙が、名産品のコーモリ傘のように、シェルブール全体を覆い始めていた。

「な、なんだ、ありゃあ……？」

　スリムが、空気の洩れてるような声で、言った。

「昼間、鉱山で落盤がありやして、それも、えらくでかいやつで、そしたら、あいつが出て来やがったんでさあ」

　下っ端は、あまり説明になっていない説明をした。

　落盤によって新たに露出した地層の中に、あいつが埋まっているのを誰かが発見し、掘り出そうとしていたところ、突然、動き出した。──まあ、だいたいの事情は、そんなことだったらしい。

「すげえ……。ついに見つけたぞ。これこそ……。これこそ、わけのわからないものだ！」

　ミッキーが、うわ言のように呟いた。

「あんた、まだいたの？」

　シャラが、あきれ顔で言った。

　少しでも常識のある悪党なら、とっとと逃げ出している筈だからだ。

「おい、辰。起きろ！　見つけたぞ！　ひと財産だ！」

　ミッキーは、乱暴に辰蔵を蹴っ飛ばした。

「あ、社長……。お早うございます」

「馬鹿野郎。寝ね惚ぼけてねぇで、ここへ車を回せ！　早くしろ、早く」

「待ちな、暁の」

　ハギワラが、凄んだ。

「手前、いったい、どこへ行こうってんだ」

「うるせえ。三下の知ったこっちゃねーよ。でっかい儲け話が待ってるんだ。こんなシケた街にゃ、もう用はねーんだ。欲しけりゃ手前にくれてやらあ。──あばよ」

　ミッキーは、辰蔵が運転する、無む蓋がいの六輪駆動車に飛び乗った。

　真っ直ぐシェルブールへ向かって行く。

「やっぱり逃げたのかな？」

「でも、街の方へ戻って行くわよ？」

「あの、わけのわかんねーものに、用があるみたいでしたけど……」

　最も遠目のきくガルディーンが、やがて、痛ましそうに、こう言った。

『あ。踏まれた』
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「父なら、何か知ってるかもしれません」

　アヤメの発言を受けて、急きゆう遽きよ、アーサー内田が戸板に乗せられて運ばれてきた。

　ウルトラ会の屋敷も、今や火の海で、タイミングとしても、ちょうど良かったのだ。

　住民の大部分も避難を始めており、河原へと向かう長い大八車の列が、切れ目なく続いていた。

「おお。コロナさん。ぜひ、うちの組の跡目を……」

「まだ言ってる」

「何のこと？」

「後で話すよ」

　戸板の上のアーサーに、アヤメが話しかけた。

「ねえ。お父さん。見える？　あのわけのわからないものは、何？」

「ああ。シェルブールが燃える。わしの街が……」

「お父さん。よく見て、ちゃんと答えて。何か知ってるんでしょう？」

「んー？」

　アーサーは、戸板の上に体を起こして、街をうろつく巨大コンビーフを見つめた。

　やがて、その顔に理解と驚きよう愕がくの色が広がる。

「あ、あれは……」

「知ってるのね、お父さん？」

「誰だ、あいつをまた掘り出したのは。せっかく埋め戻しておいたのに。しかも、動き出してるじゃねーか。何てことしやがったんだ！」

「何なんだ、あれは？」

「スーパー３０１号でさあ、コロナさん」

「スーパー何？」

「３０１号。──かつて、世界の西の果てにあったと言う、強大なマフィアの組織が作り出した、制裁兵器ですよ。敵対するファミリーの家まで歩いて行って、玄関で爆発するって言う、めーわくな野郎なんで。しかも一度歩き出したら、何があっても止まらねえ。動きは鈍いけど、毎日、じわじわと確実に近づいて来るんで、やられた方は、いやーな気分になって、飯も美味くねえって話でさあ」

「そりゃー、確かにめーわくな野郎だな」

「だけど、何でそんなもんが、ここの地下に埋まってるのよ？」

「さあ。そこんとこは、お天道様しか、ご存知ねえんじゃ……？」

「前にも動き出したことがあるの？」

「とんでもねえ」

「じゃあ、なんであれが、その何とかって言う制裁兵器だと知ってるわけ？」

「一緒に、取扱説明書が出やしたからねー。ビデオの」

「どこかの誰かさんと、似てるみたいな気がするわね？」

　シャラが、ガルディーンをちらりと一いち瞥べつした。

『冗談じゃないですよ。あんな不細工なのと比べられるのは心外ですね。第一、私の方が、うんと格好いいじゃないですか』

「はいはい」

「どうやったら止まるんだ？」

「動き出したら、止めようがないんですよ」

「ガルちゃんの連装重突撃砲で、脚を吹っ飛ばしたらどうかな？」

「そいつは、いけやせん。あいつは、攻撃されると、その場で信管がイっちまうようになってやすから」

「誰だ、そんなもん作ったの」

「それにしても、あいつ、さっきからぐるぐる同じ所を回ってるだけだな。どういうつもりなんだろう？」

「別にシェルブールを壊滅させようと言う意図はないんでしょうね。ただ、図体がでかいんで、結果的にそうなってるだけで」

「それって、すげーめーわくな奴やつってことじゃねえか？」

「めーわくじゃないとは、言ってませんよ」

「こうなったらもう、電池切れるまで、好きにさせとくしかないんじゃない？」

「そ、それは困ります」

　アヤメの顔を見れば、本気で、街を心配していることは、よくわかった。

　できるものなら、何とかしてやりたいと思う。

　思うが、しかし……。

　その時、ガルディーンが、またぞろ下らないことを言い始めた。

『あのう、どこか別の所へ行ってくれるように、頼んでみたらどうでしょうか？　私、機械語もちょっとできますし……』




　　　　＊




　こうして、一件は落着し、コロナたちは、シェルブールを後にした。

　風に吹かれて、荒野を歩きながら、

「で、結局、あのスーパー３０１号って、どこへ行ったの？」

『さあ。忘れていた使命を思い出したとか言って、張り切ってましたけど』

「でも、あいつの使命って、どこかの家の玄関まで歩いて行って、そこで爆発することなんでしょ？」

『そうです』

「そんなもの、放し飼いにしてて、いいのかしら？　ちょっと物騒じゃない？」

『あいつの持ってるのは、ずいぶん古い地理データですからねえ、あれで、目的地までたどり着くのは、難しいでしょうねえ。住所も変わってるだろうし。途中で道を訊きくための音声出力はついてますけど、あんまり頭はよくないみたいだし』

「じゃあ、ありもしない家を探して、永遠に歩き続けるわけ？」

『さあ。そうなりますかねえ』

　ガルディーンは、首をひねっている。

「あんたも、案外、いーかげんねー」

「いや。こいつは、最初っから、いーかげんだよ」

『コロナさん。──機械が、私のようないーかげんさを身につけるのが、どれくらい大変なことか、おわかりですか？』

「胸を張るなよ、そんなことで」

「まあまあ。ここは、ひとつ穏便に」

「そーそー」

「そうだ。シャラ。一度、訊いてみようと思ってたんだ」

「なーによー」

「河原で取っ組み合ってた時、お前、急に何かに驚いただろ？　あれ、何だったんだ？　隙だらけだったぞ？」

「ああ。あれね」

　シャラは、うなずいた。

「大したことじゃないんだけど……。知りたい？」

「ちょっとな」

「お願いしますは？」

「なんだと？　手前、ブッ殺されてーのか？」

「そーゆー顔をする人には、教えられないなー」

「やかましいっ」

『あああ。また、そんな。──お願いですから、もう喧嘩するのだけは、勘弁して下さいよー』

「手前は、尾いて来くんな」

『お願いしますよー』

「あっち行け」

『あああ』

「ほらほら。あんまり、ガルちゃんをいじめちゃ、かわいそうでしょ。荷物だって、全部持ってくれてるんだし」

「馬鹿野郎。俺は、そのおかげでなー」

「まあまあ。気にしない気にしない」

　コロナたちの笑い声は、やがて地平線の彼方かなたへとフェードアウトして行く。

　東海道は、今日も日本晴れであった。







【附記】




　その後、シェルブールの街は再建された。

　アヤメは夫ハギワラの協力を得て、ウルトラ会二代目を襲名。街道一の女親分『ウルトラの母』として、多くの人々の尊敬を集めることになる。

　スーパー３０１号は、完全に消息を断った。

　ただ、海沿いの小さな街の交番で、ＴＯＫＹＯへの道を訊いている、巨大なコンビーフの缶詰を見たという目撃証言が、いくつか残されているに過ぎない。

















次回予告






　わかっちゃいるけど、やめられない。

　男スリムよ、どこへ行く。

　欲望の街サント・バーニアに渦巻く、罠と陰謀。炎と硝煙。

　アルタミラの（おでこの）血管も、浮きっぱなしだ。

　次回、『バッタの紋章』。

　濡れ手につかむのは粟あわか。──それとも、藁わらか。
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「う～ん、困ったなあ」←棒読み

『おや。どうしたんですか、スリムさん』←棒読み

「やあ、ガルちゃん。──いや、実はね。植木の手入れをしたいんだけど、高いところの枝に、どうしても手が届かないんだよ」←棒読み

『高いところの枝に手が届かないと、ほんっとに困りますよね。でも、もお大丈夫！　今は、こんない～い物があるんです。──はい！　スライド式高枝切りバサミ!!　長さは手元で三段階に調節できるし、先端のアダプターを取り替えれば、ノコギリとしても使えるんですよ！』←棒読み

「う～む、これわ便利だ！　これさえあれば、高いところの枝が、いつでも好きなだけ切れると言うことだね！」←棒読み

『世界中の高いところの枝が、もおバッサバッサ切りほーだいですよ！』←棒読み

「やあ、そいつは素晴らしい！」←棒読み

『その上、今なら、こっちの〈ふとん圧縮袋〉五枚セットもお付けして、あっと驚く、このお値段！』←棒読み

「な、なんだって？　このとっても便利なスライド式高枝切りバサミに、今大評判の〈ふとん圧縮袋〉が五枚も付いて、たったの一万円?!　ううむ。まるで夢のような……」

「い～かげんに、しねえか！」

　コロナのアッパーカットが、スリムの顎にスルドク炸裂した。

　堅固な城壁に四方を囲まれた、砂漠のオアシス都市。

　サント・バーニア。

　ここは、その目抜き通り──俗に『バーニア銀座』と呼ばれる一角である。

「往来の真ん中で、ナニわけのわかんねえ掛け合いやってんだ！」

「そうは言ってもね、コロナちゃん」

　スリムの立ち直りは早い。

　口と鼻から、だらだら血を流しながら、

「この高枝切りバサミが売れないと、今夜もまた、馬うま小ご舎や泊まりになるんだよ？」

「そんなもん、ドブに捨ててしまえ！」

　コロナは、顔中を口にしてわめいた。

　当社比一・二五倍の怒り方である。

　それもそのはず。

〈ガルディーン〉のコクピットには、スリムがどこからか持ち込んできた、わけのわからない通販商品（高枝切りバサミを始めとして、ふとん圧縮袋だの、包丁とまな板のセットだの、回転座椅子だの、省スペース物干しだの、バナナ吊り器だの）が山積みにされ、足の踏み場もない状態なのであった。──もちろん、正規の操縦者であるコロナ本人がもぐり込める隙間など、あろう筈がない。

　ほとんど、動く物もの置おき状態。

『まあ、私も時々、こんなことで本当にいいんだろうかと、疑問に思うことはあります』（ガルディーン氏談）

「いいわけ、ねえだろっ！」

　しかし、さすがのコロナも、〈ガルディーン〉に物理的なダメージを与えることは出来なかった。──顎に手が届かないからだ。

「それにしても、不思議だ」

　スリムが、哲学者のような顔をして、言った。

「手が届きさえすれば、ダメージを与えられるというのだろうか？　いや、そうじゃなくて、こんなに便利な高枝切りバサミが、どうして一本も売れないのだろう？」

　いつになくシリアスな芸風。

　集まっていた地元の子供たちも、半口を開けて見上げている。

　そんなスリムに、

「あんた、馬鹿じゃないの？」

　シャラが、横から、容赦のないひと言を浴びせかけた。

「だいたいねえ、まわりにサボテンしかない土地で高枝切りバサミを売ろうっていう、あんたの神経の方が、よっぽど不思議よ！」

「…………」

　スリムは石になった。（がちょ～ん）

　どうやら、その点については、まったく考えに入っていなかったらしい。

　子供の一人が、シャラを振り返って、言った。

「どうしたの、このお兄ちゃん。固まっちゃったよ？」

「自分の馬鹿さ加減に気がついたんでしょ。──はい、子供はもう行って行って。見せ物は終わりよ」

　その時。

「うわあ、高枝切りバサミじゃないですか。僕、前からず～っと探してたんですよ！　いや～、こんなとこで見つかるなんて……。僕ァ、しあわせだなあ」←棒読み

　絶妙のお呼びでないタイミング。

　思わず頭が痛くなる間抜けなセリフ回し。

　言うまでもないだろう。

　ヤマトである。

「…………」

「あ、今度は、お姉ちゃんが石になった」

「お姉ちゃんも、自分の馬鹿さ加減に気づいたんだね。よかったね」

「誰が馬鹿だってぇ？」

　シャラがひと睨みすると、子供たちは泣きながら逃げて行った。（←基本的に子供が嫌い）

　シャラは、殺すと決めたみたいな顔つきで、ヤマトを振り返って、──そして、大きなため息をついた。

　何を言ってもムダだと、瞬時に悟ったからだ。

　ヤマトは、地元の人間がするような中東風のかぶり物を頭に載っけて、得意になっていた。どうやら変装か何かのつもりらしいが、これがまた見事に似合っていない。

「ヤマト……」

　どこかから空気の漏れてるような声で、シャラは言った。

「あんた、そんな恰好で何やってんの？」

「いや。昨日の晩、スリムさんに、サクラを頼まれまして……。ちょっと出てくるのが早すぎましたかね？」

「ああ、そお……。はいはい」

　投げやりにうなずくと、シャラは、とっとと話題を変えることにした。（背景にまぎれて、ヤマトが「おーい」か何か言っていたが、無視）

　スリム（石）が後生大事に抱えている高枝切りバサミを手にとって、

「しっかしまあ、どっからこーゆー物もん、見つけてくるのかしらね？　──ガルちゃん。あんた、何か知らない？」

『私は、ただの物置ですから』

「あ、そー」

「上州屋……とかいう人から買ったって、聞きましたけど？」

　と、ヤマトが割り込んだ。

　とたんに、

「じょおしゅうやぁ？」←語尾上がり

　シャラの顔色が変わった。

　スリム（石）のスーツのポケットを、あわててひっかき回し、そこに目的の物を見つけた。

　通信販売のＤＭカタログである。

「やっぱり!!　──二度と通販には手を出すなって、あれほど言っておいたのに……。ちょっと、スリム！」

　シャラが、目をつり上げてスリムを振り返った時。

　そこには、ただ風が吹いていた。

　そして、書き置きが一枚。





　しばらく旅に出ます。

　捜さないで下さい。


スリム　









２






　バッタのマークの上州屋[image: R]。

　通称、バッタ屋。

　業界最大手の通販会社である。

　独自の流通ルートを持ち、注文さえ受ければ、世界中のどんなところでも商品を届けることを社訓モツトーとしている。

　そのため、上州屋の配送部門は、世界一と噂される過酷な訓練をくぐり抜けてきた精鋭の集まりで、またその装備も、ちょっとした軍隊並みだとか。

　あらゆる危険をものともせず、確実に荷物を配達する彼らのことを、人々は畏敬の念を込めて『バッタ男マン』と呼ぶ。




　　　　＊




「バッタ男マン……」

　約三十秒間、沈思黙考したあげくに、ヤマトが言った。

「……って、なんか仮面〇イダーみたいですね。あーはーはー」

「お気楽に笑っていられるのも、今のうちよ」

　シャラ（顔にタテ線状態）の声は、あまりさわやかなものではなかった。

「あいつらの仕事は二種類あるの。──ひとつは、どんな手段を使っても荷物を届けること。そして、もうひとつが、どんな手段を使っても代金を取り立てること」

「ああ。まあ。そりゃそうでしょうね。商売なんだから」

「わかってないわね。──あのスリムが、まともに金なんか払ってると思うの？」

　あのスリム。

　その言葉が、まるで不吉な呪いか何かのように、おどろおどうしく響き渡った。

　ヤマトの喉仏が、ごくりと動いた。

「あの、ひょっとして、以前まえにも、そういうことが……？」

　シャラは、多くは語らなかった。

　ただ、吹きすさぶブリザードみたいな感じのする微笑を浮かべて、ひと言。

「最初は、ぶら下がり健康器だったわ」

　と、言った。

　どうやら、思い出したくもないことを、思い出してしまったらしい。

　シャラは、そこにいないスリムの首を、ぎゅ～っと絞めるみたいな手つきをしながら、はるか遠くを見つめている。

「な、なるほど」

　シャラが、手近にいる誰かさんの首で間に合わせようという気を起こす前に、ヤマトは、大急ぎで言った。

「か、完全に納得しました」

「とにかく、こうしちゃいられないわ。──ヤマト！　あんた、スリムの代わりやんなさい」

「はあ？」

「はあ？　じゃなくってぇ。ガルちゃんと二人で、高枝切りバサミを売るのよ！　──コロナ、あんたにも協力してもらうわよ」

「ちょっと待てよ」

　と、コロナが、言った。

「そんなもん、売れっこねえって言ったのは、シャラ、手前じゃねーか」

「いいのよ。売れようが売れまいが。──お金になりさえすればね」

「あんだって？」

『おっしゃってることの意味が、よくわかりませんが？』

「もうじきわかるわ」

　確信あり気げに、シャラがうなずいてみせた時……

「おうおうおうおうおうっ！」

　背後から、滑稽なほどドスをきかせた、野太い男たちの声が聞こえてきた。

「てめーら。誰に断って、ここで商売してやがる！」

　──待ってました。

　シャラは、に～っこりと微笑んで、男たちを振り返った。





　で──






　一時間後。

　味はともかく、値段だけはサント・バーニア随一と噂される高級レストランに、シャラたちの姿はあった。

「いいことをした後の食事って、ほんと美味しいわね♡」

　ワインを水みたいに飲み干しながら、シャラが言った。

　その隣では、食欲魔人と化したコロナが、テーブルの上に黙々と皿を積み上げている。

「コロナ。──あんたも、コクピットのガラクタがきれいに片づいて、うれしいでしょ？」

「……（じろっ）」

　どうやら、うれしくてうれしくてしょーがないという訳でもなさそうだった。

「あーゆーのって、押し売りって言うんじゃないのかなぁ……」

　何か釈然としないという顔つきのヤマトが、サラダをかき回しながら、口の中でごにょごにょ言った。

　地廻りと呼ばれる連中を（コロナが）叩きのめし、その事務所に乗り込んで、スリムが溜め込んだガラクタを（シャラが）法外な値段で売りつける。

　立派な押し売りである。

　押し売り以外の何物でもない。

「いーのいーの」

　そう言って、シャラは、片手をヒラヒラ動かしてみせた。

「どーせ、あくどいことやって儲けてる奴らなんだから。──たまには、いい薬よ」

　あくどいのは、どっちだ。

　と、ヤマトは思ったが、口には出さなかった。

　誰だって生命いのちは惜しい。

　ヤマトは、サラダボウルの中に、そっとため息を吐き出して、言った。

「そういうもんですかねえ」

「そういうもん、そういうもん」




　　　　＊




　もちろん、地廻りたちの方は、『そういうもん』のひと言で事を済ませるつもりなど、毛頭なかった。

「あいつらを、生かしてこの街から出すわけにゃいかねえ！」

　当然の反応だろう。

　ヤクザ者もんのアイデンティティに関わる、重大な問題だからだ。

　しかし、暴力ちからでコロナに対抗するのは、岩に生卵をぶつけるようなものである。決して頭がいいとは言えない連中だが、さすがに、それぐらいの判断力は持ち合わせていたようだ。

「何か、いい手はねえかな？」

「あるぜ。ひとつだけ方法がある」

　アザだらけ包帯だらけの男たちの中で、ひとり、奇跡のように無傷の男が、言った。

「あいつら、実は、帝国のお尋ね者なんだ。──知ってるかい？」

「お尋ね者？」

「帝国の？」

「ああ。──俺は、ちょいと前まで、シェルブールって街にいた。暁興業さ。聞いたことあるだろう？　一いつ時ときは、ずいぶんな羽振りだったが、あいつらが街に現れたとたん……」

　男は、右手をぱっと開いて「ＢＯＯＭ！」と言った。

　その意味が、全員に十分浸透するまで、男は待った。

　ごくり。

　誰かが唾を飲み込んだ。

「じゃ、じゃあ、あの暁興業が、一夜にして潰滅したのは……？」

「暁興業だけじゃねえ。シェルブールの街そのものが、おしゃかよ」

　男は、なぜか自慢げに胸を張ってみせた。

「あいつらに手を出して、まあ、これくらいの被害で済んだのは、あんたたち、よっぽど運がよかったんだぜ？」

「ちょいと待ちな、哥にいさん」

「なんだよ？」

　振り返った男に向かって、気の短かそうなのが、三白眼を底光りさせながら、言った。

「手前、それを知ってたから、連中の顔を見た途端、真っ先にトンズラこきやがったんだな？」

「あ。そう言えば、この野郎だけ、ケガひとつしてねえじゃねーか」

「こん畜生。太え野郎だ」

「おい！　構わねえ。フクロにしちめえ！」

「ままま、待ってくれよ」

　男は、あわてて言った。

　どうやら、腕っぷしには、からきし自信がないと見える。

　当然のことだが……。

　地廻りたちが待つ筈がなかった。

「これが民主主義というものだ」

　床でぺしゃんこになった男を、冷然と見おろしながら、例の三白眼が、わけのわからないことを言った。

　別の地廻りが訊ねた。

「しかし、兄あに哥き。これから、どうするんで？」

「あいつらが、帝国のお尋ね者だってんなら、話は早えや。──おそれながらと、出るとこへ出りゃあ、お前めえ」

「懸賞金は、がっぽり。──その上、連中の泣きっ面つらも拝めて、一石二鳥ってわけで？」

「まあな。──だけど、それだけじゃねえ。暁興業が、あれほど短期間に勢力を伸ばせたのは、どうしてだと思う？　今ここで帝国に恩を売っておけば、後のち々のち、俺たちにも、いいこともあるんじゃねえかってな……。へっへっへ」

　三白眼は、奇妙な笑い方をした。

　おそらく、頭の中で、ラ・マンチャな夢でも思い描いているのだろう。

　合い言葉は『帝国おかみの御威光を笠にきて』だ。

　──俺は、ミッキー成田のような、ドジは踏まねえぜ。

　三白眼は、現実に戻って、言った。

「たしか、どっかこの近くの砂漠で、帝国軍の馬鹿でっかい艦ふねが、演習か何かしてた筈だ。誰か、ひとっ走り、使いに行ってくれ。──なーに。いくら腕が立つと言っても、正規軍が相手じゃ、あいつらに勝ち目はねえさ」

　もちろん、三白眼は間違っていた。
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「ちょいとそこ行くお嬢さん。──美しいそのドレスに、すっごくよく似合う〈高枝切りバサミ〉があるんだけど、買わない？」

　サント・バーニアの街外れ。

　時は、すでに夕刻に近い。

　腹の虫も鳴いている。

　スリムが声をかけた妙齢の女性（朝から数えて千人目）は、「ばーか」というひと言を残して、去った。

　──スランプ。

　かつて、エスキモーに電気冷蔵庫を売りつけ、〈口先男〉の異名を恣ほしいままにした、18金のスリムともあろう者が、何という為体ていたらくだろう。

　スリムは、思わず、ため息をついた。

　懐中ふところは空っぽ。

　手元に残されたのは、わずかなプライドと、一本の高枝切りバサミだけ。

「とにかく、何としてもこいつを金にしねえと、帰るに帰れねえよなあ。──シャラの奴、怒ってるだろうし、上州屋の払いだって溜まってるし。絶対儲かると思ったんだけどなあ……。いっそのこと、高枝切りバサミのように見えるが、実は高枝切りバサミじゃないって線で売ってみるか？　例えば、何だ？　底がこげつかないフライパンか？　ダメだよ。どう見たってフライパンにゃ見えねえ。──う～ん、最新式の武器ってのは、どうかな？　高いところの忍者も、ほらこんなに楽々……」

　ぶつぶつ言いながら歩いて行くスリムの目の前に、その時、最初のミサイルが落下した。
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「撃って撃って撃ちまくれ～っっ!!」

　帝国軍の機動兵器母艦〈パンタグリュエル〉。

　その艦橋にあって、一人、声を嗄らしているのは、久々登場、アルタミラ〈出戻り〉カーンである。

　目つきが、あまり普通ではない。（←控え目な表現）

「例えて言うならば、ヤッターマンを、あとひと息のところまで追いつめた、ドロンジョのような……」

「誰がドロンジョだ、貴様～っ！」

　アルタミラは、声の主を振り返って、わめいた。

「後ろで、勝手なナレーションをつけてるんじゃないっ!!」

「おはよう」

　レーベンブロイが、Ｖサイン（意味なし）を返しながら、にへらっと笑った。

　アルコールの匂いが漂ってくる。

　どうやら、昼間っから自室で爆睡していたらしい。

『艦載機、発艦準備急げ！』

『パンタグリュエル回頭！　艦首を風上に立てろ！　針路１ヒト２フタ０マル！』

『針路１２０。宜よう候そろ』

　命令と復誦が、あわただしく交錯する艦橋内部の様子を、のほほんと見回して、

「やけに賑にぎやかだな。──お祭りかい？」

　アルタミラが、その場でレーベンブロイを射殺しなかったのは、ぴかぴかに磨き上げられた艦橋ブリツジの床を、酔っぱらいの血なんかで汚したくなかったからだ。

　アルタミラは、歯ぎしりするみたいな声で、言った。

「艦橋ブリツジに何の用だ」

「用？　そうだな～。冷たい水でも一杯もらおうか。──二日酔いで、頭が割れそうなんだ」

「殺す！　やっぱり殺す!!　そのクソ頭を、本当に叩き割ってやる！」

　アルタミラ、抜刀！

　戦闘力、五十万！

　が、しかし。

「お水、持って来ました～」

　トロイのハラホロヒレハレなひと言が、アルタミラのテンションを、一気に奈落の底へと突き落とした。（腰くだけ～）

「お、王子～～」

　刀を杖つえがわりに、かろうじて立ち直ったアルタミラは、泣かんばかりにして、言った。

「お願いですから、そのような軽々しい振舞いは、おやめください。──王子は帝国の正統を継ぐべき、大事な御身の上なのですぞ？　それが、こんな男に……」

「うん。でも、レーベンブロイさんは、ぼくの師匠せんせいだし……」

「せんせい？　いったい、何の？」

「いわゆる社会勉強ってヤツかな」

　トロイから受け取ったコップの水を、美味そうに飲み干したレーベンブロイが、もっともらしい顔をして、言った。

「帝王学もいいが、名君と呼ばれるためには、それだけじゃいかん。やっぱ世情にも通じてないとな。──徳川吉宗しかり。暴れん坊将軍しかり」

「同じだ、同じ！」

「裸の大将だったか？」

「…………」←口をきく気力もない

「まあ、とにかく、そういうわけでだ。今度、どこかの都市まちに寄港した折には、俺が王子を案内して、色々と勉強していただく手て筈はずになってるんで、ひとつ軍資金の方を……」

「目的はそれか、貴様～～っ！」

　大急ぎでトロイを背中に匿かくまうと、アルタミラは、大腸菌でも見るような目つきで、レーベンブロイを睨みつけた。なぜか片手に殺虫剤のスプレーを握っている。

「王子から離れろ！　そばへ寄るな！　馬鹿が感染うつる！」

「わかった。──じゃあ、こうしよう。社会勉強には、俺が一人で行くということで……」


　ごげっ!!



　アルタミラは、物も言わずにレーベンブロイを張り倒した。

　そして、当番兵を呼んで、冷たく命令した。

「この死体をどっかへ捨てて来い」

　その時である。

　バンシーの不吉な叫び声を思わせる〈赤警報〉が、一切のおちゃらけを吹き飛ばして、全艦に鳴り響いた。

「何事だっ?!」

「脅威受信機スレツト・レシーバーに感度！　何者かが、本艦を射程に捉えていますっ！　ロックオンされました!!」

「がるでぃーんとか言う旧世界の機動兵器か。コロナめ、やっと出て来たな」

「いえっ、違います。発振源は……後方にいます！　大型の機動兵器を確認！　ＩＦＦ（敵味方識別装置）に応答ありません！　高速で接近中!!」

「なんだとぉお？」←語尾上がり

　アルタミラは、とっさに艦橋の窓から見える、前方の光景に視線を動かした。

　絶え間なく上がる着弾の火柱。

　サント・バーニアは、確実に、瓦が礫れきの山へと、その姿を変えつつあった。

　あの城まちのどこかに、宿敵コロナ・フレイヤーが潜んでいる。

　だが、正確な居場所までは、わからない。

　密告者から得た情報を元に、アルタミラが立てた作戦は、単純にして明快。

『城まちを吹っ飛ばして、最後まで立っている者を探せ。──それがコロナだ！』

　はっきり言って無茶苦茶である。

　しかし、決して間違ってはいない。

　泣きを見たのは、地廻りたちだ。密告すべき相手を間違えたことに気づいた時には、もう手遅れだった。

　かくして、サント・バーニアの運命は決まった……のだが。

　──なぜ、後方から？

　アルタミラは、混乱した。

　いつの間に城を脱出したのだ？　がるでぃーんとやらは空も飛べるのか？　聞いてないぞ！

　その問いに対する答えは、すぐに、別の形でやって来た。

「接近中の正体不明機アンノウンから、メッセージです。映像信号」

「メッセージ？　どういうことだ？」

「モニターに出します」

　次の瞬間。


『毎度ありがとおございます！』



　異常にハイテンションな声が、アルタミラたちの鼓膜を襲った。

『世界の一流品をお手元に！　電話一本ですぐお届け！　バッタのマークでおなじみ、カタログ・ショッピングの〈上州屋〉でございます!!』

「な、何なんだ、こいつわっ。──どうして、いちいち『！』付きで喋る？」

　アルタミラは、モニター上に映し出された人影の前で、わりと間抜けなセリフを口走った。

　特撮物のテイストが香る強化装甲服コスチユームと、胸に輝くバッタの紋章。

　そう！　バッタ男マンである！

「ううむ。どんな時でも、会社の宣伝を忘れないとは、さすがに社員教育が行き届いてるな」

　いつの間に息を吹き返したのか。

　アルタミラの隣で、同じモニターを覗き込みながら、レーベンブロイが、感心したように言った。左腕は、ぬかりなく、アルタミラの肩に回している。

「貴様。こいつを知ってるのか？」

「いちおー噂だけはな……」

　アルタミラの本気の斬撃を、真剣白刃取りで受け止めたレーベンブロイが、必死で刀を押し戻そうとしながら（水面下の熾烈な攻防）、うなずいてみせた、その時。

『♪ぴんぽ～ん』

　チャイムが鳴って、次のようなアナウンスが流れて来た。

『サント・バーニアを攻撃中の皆様にお知らせいたします。皆様は当社の営業活動を著しく妨害しておられます。即刻、当該空域より退去して下さい。──なお、送料は別途いただきます』

「なんだとお？」

　アルタミラは、思わず刀を退ひいてモニターに向き直った。（その横では、レーベンブロイが、ほっと胸をなで下ろしている）

　アルタミラは、通信兵に命じてバッタ男マンへの回線を開かせると、目一杯ボリュームを上げて怒鳴った。

「聞いているかっ。こちらは、恐れ多くも次期皇帝陛下、トロイ・ヴァルマー王子の親征軍である！　上州屋だか何だか知らんが、作戦遂行の邪魔をする奴は断じて許さん！　貴様の方こそ、とっとと消え失せろ！」

『了解しました。──当社の定める交戦規則ウオー・オプシヨン、第４条Ｄ項《退去の意志なし》に該当するものと認め、ただちに攻撃を開始いたします。なお、これ以降は、接客マニュアルの適用を除外させていただきますので、ご了承ください』

「なっ……？」

　バッタ男マンは、ヘルメット・サイトのバイザーを開いて素顔を覗かせると、モニターを通して、アルタミラに挑戦的な微笑を投げかけた。そして、がらりと言葉遣いも変えて、言った。

『覚悟はいい？　お・ば・さ・ん♡』

　よく日灼けした小麦色の肌。

　小作りで愛くるしい顔立ち。

　なんと！

　バッタ男マンは、バッタ女ウーマンだったのだ！　（しかも小娘）
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「おっ、おばさん？　誰がおばさんだ～っ」

　アルタミラは怒り狂ったが、回線はすでに閉じられた後だった。

　──女のバッタ男マン。

　映像の消えたモニターを、腕組みしながら、じっと見つめていたレーベンブロイが、ぽんと手を打って、言った。

「なるほど！　戦隊物で言えば、バッタピンクって奴か」

「下らない感心をしてるんじゃないっ！」

　アルタミラは、レーベンブロイの頭を、波止場の繫留ポストか何かのように恰好よく踏んづけると、全艦に命令を発した。

「対空戦用意よーい！　あのクソ生意気なバッタ娘を撃ち落とせ!!」

「ダメです！　サント・バーニア攻撃のため、ほとんどの砲塔が残弾不足です！」

　火器管制士官が悲痛な叫び声を上げた。

「艦載機は、どうしたっ？」

「現在、武装を対地攻撃用から対空戦闘用に換装中！　あと二分待って下さい！」

「ロケット・ブースターの燃焼を確認！　敵がミサイルを発射しました！　六基来ます！」

「緊急回避！　取舵、全速！」

　巨艦〈パンタグリュエル〉は、大量のチャフとフレアー弾をまき散らしながら、左に大きく旋回した。

「遅い……!!」

　アルタミラが、呻くように言った。

　ＣＩＷＳ（近接防御レーザー群）が、六基のミサイルのうち五基までを、空中で破壊した。

　残りの一基が、舷側を突き破って、ハンガーデッキに突入。換装作業中の艦載機（ポイゾン）を巻き込んで、大爆発を起こした。──悪いことに、艦載機から取り外して置いてあったサント・バーニア攻撃用の爆弾が、次々と誘爆したため、被害はいっそう大きくなった。

　凄まじい衝撃。

〈パンタグリュエル〉の艦影を型取ったダメージ・ディスプレイの上で、ありとあらゆる警告灯が一斉に点灯した。

「第１、第３、第４装甲板、大破！」

「フライトデッキ管制室コントロール、応答ありません！」

「エンジンルームに火災発生！」

「機関出力、四十パーセントに低下！　このままでは、高度を維持できなくなる恐れがあります」

　──沈む！

　乗組員の全てが、そう直感した筈だ。

　しかし、アルタミラだけは違った。

「沈めてたまるか～っっ！」

　なんとしても、〈パンタグリュエル〉は死守する！　番外編なんぞで、貴重な母艦ふねを失うわけにはいかん！

　アルタミラは、燃えるような瞳を、サント・バーニアの跡地に向けた。今やほぼ完璧な廃墟と化し、満足に形の残っている建物など、数えるほどしかない。

　──コロナ・フレイヤー。

　アルタミラの奥歯が、ぎりっと鳴った。

　それは、実に、苦渋に満ちた決断であった。コロナをあと一歩のところまで追いつめながら、撤退を余儀なくされてしまうのだから。

　アルタミラは、どこかその辺にいる筈のコロナに向かって、一方的に宣言した。

「今日のところは、これぐらいにしといてやる！」

　どど～ん。

〈パンタグリュエル〉の艦橋ブリツジに、その時、確かに『冬の日本海』が出現した。

　磯の巨岩に砕ける白い波濤。

　それはまさしくアルタミラの心象風景であったに違いない。アルタミラが果たして『冬の日本海』を知っているかどうか、という問題は別として。（別にするなよ）

　妙にしんとなった艦橋ブリツジを振り返ると、アルタミラは、落ち着いた声で訊ねた。

「ここから最も近い、補修の可能な都市まちはどこだ？」

　時間が、再び正常に動き始めた。

「北のメリービルだな。──あそこにゃ、確か大型船用の乾ドックもあった筈だ」

　航法担当士官に代わって、レーベンブロイが答える。こういうことに関しては、レーベンブロイは決して間違ったことは言わない。

　アルタミラは、ちょっと微妙な表情をしてみせたが、すぐに指揮官の顔に戻って、部下たちにハッパをかけた。

「よし。転進する！　修理班を除いて、手の空いている者は全員、消火と負傷者の収容に務めろ。何としても、メリービルまで艦ふねを保たせるんだ！」

「だが、その前に、もうひとつ」

　そう言って、レーベンブロイが、親指で上空を突っつくような仕草をしてみせた。

　言われなくても、わかっている。

　アルタミラは、そんな顔つきで、ハンガーデッキに通じるマイクを取った。

「私のクフィールは出せるか？」
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　後年、『ミッドウェイ』という地名で呼ばれることになる砂漠の上空で、二機のマシンが激しい格闘戦ドツグフアイトを繰り広げていた。

　赤い機動兵器（クフィール改）と、緑色の機動兵器（上州屋３号）だ。

　地平線の向こうに太陽が沈みかけている。

　鮮やかな夕焼けを背景バツクにして、真っ黒い煙を吹き上げながら、よろめくように北へ向かう〈パンタグリュエル〉の姿が、小さく見えた。

『なかなか、やるじゃない。おばさん』

『黙れバッタ娘！　せっかくの作戦を台無しにしおって。貴様だけは、許さん！』

『ミサイルの一発で沈んでもらったんじゃ面白くないから、出て来るのを待っててあげたのよ。感謝してほしいわ』

『いい気になるな、小娘がっ！』

　二人のマシンが激突し、また離れた。

　アルタミラの額には、うっすらと汗が滲んでいる。

　アルタミラには、勝負を急がねばならない理由があった。ハンガーデッキで起こった誘爆の衝撃は、整備兵が考える以上に深刻なダメージを、機体クフイールに与えていたのである。

　マシンの反応が鈍い。

　燃料警告灯フユーエル・ウオーニングは点滅しっ放し。油圧も下がってきている。

『さあ。今度は、こっちから行くわよ！』

　バッタ娘の巧妙な連続攻撃を、しかし、アルタミラは確かにかわした筈だった。

　その時、クフィールのメカニズムのどこかで変調が起きた。小さな部品のひとつが、急旋回のＧに耐えきれなくなって折れてしまったのである。

　空中でバランスを崩したクフィールの背後に、上州屋３号が回り込む。

　バッタ娘の勝ち誇った声が聞こえた。

『もらったあっ！』

　その時。

　上州屋３号のコクピットの中で、退社時間を告げるチャイムが鳴り始めた。

『あ～あ、もうこんな時間だわ。──この仕事は、今日中に片づけておきたかったんだけどなあ』

『ちょっと待て。どこへ行く』

『どこって帰るに決まってるじゃない』

『か、帰るだと？　これだけの騒ぎを起こしておいて、あっさり帰るというのか？』

『そーよ。悪い？』

『そーよって……』

　アルタミラは、信じられないという風に首を振った。コクピットのパネルの隙間から、薄い白煙が立ち昇り始めた。アルタミラの頭からも、同じような煙が立ち昇っている。

　アルタミラは、こめかみのあたりをヒクヒクさせながら、言った。

『じゃあ……。じゃあ、いったい貴様は、何しに出て来たんだ！』

『だから言ったじゃない。お仕事よ。追加注文の品を届けに来たの』

　そう言って、バッタ娘が取り出して見せたのは、もちろん高枝切りバサミだった。

『えーと、宛先は、がるでぃーん様方スリム・ブラウン様。高枝切りバサミ、百本。──こんなもん百本も買って、どうするつもりなのかしらね？　まあ、あたしには関係ないけど。──あら？』

　バッタ娘は、その時になってようやく、自分が独り言を言っていることに気がついた。

　ふと下を見ると、アルタミラのマシンが、くるくる回りながら、ひと筋の煙を吐いて落ちて行くところだった。耐えられる限界を越えてしまったのだ。マシンも、そして、人間も。

『こんな話。大っ嫌いだ～～っ！』

　空電ノイズに混じって、最後に聞こえてきたのは、アルタミラの魂の叫びだった。
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「あー、食った食った」

　元高級レストランだった物体から出て来たコロナ・フレイヤーは、あたりの様子がすっかり変わっていることに、ちょっと驚いた。

　その後に、シャラとヤマトが続く。

　そう。こいつらは、まだ食っていたのだ。

「なーんか表が騒がしいと思ってたけど、みんな、いつの間に引っ越したのかしら？」

「どー見ても、引っ越しって感じじゃないと思いますが……？」

『ところで、スリムさんは、どこ行ったんでしょうかねえ？』

〈ガルディーン〉が支えていた手を離すと、かろうじて形を留めていたレストランの建物も、あっけなく倒壊した。

「あんな奴が、どこで何をしていようが、知ったこっちゃないね」

　シャラが冷たく言い放った。

　そして、こんな時、必ず「まあまあ」と言い出すのがヤマトである。

「まあまあ」

　と、ヤマトは言った。

「スリムさんも、きっと今頃は反省してますよ」

「絶対、してないわね。絶対って百万回言っても足りないくらいよ」




　シャラの言葉は、翌日届いた百本の高枝切りバサミによって、見事に証明された。

　さらにその一週間後。意気揚々とコロナたちの前に姿を現したスリムの身の上に、どのような恐ろしい運命が待ち受けていたのかについては、推して知るべし。ただ、悲鳴はそれほど長くは続かなかったとだけ記しておこう。（合掌）
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　一方、その頃。

　ようやく傷も癒いえたアルタミラは、〈パンタグリュエル〉の修理に、全力を注いでいた。

「作業の進行状況は、どうか？」

「当初のタイムスケジュールから、十二パーセントほど遅れております。──急がせてはおりますが……」

　申し訳なさそうな顔する技術将校に、アルタミラは言った。

「気にするな。あれだけの損害を被ったのだ。この街メリービルにたどり着けただけでも、幸運だったと思わねばな。──入れ！」

　最後のひと言は、ノックの音に応えたものだ。

　執務室のドアを開けて入ってきたのは、トロイだった。護衛も連れず、一人きりだ。

　アルタミラは、思わず椅子から腰を浮かして、

「王子！　御用ならば、こちらから出向きましたものを」

「うん、いや……」

　トロイは、ドアのそばに立ったまま、口ごもっている。

「では、私はこれで」

　技術将校が二人に敬礼して出ていくと、初めて、トロイは表情をゆるめて「えへへ～」と笑った。やけにうれしそーだ。

「どうかなさいましたか？」

「うん。実は、今日、街を見物してきたんだけど……」

　とたんに、アルタミラの顔が強ばった。

「まさか、レーベンブロイと一緒だったんじゃあ？」

「違うよ。ぼく一人。レーベンブロイさんは、一昨日の夜から帰って来ないんだもの」

　──あの馬鹿！

　アルタミラは、胸の中で小さく舌打ちした。

「それにしても、お一人で表を出歩かれるなど、二度となさいませんよう。いつどこで、キリーの刺客が狙っておるか、わかったものではありませんぞ」

「大丈夫だよ。ぼく、いーい物買って来たんだから」

「いい物？」

　アルタミラの背筋に悪寒が走った。

「最新式の武器なんだって！　高いところにいる忍者にも楽々手が届くんだ。ほら、ご覧よ、アルタミラ！　こんなに長く伸びる。すごいだろ？」

　喜々として、高枝切りバサミの使い方を説明するトロイをぼんやり見つめながら、アルタミラはふと自分の子供時代のことなどを思い出していた。

　執務机の上に置いてある古ぼけたフォト・スタンドが自然と目に入る。

　そこに写っているのは、アルタミラの父親──今は亡きレナード・カーンの姿である。ロンバルディの山並みを背景に、屈託なさそうに微笑わらっている。

　アルタミラは、心の中で、そっと呟いた。

　──父上。アルタミラは、今日も健けな気げに頑張っています。


おわり



















次回予告






「私は誰の挑戦でも受ける！」

　血で血を洗う戦国の世を、一陣の風の如く駆け抜けた、〈無謀王〉ジョージ・ヴァルマー。

　その、若かりし無謀な日々を回顧する。

〈陰険王〉キリーを始め、意外なゲストも匿名で登場。

　次回、亡き萬屋錦之介に捧ぐ『大ハード。──サムライ・バージョン」。

　どーでもいいけど、カレーライス以外の料理を知らんのか？　火浦功！

















１　天下無敵の素浪人






　噴血、三百メートル。

　脳天から真っ二つに斬きり下げられた男の右半身が、左半身に別れを告げる。

　そんな荒野の昼下がりであった。

　戦闘が始まって、わずか一分あまり。

　地べたには、体のあちこちを失なくした連中が、早くも七、八人。自分のこしらえた血だまりの中で、後悔の臍ほぞを嚙かみちぎっていた。

　いずれ、このあたりを根城にする夜盗山賊の類たぐいであろうが、まことにご愁傷さまと言うほかない。

　あわてて逃げ出した最後の一人も、その首筋に無雑作な一撃を喰くらって、あっさりと戦闘は終了した。

　相手が悪すぎたのだ。

　血ぬられた長大な戦せん斧ぷ（槍やりと鉞まさかりを合体させたような得物。本来は、馬上で扱う武器である。通称、大おお鉞まさかり）を肩に、のんきそうな顔をして、己が殺さつ戮りくの跡を見回している若者。

　名を、ジョージ・ヴァルマーという。

　体長六尺二寸の、堂々たる偉丈夫である。

　後に〈無謀王〉と呼ばれ、大陸の実に三分の二を平定することになろうとは、本人、まだ知るよしもない。

　今はただ、大きな鎧よろい櫃びつひとつを背負って、あっちへふらふら、こっちへふらふらしているだけの、いたってお気楽な身の上であった。

　今日も今日とて、北方の都市国家ローレイで、傭よう兵へい隊長の口が空いているとの噂うわさを聞き、なんとなく足がそっちへ向いただけのこと。山越えの途中で、職業熱心な山賊の一団が、旅人を襲っているところに行き合わせたのも、全くの偶然である。

　もちろん、本人には、人助けをしたなどという思いは、まるでない。

　礼を言われて、初めて、そのことに気づいたほどだ。

「か、かたじけない」

　針金みたいに瘦やせた爺じいさんだった。

　山賊にぶん殴られたかどうかしたのだろう。

　額から血を流しながら、爺さんは、ヴァルマーの手を取らんばかりにして、

「危ういところを、お助けいただき、なんとお礼を申していいものやら……。義の廃すたれたと言われる今の世の中にも、まだ、あなたのような御仁がおられるとは、この老骨、涙が出るほど嬉うれしいですわい」
















「…………」

　ヴァルマーは、しばらくの間、無言であった。

　考えていたのだ。

　身なりや顔つきから見ても、この爺さん、けっこう金を持っていそうだ。このまま、助けたことにしておいて、礼金をたっぷりはずんでもらう方がいいか、それとも、首をちょん切って、有り金全部いただいた方がいいか……。

　ヴァルマーは、十秒で首をちょん切ることに決めた。

　その時である。

　視界の隅で、人影が動いた。

　ぶん！

　半ば自動的に、ヴァルマーの戦斧が反応した。

　動くものを見つけて、次の行動を起こすまでの間に、一瞬のためらいもない。

　まさに問答無用である。

　凶悪な感じのする鉞の刃が、唸うなりをあげて、ヴァルマーの周囲を半周。

　正確に、相手の首筋を襲う。

　しかし。

「おお、姫さま！」

　爺さんの叫び声が、かろうじてヴァルマーの手を押し止とどめた。

　物陰から現われたのは、喪服姿の女性だったのだ。

　爺さんが、泳ぐような手つきをして、そちらへ駆け寄って行った。

「ご無事で何より。どこにも、お怪け我がなぞ、ございませぬでしょうな？」

　黒いベールの下で、白っぽい顔が、かすかにうなずくのが、ヴァルマーの位置からも見てとれた。

　喪服を着ているせいもあるだろう。

　指を触れることさえためらわれるような、どこか儚はかなげで、可か憐れんな風情の立ち姿である。

　ウエストの細さときたら、ヴァルマーが、片手で楽々と握ることができそうなほどだ。

　顔立ちこそ判然としないが、もしかしたら、ほとんど『少女』と言ってもおかしくない年齢なのかもしれない。

　ヴァルマーは、戦斧を立てて、荒い息をひとつ吐き出した。

　加速度のついた鉞を、直前で停止させるのは、ヴァルマーの剛腕をもってしても、たやすい業わざではなかったからだ。

　しかし、それにしても、なんという喪服であることか。

　ヴァルマーにとって、『姫』などと呼ばれる女性を間近で見るのは、もちろん、これが初めてのことだ。ヴァルマーは、不ぶ躾しつけな視線を、遠慮なく相手に浴びせかけた。

　純白のウェディングドレスを、そのまま、黒く染め抜いたような印象さえ受ける。

　そして、ヴァルマーのその直感が、実に正確だったことは、すぐに証明された。
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　時は戦国。

　嵐の時代である。

　各地に群雄は割拠し、世の中は千々に乱れていた。

　聞いたこともないような国が朝あしたに興おこり、夕べには滅ぶ。

　五覇七強と総称される十二の大国と、四十以上の小国が、ある時は同盟を結び、ある時は反目しあって、互いに、その覇を競っていたのである。（中には、フレイヤー公国のように、全然競わない、のんびりした国もあったが……）

　ロンバルディ家の姫、クレアが、共同軍派遣の条件として、ドーセット家に輿こし入いれするのも、まさにそういう時代だからこその出来事であった。

　純然たる政略結婚。

　七強の一、ウェンゲン教主国を、連合して攻めようというのである。

　ヴァルマーは、ロンバルディに行ったことはなかったが、ウェンゲンとドーセットの両家なら、よく知っていた。

　剽ひよう悍かんをもって鳴るウェンゲンの装甲騎士団が、間道を迂う回かいして、背後からドーセットを急襲。一族を皆殺しにした時、その先頭に立って鉞を振り回していたのが、他ならぬヴァルマー自身だったからだ。恩賞として、金百斤を賜たまわり、組頭にも取り立てられている。

　しかし、ヴァルマーは、その後すぐに、メシの盛りが悪いという下らない理由で乱闘騒ぎを起こし、自らウェンゲンを飛び出してしまったのだ。

　手柄を立てたヴァルマーを、騎士団長は手放したがらなかったが、もともと誰かの下で立身出世を図るなど、つまらないことだと考えているヴァルマーにとって、組頭の地位なんか、どうでもよかったのである。宮仕えには向かないタイプだ。

　そして、あれからちょうど半月。

　爺さんの説明に、顔色ひとつ変えずに耳を傾けながら、ヴァルマーは、柄にもなく『運命』という言葉を思い浮かべていた。

　目の前に、悄しよう然ぜんと佇たたずむ黒衣の花嫁。

　彼女が嫁ぐはずだったドーセットの婿殿を斬ったのも、やはりヴァルマーである。生命いのち乞ごいの様さまが、あまりにも見苦しかったので、イライラして思わず叩たたき斬ってしまったのだ。

　──あんな男の許もとに嫁ぐくらいなら、未婚のまま未亡人になる方が、よっぽどましだ。戦国の世では、決して珍しいことではない。それに、襲撃が婚礼の後なら、今頃は、生命もなかったところだ。

　ヴァルマーの正直な感想である。

　しかし、そんなことを口に出すつもりは、毛頭なかった。

　ヴァルマーは、ベールに隠された素顔を透視するみたいな視線を、クレアに向けたまま、爺さん（ロンバルディ家の家令で、名はジェニングスと言った）に訊たずねた。

「事情はわかったが、それにしても、一国の姫が、ろくな供とも揃ぞろえもなく、こんな場所で山越えとは、解げせんことだな」

「ドーセット様の御領地へは、どうしてもウェンゲンの領内を通るより他に、道はありません。警護の者が二十騎あまりで、姫をお護まもりして、夜を日に継いで一気に駆け抜けることになっておりました。が……」

「なるほど」

　ヴァルマーは、あたりを見回して、屍しかばねの中に、何人か、山賊とは異なる風体の男たちが混じっていることを確認した。

「よほど急ぎの婚礼だったらしいな」

　ジェニングスは、悔しそうに顔をゆがめて、うなずきながら、

「それが、どうしてウェンゲンに知られたのか……。あの奇襲は、我々が到着する、わずか三日前のことだったと聞いております。両家が手を結ぶ前に、という狙ねらいのあったことは明白。いったい、どこで情報が漏れたのか。このたびの密約を知っていたものは、ごく限られた、御身内の方々だけだったはずなのに……」

　ヴァルマーは、黙って聞いていた。

　自分の口出しすることではないと思ったからだ。

　よほど無念だったに違いない。

　ジェニングスは、独り言のような口調で、ぶつぶつと続けた。

「それにしても、敵ながら、水際立った用兵ぶり。──凡庸な当代のウェンゲン教主に、あれほどの真ま似ねがやってのけられるとは、とても考えられぬ。やはり、あの噂は真実まことのことであったか」

「噂……？」

「左様。一年ばかり前のことになりますか。御当家の城下に、旅の軍学者と名乗る男が現われ、仕官を望んだことがございました。年の頃は」

　と、ヴァルマーを振り返って、

「そう、ちょうど御貴殿より、少し年長の感じでしょうかな。髪を長く伸ばした。目つきの鋭い男でしたが、素性の知れぬ他所よそ者ものゆえ、我が君も、承知なされませんでした」

「髪の長い、目つきの……」

　ヴァルマーは、ふと眉まゆ根ねを寄せた。

　そんな感じの男を、どこかで見たような気がしたのだ。それも、ごく最近だ。そうでなければ、ヴァルマーが覚えているはずはない。記憶力が悪いというより、過去のことは（そして、もちろん、未来のことも）あまり気にしない性格なのである。それが、ジョージ・ヴァルマーという男なのだ。

「どうかなされたか？」

「いや」

　ヴァルマーは、頭を振って、ジェニングスに先を促した。

「それで？」

「噂によると、ウェンゲンは、近頃、一人の謀将をその帷い幕ばくに迎え入れ、客かく卿けい（外国人の大臣）として、たいそう厚遇しているとのこと。もしや、それがあの時の男ではないかと。そして、こたびの一件の指揮も、やはり……。たしか、名前はキリー某なにがしと言っておったように、記憶しておりますが」

「キリー……」

　──そうか。

　ヴァルマーは、思い出した。

　一度、ウェンゲンの城下で、やたらもったいぶった行列とすれ違ったことがある。

　大典礼龍の曳ひく、飾り立てられた車の上に座っていたのが、髪が長く鋭い目をした、その男だった。

　ヴァルマーは、チラリと見ただけで、貴族のドラ息子か何かだろうと決めつけ、それきり興味も持たなかったが、ジェニングスの話が本当だとすれば（本当なのだが）、あの青年自身が大臣待遇の、つまり客卿だったわけだ。

　これは、当時としても、異例の扱いである。

　そして、ヴァルマーは、そのキリー某という一青年が発した命令によって、ドーセットを襲ったということになる。

　後には〈陰険王〉と呼ばれるキリーも、この頃はまだ、それほど陰険な顔つきではなく、いかにも切れ者といった感じの、ハンサムな青年であった。

　また、ヴァルマー自身も、無骨ではあるが、すっきりとした顔立ちの好漢である。もちろん、ヒゲもまだ生やしてはいない。

　それが、どこをどうすれば、後世の、あーゆー間抜けな人相になるのか。

　人間、年はとりたくないものである。

　さて。

　同じ年頃の若者として、かたや一国の客卿。かたや一介の素浪人。

　この境遇の違いについて、青年ヴァルマーは、どう考えただろう？

「…………」

　別に、何も考えなかったようだ。

　他人から与えられる地位や名誉には、頭から関心がなかったせいである。

　一方のジェニングスは、自ら展開してみせた推理に、自らあわてた様子で、

「こうしてはおられん。あやつめは、わが国の防備一切を、その目にしておるのだ。一刻も早く、国くに許もとに立ち返って、このことを我が君に、お知らせせねば」

　傷の治療もそこそこに立ち上がると、クレアに小声で何事かを告げ、それから、ヴァルマーの前に両手をつくと、腹でも切りそうな形ぎよう相そうで、言った。

「御貴殿を見込んで、お願いしたき儀がござる！」

「うん。そう来るだろうと思ってた」

「は？」

「気張ったものの言い方をする必要はねーよ、とっつぁん」

「と、とっつぁん？」

「要するに、そこのお姫ひいさんを、ロンバルディまで護衛して行けばいいんだろ？」

「おおっ！　では、ご承知下さるか？」

「ひとつ条件がある」

「無論、国許へ帰れば、恩賞はいかようにでも……」

「違うな」

「違う……？」

「ああ。そんなことじゃねえ」

　ヴァルマーは、クレアをまっすぐに見つめた。

　ベールの下から、クレアもまた、ヴァルマーを見つめ返す。

　ヴァルマーは、言った。

「そのベールを、ちょいと上げて、ご尊顔ってやつを拝ましてもらいてーんだ」

「な、何を言うか。ひ、姫さまに向かって、そのような無礼な……」

　ジェニングスが、激げつ昂こうして叫んだ。

　腰の剣ものに手をかけようとさえした。

　涼しげな声が、それを制した。

　クレアである。

　クレアは、逆に、ヴァルマーに向かって、こう訊ねた。

「ベールだけでよいのか？」

　どこか、笑いを含んでいるようにも聞こえる声だ。

　真意を測りかねて、ヴァルマーが黙っていると、クレアは、さらに言葉を重ねて、

「欲のないこと。──なぜ、この喪服も脱げと言わぬ？」

「ひ、姫さまっ！」

　ジェニングスが、顔色を変えた。

　当然である。

　クレアは、自らの肉体を、ヴァルマーに与えてもよいと言っているのだ。

（うーむ）

　ヴァルマーは、腹の中で、唸った。

　──こいつは、ただのお姫さんじゃねえ。肝がすわってやがる。

　たしかに。

　ここは、まだウェンゲン領内。敵勢力圏のど真ん中だ。

　国境までは、六百公哩。

　その間には、最低でも五つの関所を突破しなくてはならない。

　ドーセットとの婚礼を、事前に察知したキリーのこと。ロンバルディの姫を捕らえるため、要所要所に兵を配置しているのは、まず間違いのないところであった。

　たとえ千金を積まれても、こんな分の悪い仕事を、喜んで引き受ける者はいない。

　常識で考えるなら、それが普通の反応だ。

　しかし。

「面おも白しろい！」

　と、ヴァルマーは、言ってのけた。

　危地に臨のぞんで、血が燃える。

　まさに無謀王！

　面目躍如たるものがあった。

　そんなヴァルマーの様子を、じっと見つめていたクレアが、不意に身動きした。

　黒いレースの長手袋を外し、地面に落とすと、右手をゆっくり持ち上げ、自らベールを脱ぎ去ってみせたのである。

　花の顔容かんばせという言葉がある。

　朝摘みの菫すみれのように、初うい々ういしい少女の素顔が、ヴァルマーの目を釘くぎ付づけにした。

　それも、ただ美しいだけではない。

　気品すら感じられる。

（うーむ）

　ヴァルマーは、再び唸った。心の底から。

　そして、思った。

　──こうでなきゃ、面白くない。

　やる気になったのである。

　ヴァルマーは、鎧櫃を背中から下ろすと、宣言した。

「その喪服も、脱いでもらう」

「ま、待て待て待て」

　あわてたのは、ジェニングスだ。

「お、おぬし、一体それは、どういうつもりで……」

「ちょっと、これを持っててくれ」

　気軽にそう言うと、ヴァルマーは、戦斧をジェニングスの手に預けた。

　その重さに、ジェニングスは、思わずよろめいた。

　はっきり言って、常人に扱える重さではなかった。

　──こんなものを、軽々と振り回していたのか……！

　ジェニングスは、感心するよりも、むしろ、恐怖すら覚えて立ちすくんだ。ヴァルマーの、底知れぬ膂りよ力りよくに対してである。

　ヴァルマーは、鎧櫃（その中には、鎧の他に、油売りの行商に使う品々や、煮炊きの道具までが、ごちゃごちゃと詰め込まれていた）の蓋ふたを開けて、ボロ切れのような物を取り出し、クレアに言った。

「その格好じゃ、いざという時、走れないぞ。こいつに着替えてもらおう」

　それから、言葉も出ないといった顔つきのジェニングスを顧かえりみて、

「とっつぁん。あんたもだ。そこらの死体から、どれでもいい。ひっぺがして着替えるんだ」

　あまりのことに、ジェニングスは、口をぱくぱくさせたが、結局、声にはならなかった。
















　この場は、ヴァルマーの言う通りにするしかないと、悟ったのである。

　クレアは、素直だった。

　ヴァルマーの手から、ボロ切れを受け取ると、あっさり喪服を脱ぎ捨て、下着姿になった。

　もとは豆か何かが入っていた袋に、穴を開けただけのシロモノを、頭から被かぶり、腰の部分を紐ひもで縛る。

　ちょうど、ミニのサックドレスを着たような感じだ。

　妙に似合っている。

　一方、ジェニングスはと言うと、こちらは、まるで似合っていなかった。

　──爺いのパンクバンド……。

　ヴァルマーは、一瞬、絶望的な表情になった。

　山賊たちは、意外とお洒落しやれだったのである。

　二人の着替えが終わるのを待って、ヴァルマーは言った。

「さあ、行こうか」

　声だけ聞いていると、これからピクニックにでも出掛けるのかと勘違いしそうな、のんびりとした口調である。

「お待ちなさい」

　クレアが、先に立って歩き出したヴァルマーの背中に声をかけた。

「まだ、そなたの名を聞いておりませんでしたね？」

　ヴァルマーは、クレアを振り返ると、その顔に初めて大きな笑みを浮かべて、こう言った。

「素浪人。ジョージ・ヴァルマー」





２　四面楚歌






　ウェンゲンの教主、ゲイルは、国を大きくすることに、さほど熱心な男ではなかった。

　ゲイルが、熱心だったのは、食うことと、女を抱くこと。

　そのふたつだけである。

　国名からもわかる通り、ウェンゲンは、もともと、ある宗教によって統治された国だったが、建国から八代を経てゲイルの代ともなると、もはや当初の理想は失われ、戒律もへったくれもない、ただの野蛮な国に成り下がっていた。

　教主であるゲイル自身からして、『初夜権』などという罰当たりな法令をでっちあげ、それを『洗礼を施す』と称して悦に入っていたのだから、他は推して知るべしと言えよう。

　テーブルの上に、うんざりするほど並べられた料理を、際限なく口に運びながら、ゲイルは、小こ狡ずるそうな横目を使った。

　視線の先に現われたのは、もちろんキリー。後の〈陰険王〉レステス。

　当時、二十七歳である。

「やあ。先生」

　ゲイルは、そう言って、げっぷをした。

　不健康な色をした皮膚の下で、だぶついた脂肪が、波打つように揺れている。

　ゲイルは、人並み外れた肥満体であった。

　──デブ、デブ、百貫デーブー。

　真ま面じ目めな顔で頭を下げながら、キリーは、子供の頃歌った囃はやし歌の文句を、心の中で思い浮かべていた。

　キリーは、ゲイルが嫌いだった。

　ジャールートの没落貴族の家に生まれたキリーは、明めい晰せきな頭脳と、必要以上に高い自尊心を、その両親から受け継いだ。他に受け継ぐべき財産が何もなかったからだ。

　戦火で家を失ってからは、遠い親しん戚せきを頼って、各地を転々としたらしい。

　そんなキリーが、どういう経路を経て、客卿としてウェンゲンに迎え入れられるまでになったのか？　いずれ稿を改めて、詳しく物語る機会もあるだろうが、いまは簡単に、ひと言だけ説明しておこう。

『色々あった』

　つまり、そーゆーことである。

　キリーは、ゲイルの吐く息が届かないギリギリの線まで行って立ち止まると、まったく感情を現わさない声で、

「我が君」

　と、呼びかけた。

「火急の御用とうけたまわり、キリー・レステス、かくは罷まかり越しました。何なりと、お命じ下さいますよう」

「相変わらず、堅苦しいのう。軍師せんせい」

　ゲイルは、口一杯に物を頰ほお張ばったまま、うひゃうひゃと笑った。

　見苦しいこと、この上ない。

　キリーは、顔をしかめないように、注意しながら、言った。

「恐れ入ります」

「なんの。恐れ入ったのは、こっちの方じゃ。あれほど見事な手並みを見せられてはな。──居ながらにして、謀はかりごとをめぐらし、勝利を千里の外に決するとは、まさにこのこと。正直に言って、余も、ドーセットが、ああも簡単に陥おちようとは、思ってもみなかったからのう」

「ご過賞です。これもひとえに、我が君の、御おん徳とくによるもの」

　キリーが謙けん遜そんしてみせると、ゲイルは、また、うひゃうひゃと笑った。

　すこぶる付きの上機嫌である。

──いい機会だ。

　キリーは、以前から強く進言していた、ロンバルディ攻略について、ゲイルの決断を求めた。

　しかし、ゲイルは、たちまち顔をくもらせると、

「まだ早い、まだ早い」

　そう言って、手を振った。

　キリーは、言葉を重ねて、

「しかし、我が君。出陣の準備は、全て調ととのっております。全軍、士気も高く、あとは我が君の御下命さえあれば、たちどころに……」

「まあ、何もそう急せくことはないではないか。ドーセットも手に入れたばかりで、民心も落ちついておらん。こういう時に、また新たな戦いくさを起こしても、利はあるまい」

　──馬鹿な！　今攻めないで、いつ攻めるのだ？

　叫び出したい衝動をこらえて、キリーは、低く呟つぶやいた。

「御意……」

「そんなことよりも、軍師。ドーセットに輿入れするはずだったロンバルディの姫はまだ見つからんのか？　噂では絶世の美女と言うぞ？」

　ゲイルは、そっちの方がはるかに重大だと言わんばかりの顔をしてみせた。

　──やはり、その話か。

　キリーは、それと知れぬよう、密ひそかにため息をついた。

　ドーセットへの奇襲は、本来、婚礼の晩に行われる予定だった。戦略的な効果を、最大限に考えてのことだ。

　その予定を無理矢理変えさせたのは、ゲイルである。

　クレアの『初夜権』は、自分にあると、強硬に主張したのだ。

「国境には、普段の倍の部隊を置いて警備に当たらせております。また、ロンバルディに潜ひそませている、私の手の者によれば、帰還の様子もないとのこと。かの姫が、未だ領内に留とどまっていることは、ほぼ確実かと……」

「ならば、早はよう捜せ！」

　ゲイルは、テーブルの下で、短い足を、だだっ子みたいに、ばたつかせた。

「早う、早う。一刻も早うせい。なんとしても、姫を我が後宮に迎え入れるのじゃ。──其その方ほうに情報部とやらの設立を許可したのは、こういう時のためであろう。女おな子ごひとり見つけるのに、幾日かかっておるのじゃ。余は、もう待ちきれんぞ！」

『ああ、待ちきれん、待ちきれん』と言いながら、ゲイルは、皿を取り替えに来た侍女の手を取って、乱暴に引き寄せた。

「あれ」

　小さな悲鳴をあげて、侍女はゲイルの膝ひざの上に倒れ込んだ。

　身にまとった薄物を、たちまち剝はぎ取られて、素裸になる。

　羞しゆう恥ち心しんから、両手で顔を覆った侍女の身体を、ゲイルは、粘っこい手つきでなで回しながら、

「よいな！　一両日以内に、姫を連れて来るのじゃ。──しかと申しつけたぞ！」

「御意」

　退出を許され、ゲイルの居室を後にするキリーの耳に、侍女のあえぎ声が、切れ切れに聞こえて来た。

　キリーは思わずため息をつき、足を早めた。

　あのような男を、『我が君』と呼ばなければならない自分が、情けなくもあり、腹立たしくもあった。

　しかし、客卿の待遇を捨て、再び流浪の生活を送る気には、やはり、なれなかった。

　浮かぬ顔をして、執務室に戻ったキリーを、吉報が待ち受けていた。

　それは、クレア発見の知らせであった。
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「おい、貴様。ちょっと待て」

　横おう柄へいの国から横柄を広めに来たような男が、横柄な口調で言った。

　たるんだ腹。

　高慢な顔つき。

　甲かつ冑ちゆうの上に羽織った、緋ひ色いろの僧衣を見るまでもない。

　ウェンゲンの神聖武官だ。

　おおかた、軍ぐん監かんとして、教団から派遣されてきたものだろう。この国では、軍の指揮権も、聖職者が握っているからだ。

　巡じゆん邏らの兵士、五十人ばかりを率いて、馬の上で、ふんぞり返っている。

　──クソ坊主。

　ヴァルマーは、緊張に身を固くするクレアとジェニングスの気配（刀の柄つかに、手ぐらい掛けているのかもしれない）を背中に感じながら、あくまでも平然と相手を見上げた。

　国境に通じる、ありとあらゆる道筋には柵が設けられ、大量動員された兵が守りを固めている。よそ者に対する詮せん議ぎの厳しさは、言うまでもない。

　そんな中を、別に逃げ隠れするでもなく、正々堂々、大手を振って歩いてきたヴァルマーである。

　いざとなれば、血路を切り開くのみ。

　もちろん、いざとならなくても、切り開くのだ。

　思えば、ジェニングスも、大変な奴やつに護衛を頼んだものである。

　ヴァルマーは、クレアの存在すら、すっかり忘れてるみたいな態度で、ぶっきらぼうに言った。

「俺おれに何か用か？」

　とたんに、

「下郎めがっ!!」

　馬側にあって、金ぴかの兜かぶとを捧ささげ持つ従者の一人が、目をつり上げて怒鳴った。

「大司教様に向かって、何という口のきき方だ!!」

　ヴァルマーは、従者をちらりと見た。

　その目が、わずかに細まる。

「ひとつ」

　と、ヴァルマーは、言った。

　従者は、一瞬、けげんな顔をしたが、後ろに五十人の兵士が控えていることを思い出したのだろう。さらに声を張り上げた。

「何をボーッとしてやがる。大司教様の御下問だ。お答えする前に、その小汚ねえ頭を、とっとと地べたにすりつけねえかい」

　ヴァルマーは、動かない。

　従者をまっすぐ見据えたまま、静かに口を開いた。

「ふたつ」

「こっ、この野郎!!」

　プライドを傷つけられたと感じた従者は、頭に血を昇らせて、大おお股またに近づいてきた。

　この生意気な田舎いなか者ものに、作法というものを教えてやる。

「し、しばらく！　しばらくお待ちを」

　ヴァルマーの後ろで、はらはらしながら成り行きを見守っていたジェニングスが、あわてて飛び出してきた。

　ジェニングスにとっては、クレアを無事ロンバルディまで連れ帰ることこそが、最優先の関心事である。そのためなら、どんな屈辱にも耐えるつもりだった。

　ジェニングスは、まだ若い従者の前に深々とその白髪頭を下げながら、懇願口調で言った。

「ご無礼の段は、この老骨の顔に免じて、なにとぞ、なにとぞ……」

「やかましいっ、爺じじいは、すっこんでろ!!」

　従者は、ジェニングスを蹴けり倒した。

　すると、ヴァルマーが再び口を開いた。

「今ので、みっつだ」

　その言葉と同時だった。

　ヴァルマーの戦せん斧ぷが、凄すごみのある風切り音を立てて一いつ閃せんしたのだ。

　今度はヴァルマーを蹴飛ばそうとして、こちらに向き直りかけていた従者の首が、景気よく宙に舞い上がった。

　神に罪を悔いる暇いとまもなかっただろう。

「なっ、何をするか！　この痴しれ者ものめがっ!!」

　大司教とやらが、顔を真っ赤にしてわめいた。

「汚らわしい異教徒の分際で、我が教団に刃向かうとは言語道断！　生皮をひん剝むいて、骨を砕き、肉は八つ裂きにして犬に食わせてやるわ!!　呪のろわれた魂を地獄の業火で焼き尽くされるがよかろう」

　大仰な脅し文句を、一生懸命並べ立てている大司教の顔に、じっと視線を注いだまま、ヴァルマーは、静かに言った。

「ひとつ」
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　太陽が西に傾きかけていた。

『虚飾の殿堂』とも言うべき大聖堂の尖せん塔とうが、黒く不気味なシルエットとなって、茜あかね色いろの空を切り裂き、美しい夕べの景観を台無しにしている。

　──ウェンゲンで一番眺めのいい場所はどこか？　答えは、大聖堂の上。あそこからなら、醜悪な大聖堂の建物を見なくてもすむからね。ＨＡＨＡＨＡ。

　そんな、しょーもない小話が、キリーの脳裏を、ふとかすめた。

（でへ）

　思わずゆるみそうになる口元を引き締めながら、キリーは、執務室の窓辺を離れて、こちらに向き直った。

　客が待っている。

　扉を背に、直立不動の姿勢を崩さない精せい悍かんな若者。

　ウェンゲンの騎士団長、レナード・カーンだ。（この地に代々続く豪族の嫡子で、後に〈無謀王〉ヴァルマーと行動を共にすることになる。帝国の黎れい明めい期きを代表する重臣の一人。ハーベイワイルドの退却戦において殿しんがりをつとめ、壮絶な討ち死にをとげた。アルタミラ〈出戻り〉カーンの父親でもある）

　キリーは、サイドテーブルに置かれた茶器のセットに手を伸ばしながら、言った。

「お茶は……？」

「いえ。結構です」

　レナードは、堅苦しく応こたえた。

　声こわ音ねの底に、怒気が潜んでいるように感じられたが、キリーは、わずかに眉まゆを動かしただけで、作法通りに茶器を扱うその手を止めるようなことはなかった。

　レナードが、どんな用件でキリーを訪ねてきたのか、おおよその見当はついていたからだ。

　やがて、すがすがしい茶の香りが、執務室いっぱいに漂い始めた。

　ウェンゲン特産の鉄てつ観かん音のん茶ちやだ。

　最高級品は、金と同じ値打ちがあるとされている。

　キリーは盃さかずきほどの大きさしかない器うつわから、まだ熱い液体をひと口飲んで、顔をしかめた。

「猫舌なんですよ」

　そう言って、キリーは、レナードに苦笑してみせた。

　レナードは、にこりともしない。

　教団に牛耳られ、腐敗が進むウェンゲンの軍部にあって、キリーも一目置くただひとりの武人が、このレナードであった。

　頭も切れるし、腕も立つ。

　部下の信頼も厚い。

　──これで、もう少しユーモアのセンスがあれば、いいのだが……。

　と、キリーは心の中で呟つぶやいた。神をも恐れぬ発言と言えよう。棚に上げられたキリーの『ユーモアのセンス』とやらを、猫がまたいで通って行った。

　キリーは、残りのお茶を飲み干すと、静かに器を盆に戻した。

　陶器の触れ合う、涼しげな音がした。

　それと同時に、城内のざわめきが、ひときわ大きく聞こえてきた。
















　国境に向けて、新たに三千の兵が増派されることになり、その出発準備が、あわただしく行なわれているのだ。

　レナードは、一歩前に進み出ると、語気鋭くキリーに迫った。

「軍師殿！」

「何か？」

「此こ度たびの出陣。それがしには納得できません!!」

　レナードは、執務机の上に広げられたウェンゲンの戦術プロット地図に、ばんと片手を叩たたきつけた。

　地図の上には、現在展開中の各部隊の所在が、赤いピンで示されている。当然のことながら、ピンはロンバルディとの国境周辺、ならびに、そこへ至る街道沿いに集中していた。

　レナードは、憤ふん懣まんやるかたないという口調で、言った。

「たかが小娘ひとりを捕らえるために、すでに一万の兵を配し、それだけでも前代未聞のことだと言うに、此度は、さらに三千！　しかも精鋭ばかりでござる。──軍師殿は、この都みやこを空にするおつもりか!?　万が一、これがロンバルディの知るところとなれば、ドーセットの二の舞は免まぬがれませんぞ!!」

　──ほ。

　キリーは、もう少しで、笑い出すところだった。

　──よくそこに気がついた。

　出来のいい生徒を眺める教師のような目つきで、キリーは、レナードを見つめた。

　──だが、それだけでは満点はやれんな。

　キリーは、内心の思いを巧妙に押し隠したまま、さりげなく言った。

「上意でござるぞ、騎士団長殿？」

「し、しかし……」

　レナードは、歯ぎしりした。

　忠義心の人一倍強いレナードである。『上意』のひと言で身動き取れなくなることは、あらかじめわかっていた。

　キリーは、ふと微笑ほほえんで、言った。

「ご懸念にはおよびません。──ロンバルディ方がたの動きは、全すべてつかんでおります。敵も、こちらの動きに合わせて、国境付近に兵を集結させておるようですが、クレア姫の安否がわからぬ以上、うかつな手出しは出来ますまい。ましてや、姫が我が方の人質となれば、なおさらです」

「されど、我らまでが城を離れては、都の防御まもりが……」

「僧兵が残っておりましょう」

「僧兵!?」

　レナードは、口に出すのも汚らわしいと言わんばかりに、その言葉を吐き捨てた。

「あのような者どもが頼りになると、軍師殿は、本気でお考えか？」

「いや」

　キリーは、あっさりと首を振った。

「さればこそ、一刻も早くロンバルディの姫を捕らえる必要があるのです。──おわかりですな？」

「…………」

　レナードは黙り込んだ。

　本心から納得しているという顔つきではない。

　国境に集まる兵力を見れば、都が手薄なことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。レナードがロンバルディの立場ならば、軍を二つに分け、機動力のある少数精鋭部隊に、長ちよう駆く都を衝つかせるに違いなかった。ちょうど、レナードがドーセットを急襲した時のように。

　そうなると、国境の主力部隊は、追撃を受けるのは覚悟の上で、都に引き返さざるを得なくなる。背後を衝かれた軍は脆もろい。敗走に次ぐ敗走となろう。そして、勢いに乗って攻め寄せてくるロンバルディの主力が、この都に達するようなことになれば……？

　──ウェンゲンの命脈は尽きる。

　レナードは、思わずキリーの顔をまじまじと見つめた。

　怜れい悧りで、ととのった顔立ち。

　その表情からは、何も窺うかがい知ることは出来ない。

　──この男は、いったい何者だ？

　レナードの心に、初めて、そんな疑問が生じた。

　ある日、突然、ふらっと現われて軍師におさまり、いとも簡単に宿敵ドーセットを滅ぼしてみせた。

　しかし、その正体も経歴も、考えていることも、本当のところは誰も知らないのだ。

　──まさか、此こ奴やつ……。

「集合の合図が鳴っているようですぞ、騎士団長殿」

　まるで、レナードの考えを読んだかのように、キリーは薄く微笑わらった。

「出陣に際しては、我が君より直々に、励ましのお言葉を賜る手て筈はずになっております。兵たちも、さぞや奮い立つことでしょうな」

　レナードは、一瞬、すごい目つきをしてみせたが、決定的なセリフ（貴様、ロンバルディの回し者か）を口に出すまでには至らなかった。

『上意』という足あし枷かせが、レナードを思いとどまらせたのだ。

　それに、証拠は何もない。

　クレアを捕らえれば、戦わずしてロンバルディを下すことができるというキリーの言葉も、たしかに、真実ではあるのだから。

　──こうなったら、一いつ時ときたりとも、ぐずぐずしてはおれん。一刻遅れれば、それだけ姫は遠くへ逃げてしまう。

　レナードは、大きく息を吐き出すと、胸を反らせ、無言で敬礼した。

　大股に執務室を出ていくレナードを、キリーが、呼び止めた。

「騎士団長殿」

　キリーは、すました顔で、言った。

「心より朗報をお待ちしておりますぞ」

　言われるまでもないわ！

　レナードの返事は、顔に書いてあった。

「騎士団長殿」

　憤然として踵きびすを返しかけたレナードを、キリーが、再び呼び止めた。

「ひとつだけ、ご注意申し上げる。手の者の報告によると、ロンバルディの姫には、おそるべき手て練だれが護衛としてお側そばに付き従っている由よし。すでに、巡邏の部隊が、いくつも消息を断っております」

　──ほう。

　レナードは、少し心を動かされた。

　手て強ごわい相手と聞けば、剣を合わせてみたくなる。それが武人というものだ。

　キリーは、言葉を続けた。

「何者かはわかりませんが、いずれにしても、一兵卒の手には余る相手。我が君が、ご貴殿に出陣をお命じになられたのも、徒いたずらに兵を損なわぬようにとの、慈悲深きお心からでしょう。ご期待の大きさに背かぬよう、ゆめゆめご油断めさるな」

「承うけたまわった」

　レナードは、そっけなくうなずいた。

　集合の銅ど鑼らが、レナードを追い立てるように打ち鳴らされている。

　キリーは、三み度たび、レナードを呼び止めた。

「騎士団長殿」

「何だ!?」

　レナードが、いらいらと振り返る。

　キリーは、愛想笑いを浮かべながら、言った。

「ウェンゲンで一番眺めのいい場所はどこか、ご存知かな？」

　レナードは、ドアを叩きつけた。

　キリーは、顎あごの先に梅干しを作って、音高く閉じられた扉を、しばらくの間、じっと見つめていた。

　──答案は、満点に近かった。

　やがて、キリーは首を振ると、声に出してぶつくさ呟いた。

「しかし、やはりどうも、君のユーモアのセンスだけは、合格点からほど遠いようだな。──騎士団長殿？」

　この罰当たりなセリフは、幸い、神の耳には届かなかったらしい。そうでなければ、キリーは、今すぐ雷いかずちに打たれて黒焦げになっているはずだからだ。

　窓の外に目をやると、空も大地も、ことごとく血の色に染まっている。

　──さて、丁と出るか半と出るか……？

　キリーは、二杯目のお茶を口に運びながら、常に似ぬ放心したような顔つきで、赤い空を見上げた。

　そして、キリーが舌を火傷やけどしている、ちょうどその頃、ヴァルマーもまた、同じ空を別の場所で眺めていた。

　言うまでもないことだが。

　ヴァルマーの身体からだを赤く染めているのは、夕ゆう陽ひだけではなかった。





３　戦場のカレーライス






「さあ、メシが炊けたぞ！」

　湯気を立てている飯はん盒ごうの中身を、板切れのような物でかき混ぜながら、ヴァルマーは、思わず顔をほころばせた。

　屈託のない笑顔だ。

　屈託のない笑顔に、血がついていた。

　無論、全部他人の血だ。

　ヴァルマーは、他人の血については、かなり無む頓とん着ちやくな方だった。

　あたりは、すっかり闇やみに包まれ、焚たき火の上の鍋なべには、ジャガイモのたっぷり入ったカレーが、ぐつぐつと音を立てて煮えている。

　見上げれば、降るような星空だ。

　ヴァルマーは、鎧よろい櫃びつの中から、薄っぺらい真しん鍮ちゆう製のお皿──昔、西部劇の中で、カウボーイがポーク＆ビーンズを食べる時に使ってたようなやつだ──を取り出すと、軽快な手さばきでカレーライスの盛りつけを始めた。

　実に生き生きとした動きだ。

　疲労の色は、微み塵じんもない。

　わずか半日の間に、三桁にのぼる敵と刃やいばを交えてきた男とは、とうてい信じられなかった。

　化け物のような体力である。

　──此奴。疲れというものを知らんのか……？

　半ば呆あきれ果てたような顔で、ぼんやりヴァルマーの手元を見つめていたジェニングスは、鼻先に、いきなりカレーライスの皿を突きつけられて、ぎくりと身を引いた。

「美味うまいぞ？」

　ヴァルマーが、ニカッと笑った。

　もったりとした黄色いルーの中に、ジャガイモ、ニンジン、玉ネギ、それと、得体の知れない動物の肉片などが、大雑把な形でごろんと転がっている。洗練という言葉からは、ほど遠いカレーライスだ。

「ご好意はかたじけないが……」

　あいまいな笑みを浮かべて、ジェニングスが尻しり込ごみしかけた時。

「爺じい。食べておかないと、身体が持ちませんよ？」

　横からそう言ったのは、クレアだった。

　クレアは、ヴァルマーの手から皿を取り上げると、ひと口食べて、にこりとした。

「美味い」

　ヴァルマーも、大きな笑顔を作って、それに応えた。

　──あああ。そのような下げ賤せんのものを……。あああ。そのようにパクパクと……。

　クレアのそばで気を揉もんでいるジェニングスに向かって、ヴァルマーは、自身もカレーライスを口に運びながら、言った。

「爺さん。本当に食わねーのか？」

「姫が、ご無事に国くに境ざかいを越えられるまでは、食べ物など喉のどを通り申さん！」

　ジェニングスは、姿勢を正すと、肩ひじ張って答えた。

　口がへの字だ。

　あながち、やせ我慢でもないらしい。

　事実、ジェニングスは、食欲などまるでなかった。

　激しい心労の故ゆえである。

　大司教の首を落とし、関門の守備隊を蹴散らし、道中で遭遇する敵兵は、これをことごとく薙なぎ払う。──そんなヴァルマーの無謀振りに、寿命を鉋かんなで削られるような一日を過ごしたのだ。

　当然、ジェニングスは、苦情を申し立てた。

　戦いに巻き込まれたクレアの身に、万一のことでもあったら、一体どうするつもりなのか、と。

『人を斬きるばかりが武士もののふではござらぬぞ。のう？　ヴァルマー殿。──無益な戦いを避けるのも、立派な兵法のひとつ。時には、回り道も必要でござろう』

　ジェニングスは、熱心に道理を説いた。

　馬に確定申告の仕組みを説明するようなものだった。

　そして、今。

　ジェニングスは、揺れ動く炎（と、カレーの入った鍋）を、浮かぬ顔で見つめながら、この焚き火の明かりが、敵を引き寄せる目印にならねばよいがと、ひとり心配していた。
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「明かりが見えます。十時の方向！」

　国境へ向けて、夜道を急ぐ装甲騎士団の先鋒ポイント・マンが、馬の首をめぐらせて駆け戻ってきた。

　レナードは、右手を高く挙げた。

　三千の騎士団が、整然と行き足を止める。

　ウェンゲンで最も統制の取れた戦闘集団だ。

　彼らが夜間でも行動できるのは、兜の内部に、超古代の技術、暗視装置が組み込まれているからだ。

　レナードは、淡いグリーンの映像の中に、ひときわ明るく輝く点を認めた。

　今や、その製造技術も失われたマイクロ・プロセッサが、自動的に輝度調整を行ない、レナードの網膜を保護した。

「焚き火のようだな」

　と、レナードは、言った。

　そして、鼻をひくつかせながら、つけ加えた。

「カレーライスの匂においがする」

　インド人もびっくり。

　レナードの、そのひと言に、部下たちも、思わず鼻をひくつかせながら、

「おおっ。たしかに、この匂いは……」

「まごうことなきカレーライス！」

「なかなか、うまそうな匂いでござるな」

「そういえば、拙せつ者しや、いささか腹が減り申した」

「貴殿、カレーライスとライスカレーの違いを知っておるか？」

　下らないことを囁ささやきあっている。

　レナードの副官を務めるカンネー（四十年輩。髭ひげ面づら。巨漢。レナードが生まれる前から、カーン家に仕えている。レナードの剣技は、全すベてこの男から教わったものだ）が、馬を寄せてきて、苦笑まじりの声で言った。

「いかがいたしますか？　若殿。──このような場所で堂々と火を焚くところを見ると、あやしい者ではないようですが……？」

「ロンバルディの姫が、カレーライスを好むとも思えんしな」

　と、レナードも苦笑を返す。

　カンネーは、うなずいて、

「はい。──おそらく、宿にあぶれた、旅の商人あきんどか何かでしょう。国境が封鎖されて以来、領内の旅籠はたごは、足止めを食った旅人で、どこも満室だと聞きますから」

「捨ておくか？」

「左様ですな。お目付役も、うるそうございますれば……」

　お目付役。兜かぶとの下で、侮ぶ蔑べつに唇を歪ゆがめているカンネーの顔つきが、容易に想像できる口調だった。

　出発の号令をかける前に、レナードは、暗視装置の倍率を上げ、焚き火のそばの人影に、もう一度、焦点を合わせてみた。

　解像度は、さほど良くない。

　この時代。メンテナンスのできる者が、誰もいないからだ。

　しかし、かろうじて『へのへのもへじ』程度には、人相の判別はつく。

　──あれは……？

　レナードが、ふと首をかしげた。

　その時。

　蹄ひづめの音が、背後から近づいてきた。

　レナードは、低く舌打ちした。

「何をぐずぐずされておるのか、騎士団長殿！」

　いきなり高飛車な物言いは、もちろん、軍ぐん監かんとして教団から派遣された僧兵──神聖武官である。

　騎士団のお目付役だ。

　きらびやかな鎧よろいと馬甲には、傷ひとつついていない。

「教主様のご下命をお忘れか？　この夜陰に乗じてロンバルディの姫は必ず動く！　急がねばならん！　なんとしても、姫が国境を越える前に捕らえるのだ！」

　と、神聖武官は、唾つばを飛ばした。

　わかりきったことでも、力んで言えば、偉そうに聞こえると思っているらしい。

　レナードは、あえて下馬の礼をとらなかった。

　ただ右手を小さく振って、部隊に前進を促した。

　カンネーの声が、同時に響きわたる。

「前進！」

　騎士団が動き始めた。

　置いていかれた格好の神聖武官は、むっとした顔で、レナードの背中を睨にらみつけている。暗殺者の短剣みたいな感じのする視線が、『この不作法は決して忘れないぞ』と語っていた。

　レナードは、横を行くカンネーだけに聞こえる声で、呟つぶやいた。

「少し大人気なかったか……」

「糞くそ野郎には糞野郎にふさわしい扱い方ってものがあります」

　カンネーは、前を向いたまま、きっぱりと答えた。

「私の見たところ、若殿は、それをよくご存じのようですな」

　レナードは、軽い笑い声を立てた。カンネーの生き真ま面じ目めな口調が可笑おかしかったのだ。

　もちろん、レナードは、自分の行動が軽率だったことを、よくわかっていた。

　カーン家の嫡子としては、もっと自重すべきであった。ウェンゲンでは、カーン家のような武門の家柄は、常に冷たい眼で見られている。教団の讒ざん言げんによって、生命いのちを失なった者も少なくないのだ。

　──修行が足りんぞ、レナード。名誉ある大カーンの家門を守ることこそ、お前の役割ではないか。

　レナードは、自分自身に、強く言い聞かせた。

　その後で、レナードは、先ほど見かけた人影のことを、考え始めた。

　──たしかに見覚えがあった。

「カンネー」

「はい。若殿」

「しばらく、お前に部隊の指揮をまかせる」

「わかりました」

　カンネーは、何のためらいもなく、淡々とうなずいた。レナードがどこへ行こうとしているのか？　何をしようとしているのか？　質問は一切口にしない。しかし、何もかも心得ている。そういう男だからこそ、レナードも、安心して指揮をまかせることができるのだ。

　レナードは、馬首を巡らせる時に、ひと言だけカンネーに指示を与えた。それは、神聖武官が聞いたら、怒り狂うような指示だった。

　レナードは、こう言ったのだ。

「急ぐな」

「はい。若殿」

　カンネーに動じる気配は全くない。

　それどころか、兜のフェイス・プレートを上げると、夜目にも白い歯を見せて、にこりと笑い、

「あの野郎に、よろしく言っておいて下さい」

「気づいていたのか？」

「練習試合で、この私から、一本取った男の顔ですよ？　忘れっこありません」

　カンネーは、左の裏小手のあたりを、無意識に撫なでながら答えた。

　やっと青あお痣あざが消えたばかりなのだ。

「それにしても、まだこんなところをうろうろしてるとは、意外でした。とっくにローレイへ行っちまったもんだと思ってましたが……」

「彼あ奴やつのことだ。向こうでまた乱闘騒ぎを起こして、戻って来たのかもしれんぞ？」

「なるほど。それは大いにありそうな話ですな」

　カンネーは、さも愉快そうに笑った。同じ部隊にいた頃から、ヴァルマーという男の人柄が好きだったからだ。──食い意地の張った、ただの乱暴者ではない。そう思っていた。ウェンゲンの兵舎でも食堂でも、ヴァルマーのまわりには、不思議と人が集まった。それは、おそらく、人々がヴァルマーの中に、何物にも縛られない〈自由の風〉を感じとっていたからに違いない。

　カンネーは、回想を断ち切ると、真顔に戻って、言った。

「では、お気をつけて」

　レナードは、無言でうなずいて、馬の腹に軽く拍車を当てた。

　闇やみにまぎれ、隊列をそっと離れる。

　後になって、レナードがいないことに神聖武官も気づくだろうが、そこはカンネーがうまくやってくれるはずだ。

　レナードは、焚き火の明かりをめざして、馬を走らせた。
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　鍋なべはすっかり空になっていた。

「さあ、デザートだ」

　ヴァルマーは、鎧よろい櫃びつから手品のようにマシュマロを取り出すと、ありあわせの木の枝に刺して、クレアに手渡した。

「？」

「こうやって、火であぶって食べるんだ」

　怪け訝げんな顔つきのクレアに、お手本を見せながら、ヴァルマーは、片手で大おお鉞まさかりの柄をそっと引き寄せた。

「ヴァルマー殿……！」

　ジェニングスが、引きつった声を出した。

　ジェニングスも蹄の音に気づいたのだ。

　あわてて立ち上がると、緊張した面持ちで、闇の向こうに瞳ひとみを凝らしている。

　ヴァルマーは、振り返りもしない。

　焚き火にあぶられたマシュマロの、甘ったるい匂いが、あたり一面にただよい始めた、その時。

「やはり、お主だったな。ジョージ・ヴァルマー」

　声は、蹄の音とは正反対の方角から聞こえてきた。レナードは、途中で馬を降り、徒歩で接近してきたのだ。足音を殺して。

　ジェニングスが、ぎくりと振り返った。

　ヴァルマーは、表情ひとつ変えずに、焚き火の明かりに正面から照らし出された装甲騎士の姿を見つめている。

　レナードは、兜を取り、素顔を見せると、懐かしそうに笑って言った。

「俺おれだ」

「……」

　ヴァルマーの表情は変わらない。

　──誰だっけ？

　ヴァルマーは、人の顔を覚えるのが、あまり得意ではなかった。

「俺だ、俺！　ウェンゲンの騎士団長、レナード・カーンだ！」

「ああ。そうか……」

　やっと思い出したらしい。

　ヴァルマーは、ぼんやりうなずくと、言った。

「カレーライスなら、もうないぞ」

「相変わらずだな、お主」

　レナードは、苦笑を浮かべた。

　そこへ、レナードの馬が、空の鞍くらをつけたまま現われた。よく調教されているらしく、火を怖がる様子は全くない。

　手綱を引き寄せながら、レナードは言った。

「どうしてわかった？」

「人を乗せてる蹄の音じゃなかったからな」

　ヴァルマーは、あっさり答えて、肩をすくめた。

　レナードは、腹の中で唸うなった。

　──カンネーが、一目置くだけのことはある。

　レナードは、クレアとジェニングスに、ちらりと視線を走らせて、言った。

「道連れがいたとは知らなかったな」

「実は、いたんだ」

「なるほど」

　レナードは、この答えを、すんなり受け入れた。

「ローレイに向かったと聞いたが？」

「行き先が変わってね」

「ほう」

「俺のことより、あんたはどうなんだ？　騎士団長殿が、供も連れずに、こんなところで。───馘首くびにでもなったか？」

「明日中に、ロンバルディの姫を見つけられなかったら、そうなるかもしれん」

　その言葉に、ジェニングスが、七面鳥みたいに顔色を変えた。

　ヴァルマーは、しかし、平然とうなずいて、

「そいつは、めでたい」

　真顔で答えた。

「いつまでも、あんな国にへばりついてたって、ろくなことはねえぜ？」

　腹の底から、そう信じている口調だ。

　レナードの立場からすると、もちろん、うなずける話ではない。

　家長としての責任、国家への義務、騎士としての名誉。守るべきものの大きさが、あまりにも違いすぎる。それは、カーン家の嫡子として生まれた以上、当然のことと受けとめてきたし、またレナードには、そのことに対する自負心も少なからずあったはずだ。

　しかし、なぜだろう？

　今こうして、地べたにあぐらをかき、口を尖とがらせてマシュマロをふーふー吹いている、ヴァルマーの姿を見ていると、身にまとった騎士団の輝ける装甲に、息苦しさを感じるような気さえするのは……？

　──いや。よそう。

　レナードは小さく首を振って、考えをその先に進めることを、自らに禁じた。所しよ詮せんは相あい容いれぬ道だ。（と、その時は思っていたのだが……）

　レナードは、ふと、ヴァルマーの得物（大鉞）に目を止めた。──刃は毀こぼれがひどい。

「お主、いったい何人斬きった？」

　言ったとたんに、レナードはそれが愚問であったことに気がついた。

　ヴァルマーが、いちいちそんなことを覚えている人間かどうか？　胸に手を当てて考えてみるまでもない。

　案の定、ヴァルマーは、ぶすっとした声で、素そつ気けなく答えた。

「覚えとらん」

　ぱちっ……！

　焚たき火の中で、木の枝が爆はぜて、小さな音を立てた。

　ヴァルマー、クレア、ジェニングス、そして、レナード。四人の頭上で、大宇宙が、静かに回転している。

　──俺おれは、何しに、ここへ来たんだろう？

　レナードは、ふとそう思った。

　この年齢としで昔話か？

　レナードの口元が、自じ嘲ちようにゆがむ。

　たとえ意に添わぬ命令とはいえ、一軍を率いる指揮官が、こんなところで油を売ってていいのか？　そういえば、この男ヴアルマーの普段の商売も、油売りだと聞いたな……。しかし、どうして、サボることを『油を売る』というのだろう……？

　とりとめのない考えに沈むレナードの鼻先に、

「あんたも、食うか？」

　ヴァルマーが、無造作にマシュマロを差し出した。

　レナードが黙り込んでいるので、気を使ったのである。（ヴァルマーにとって『気を使う』とは、イコール『食べ物をすすめる』ということに他ならなかった。そして、この性癖は死ぬまで変わらず、後世、仕官を求めて彼の下もとに集まってきた武将の多くが、開口一番「腹は減ってないか？」と訊たずねるヴァルマーのセリフに、ある種の感かん銘めいを受けたと証言している）

　レナードは、夢から覚めたような顔で、小枝の先に突き刺さった黒こげのマシュマロを見つめ、それから不意に、やわらかく微笑ほほえんだ。

　不思議なことだが、つい先ほどまでの胸の屈くつ託たくが、きれいに消え失せていた。

　妙に晴々とした気持ちだ。

「かたじけない」

　レナードは、素直に感謝して、マシュマロを受け取った。

　まじめな顔で食べ終わると、すぐに焚き火の前から立ち上がった。

「まだ残ってるぜ？」

「いや。もう行かねばならん」

　そう答えるレナードの顔つきは、優秀な指揮官のそれに戻っていた。

　馬の手綱を取り、それから、ふと思い出したように、

「そうだ」

　鎧よろいの下から、一枚の紙切れを取り出して、ヴァルマーに手渡した。

「これは？」

「教団が発行する正式の通行許可書だ。それがあれば、国境も越えられるだろう」

「通行を許可してもらう必要などない」

　ヴァルマーは、紙切れを指で弾はじいて、鼻を鳴らした。

　通りたければ、勝手に通るまでのこと。

　そう言っているのだ。

「勘違いするな」

　レナードは、馬上から、さも愉快そうに笑ってみせた。

　事実、愉快だったのである。

　想像していた通りの答えが、返ってきたからだ。

「俺が心配してるのは、関所を守る兵士たちの方だ。連中のほとんどは、近在から駆り出された郷ごう士しや農民にすぎん。任務とは言え、おぬしの行く手を遮さえぎって、無駄に生命いのちを落とさせては、気の毒だからな。──その許可書があれば、無用のトラブルは避けられるだろう」

「ふーん？」

　ヴァルマーは、面白くもなさそうに、紙切れを見つめた。

　少しくらいトラブルがあった方が、人生は楽しい。──そんな顔つきだった。

「せっかくだが……」

　と、一いつ旦たんは開きかけた口を、ヴァルマーは、なぜか再び閉じた。

　視線の先にクレアがいた。

「…………」

　ヴァルマーは、少し考えてから、その紙切れを懐ふところに納めた。

「ひとつ借りができたな」

「いつか返してもらうさ。──おぬしが、一国一城の主になった時にでもな」

「じゃあ、近いうちに手紙を出そう」

　ヴァルマーの口調には、みじんもふざけたところがなかった。

　もちろん、大真面目なのだ。

　レナードは、もう一度晴れやかに笑い、馬に拍車を当てた。

「さらばだ！」

　わはははははは。

　夜の荒野を一気に加速して、レナードは去った。

　無言で見送ったヴァルマーは、首をひねりながら、ふと呟つぶやいた。

「いったい何しに来たんだ、あいつ」

　と、その時。

「ヴァルマー殿に、お訊ねしたき儀がござる！」

　気け色しきばんだ声に振り返ってみると、ジェニングスが、猜さい疑ぎ心しんのかたまりみたいな顔をして、突っ立っていた。

「おぬし。ウェンゲンの隊にいたというのは、真実まことのことか？」

「ああ。ちょいと前まではな」

　ヴァルマーは、あっさりと認めた。

「それが、どうかしたか？」

「まさか、おぬし。姫を手みやげに、再びウェンゲンに戻ろうなどと考えているのではあるまいな……？」

　ヴァルマーは、意外なことを聞くという顔つきで、しばらく半口を開けていたが、やがて、〈ぽん〉と手を叩たたいて言った。

「なるほど。その手があったか」

「な、なんじゃと？」

　ジェニングスは、半歩後ずさった。

　今にも、卒倒しそうな顔つきで、あたふたと剣を抜き放つ。

　とたんに、

「控えろ！　ジェニングス！」

　クレアの声が飛んだ。

「しっ、しかし、姫様……」

　なおも言いつのるジェニングスを制して、クレアは、ヴァルマーを見つめ返した。

　他意のない、まっすぐな目だ。

　ヴァルマーもまた、クレアの視線を、正面から受けとめた。

　クレアは、言った。

「許されよ、ヴァルマー殿。──一徹者の放言として、どうか聞き流していただきたい」

　ヴァルマーは、肩をすくめた。

「明日は国境だ。──少し寝ておいた方がいい」

　その後で、焚たき火に薪まきを足しながら、こうつけ加えた。

「また走ることになるかもしれないからな」

「許可書があるのにか？」

　すかさずクレアが言った。

　その声の調子に、ヴァルマーは、思わずクレアを振り返った。

　かすかに笑いを含んでいたからだ。

　ジェニングスの心労をよそに、どうやら、このお姫様は、ヴァルマーが演じてみせた昼間の立ち回りが、いたくお気に召したようだった。（もちろん、その後のカレーライスも）

　──いい度胸をしている。

　ヴァルマーは、ちょっぴり感心した。

　そして、クレアのことが、少しだけ好きになった。

　ヴァルマーは、火のそばにごろりと横たわると、目を閉じたまま言った。

「爺じいさん。見張りは、まかせたぜ」

「言われるまでもないわい！」

　と、ジェニングスが、喧けん嘩か腰で応じる。

　まだご機嫌斜めらしい。

　ヴァルマーの口元に、小さな微笑が浮かんで、消えた。

　そして、すぐに寝息が聞こえ始めた。

「なんという男だ！」

　ジェニングスは、舌打ちせんばかりの口調で、ぶつくさと呟いた。

　一方のクレアは、異様に寝つきのいいヴァルマーの横顔を、どこか不安げに見つめている。

　クレアの受けた教育が正しければ、ヴァルマーは、今すぐ『牛』になるはずだった。……ロンバルディの王室付き家庭教師は、しつけの厳しいことで有名なのだ。

　ジェニングスは、枯れ草を集めて、その上に自分の上着を敷くと、

「ささ。姫様も、どうかお休みくだされ。──爺がここで、しっかり見張っておりますから」

　そう言って、ヴァルマーの方に、『きっ』と視線を向けた。

　見張る相手が違うだろう！　とツッコミを入れる者は、どこにもいなかった。

　クレアも、一度は、ジェニングスに促うながされて横になったが、

（食べてすぐ寝ると牛になりますぞ、姫！）

　子供の頃に聞かされた、家庭教師の言葉が思い出されて、なかなか寝つけない。

　ふと気になって、薄目を開けてみると、焚たき火の向こう側に、黒々とした巨大な影が横たわっていた。

　牛だった。

「…………!!」

　クレアは、思わず悲鳴をあげそうになった。

　しかし、その口から出てきたセリフは、『モー』という一声だけだった。

　クレアも、やはり牛になっていたのだ。

　──あああ、やっぱり。

　クレアは、言いつけを守らなかったことを、激しく後悔した。

「でも、牛はいや……」

「おい！　姫ひいさん！　しっかりしろ！」

　誰かが、クレアの肩を揺さぶっている。

　ヴァルマーだ。

　クレアは、躰からだを起こして、ぼんやりとあたりを見回した。

　空は、まだ暗い。

　聞こえてくるのは、ジェニングスのいびきだけだ。

　ヴァルマーは、太い木の枝を二つにへし折って、火の中に投げ込みながら、言った。

「ずいぶん、うなされてたようだが、悪い夢でも見てたのか？」

「夢……？」

　クレアは、霞かすみのかかったような目で、ヴァルマーを見つめ返した。

　やがて、クレアは、緊張がゆるんだのか、「ははは」と笑った。

　そして、言った。

「国に帰ったら、真っ先に、彼あ奴やつを馘首くびにせねば……」

　まんざら冗談でもなさそうな口振りだ。

「夜明けまでには、まだずいぶんある。もう少し寝てろ」

　と、ヴァルマーは言った。

　案外と素直に、クレアは、こくりとうなずいて、横になった。

　しかし、なかなか目を閉じようとはせず、夜空を見上げたまま、

「ヴァルマー殿」

「なんだ？　早く寝ろ」

「ひとつだけ、聞いておきたいことがある」

「？」

　クレアは、躰をねじって、ヴァルマーの正面に顔を向けた。

　大きな瞳ひとみが、ヴァルマーをひたと見つめている。

　ヴァルマーは、少し考えた後、おもむろに口を開いて、

「水みず瓶がめ座のＢ型だ」
















　クレアは、顔を真っ赤にして叫んだ。

「誰が、そんなことを聞きたいと言った！」

「違うのか？」

　クレアは、ため息をついて、

「貴公。先日までウェンゲンにいたのなら、ドーセットが陥おちた時の様子も、少しは耳にしていよう」

「なんだ。そんなことか」

　ヴァルマーは、うなずいて、言った。

「耳にするも何も、俺おれは、その場にいたんだ」

「やはり、そうか」

「悪かったな。別に隠すつもりじゃなかったんだが……」

「いや。いいんだ。──爺の耳に入ると、またうるさいからな」

　クレアは、疲れ果てて眠り込んでいるジェニングスに目をやって、くすっと笑った。

　それから、ふと真顔に戻って、

「ドーセット殿の最期が、どのようなものだったか、お聞かせ願えぬか？」

「聞いてどうする？」

「……」

　クレアは、しばらく、答えなかった。

　いや。答えられなかったのだ。

　夫となるはずであったというだけで、褥しとねを共にしたわけではない。

　それどころか、顔すら見たことのない相手である。

　所しよ詮せんは、政略の道具にすぎないのだ。

　そして、クレア自身も……。

　ヴァルマーは、辛抱強くクレアの沈黙につき合っていたが、不意に表情をゆるめると、言った。

「白状しよう。──あんたの婿むこ殿を殺やったのは、この俺おれだ」

　その言葉を、半ば予想していたのかもしれない。

　クレアは、静かにうなずいた。

「貴公のような勇者と、戦って死んだのならば、それはむしろ名誉なことだ」

　──戦って死んだ？

　ヴァルマーは、ドーセットの、情けない死にざまを思い浮かべた。

　果たして、あれが『戦って死んだ』と言えるのだろうか？

　ヴァルマーは、懐ふところから、ウェンゲンの通行許可書と、ひと振りの短剣を取り出すと、クレアの前に置いて、言った。

「俺は、夜明けまで、もうひと寝入りするつもりだ。仇かたきを討ちたいと思ったら、いつでも、それを使え。遠慮はいらん。──許可書さえあれば、俺がいなくても、国境は越えられるだろう」

「……」

　クレアは、ぼんやりと手の中の短剣を見つめている。

　ヴァルマーは、両手を頭の後ろに組んで、仰向けに横たわると、目を閉じて言った。

「そいつは、あんたの婿殿が、最後まで手にしていたものだ」

　ヴァルマーの言葉は、厳密に言えば、噓うそではなかった。

　たしかに、その短剣は、ドーセットが持っていたものだったからだ。

　しかし、戦いに使ったわけではない。

　宝石をちりばめた装飾用の短剣。

　それは、ドーセットが、命乞いのために差し出した品物の、ひとつにすぎなかった。

　クレアは、短剣から、ヴァルマーに視線を移すと、何か言いかけて、やめた。

　ヴァルマーは、とっくに熟睡していたのである。

　豪胆なのか、それとも、ただ単に『大ざっぱ』なのか。

　クレアは、短剣を鞘さやから抜き出して、焚たき火の明かりにかざしてみた。

　ひと目見れば充分だった。

　刃こぼれの痕あとひとつない、美しいブレードである。

　鏡のように研とぎすまされてはいたが、決して、戦場において男が手にするような武器ではなかった。ましてや、少しでも自尊心のある男ならば、なおさらだ。

　クレアは、ドーセットという男の正体を知ったような気がした。

　──だが、他人ひとのことは言えぬ。

　クレアは、ひとり苦笑した。

　ウェンゲンを滅ぼし、その後で、ドーセットの寝首を搔かく。ロンバルディ王が描いた今回の絵図面も、

　──我が父ながら……。

　あまり誉められたものでは、ない。

　クレアは、短剣を草むらに投げ捨てると、ヴァルマーを振り返って、やわらかく微笑ほほえんだ。

　何年か、あるいは、何十年か先、死の床に横たわって、人生を振り返ったとき、きっと今夜のことを思い出すだろう。……カレーライスの匂いと共に。

　そして、クレアは、眠りに落ちた。

　敵に追われ、泥にまみれ、肘ひじを枕まくらにして固い地面で眠る。深窓の姫君にとっては、大変な一日だった。

　しかし、それは、クレアが、『幸福』と呼べるものに、最も近づけた瞬間だったのかもしれない。





４　鳴動






　一方、その頃。

　レナードは、歩調をゆるめて進む本隊に、楽々と追いついていた。

　隊員たちも心得たもので、何事もなかったような顔で、整然と歩みを進めている。

　神聖武官が嫌いなのは、皆同じなのだ。

　副官のカンネーが、さっそく近づいてきて、言った。

「お帰りなさいませ」

　そこで、ちょっと言葉を切り、レナードの表情を見て、こうつけ加えた。

「どうやら、上首尾だったようですな」

「いや。失敗だ」

　と、レナードは、首を振った。

「戻ってくるように説得するつもりだったが、結局、言い出せなかった。──違う。そうじゃないな。正直なところ、奴やつの顔を見たら、そんなことは、もう、どうでもよくなっちまったんだ」

「ほう……」

「がっかりしたか？」

「若殿は、どうです？」

「うん……。それが、どうも不思議なんだ。何か妙にすっきりした気分でな……」

「私の言った『上首尾』というのは、そのことですよ」

　カンネーは、大きな笑顔を作ってみせた。

　そして、思わず振り向いたレナードを、しみじみと見つめながら、言った。

「本当に、よい顔になられました。──亡き父君を思い出します」

　レナードは、照れたように、微笑わらった。

　それから、自ら話題を変えて、

「ヴァルマーの奴やつ、女連れだったぞ」

「ほう……」

　カンネーの目が、すっと細くなった。

「まさか、その女性というのは……？」

「ああ。俺おれの勘に間違いがなければ、あれはロンバルディの姫だな」

「殿……！」

　レナードは、カンネーの驚いた顔を、たっぷりと愉たのしんだ。めったに、そんな表情を見せる男ではないからだ。

　そして、ひとり言のように、つけ加えた。

「ただ、ひとつわからんのは、どうして、まだあんなところにいたのか？　ということだが……」

「殿！」

「なんだ？」

「もし、それが本当にクレア姫ならば、ただちに引き返すべきかと……」

「騎士が女を人質とするのか？」

「あ。いや……、それは……」

「カンネー」

「はい」

「おぬし、此こ度たびの出陣を、どう思う？」

「どう……と、申されますと？」

　レナードは、キリーとの会見以来、胸の内でくすぶり続けていた疑念を、カンネーにぶつけてみた。

　黙ってレナードの言葉に耳を傾けていたカンネーが、目を丸くして、言った。

「あの軍師殿が、ロンバルディの手引きをしていると、おっしゃるのですか？」

　とても信じられないという顔つきだったが、それはすぐに、『いや。もしかしたら』という表情へと変化した。

　思い当たる節ふしがあるのだ。

　カンネーは、慎重に言葉を選びながら、考え考え言った。

「たしかに、今回のロンバルディの動きは、妙です。──このような場合には、例えそれが、見せかけだけのものだとしても、まず外交的な手段をとるのが常道。いきなり軍を動かすなどということは、考えられません。しかるに、やつらは、今も国境に兵を集めています。──それも、牽けん制せいというには、少し多すぎるぐらいの兵を」

　レナードは、うなずいて、

「単純に、こちらの動きに、呼応しているだけなのかもしれん。同じようなことは、過去に何度もあったからな。こっちが演習を始めると、向こうも始める。軍人同士の挨あい拶さつみたいなもんだ。──だけど、今回は、事情が違う。──王家の娘が、敵国領内に取り残されているんだ」

「そして、我が軍のほとんどが、血ち眼まなこになって、その娘っ子を捜索している……」

「そうだ。本来の軍務も忘れてな」

　レナードは、意味ありげに、ゆっくりとうなずいてみせた。

　カンネーの表情が、とたんに険しくなった。

　事の重大さに気づいたのだ。

「今、攻撃されたら、ひとたまりもありませんぞ！」

「そうは、させん」

　レナードは、きっぱりと言い放った。

　──生命いのちに換えても。

　と、その目が、語っていた。




　　　　＊




「にょほほほほほ」

　同時刻。

　ウェンゲン城内では、教主ゲイルが、悪趣味な顔にふさわしい悪趣味な声で笑いながら、複数の侍女を、〈帯おび解とき独楽ごま〉にして遊んでいた。

　ちなみに、〈帯解き独楽〉とは、この地に古くから伝わる、悪代官専用の御乱行パフオーマンスの一種で、通常は、男女一組のペアによって演じられる。

　やり方は、いたって簡単。

　男性が、女性の帯の端っこを持って、勢いよく引っぱる。ただ、それだけ。

　ただし、この場合、独楽にされる女性は、『あ～れ～』と色っぽい声を上げながら、くるくる回ることが義務づけられている。

「あ～れ～」

　侍女は、くるくる回った。

　意外と楽しそうだ。

　いつもより余計に回っていた。

　着ている物の前が開はだけて、白い肌が露あらわになる。

　もちろん、それ以外のものも、どんどん露になってしまうのである。

　モザイク処理だけでは、とても追いつかないほどだ。

「うひっ」

　ゲイルは、喉のどの奥で、奇妙な音を立てた。

　だぶついた皮膚の隙すき間まで、細い目が針のように光っている。

　興奮しているのだ。

　いやらしいこと、この上ない。

　ゲイルは、侍女の細い腰に手をかけて、ぐいと引き寄せながら言った。

「よしよし。じゃあ、次は、二人同時にやってみよ。どちらが長く回っていられるか、競争じゃ」

「あれ。くすぐったい」

　侍女が躰からだをくねらせた。

　その時。

「たっ、大変です！」

　一人の伝令兵が、あわただしく駆け込んできた。

　装甲服の上に、修行僧の身分を意味するパンプキン・イエローの衣ころもを羽織っている。

　教団の僧兵だ。

　僧兵は、まだ若かった。

　その昔、どこかの国の間抜けな仙人が、川で洗濯をする女性の、ふくらはぎの白さに目を奪われて、雲から落っこちたという話を聞いたことがあるが、この時、僧兵が目にしたものは、ふくらはぎどころの騒ぎではない。


　至福!!



「こ、これっ。教主様のお部屋に、許しも乞わず駆け込むとは、な、なんという罰当たりな……！」

　あわてて後を追ってきたゲイルの側近のひとりが、床に倒れている僧兵の躰に蹴けつまづいて、ひっくり返った。

『我が人生に悔い無し！』

　僧兵は、笑った顔のまま気を失っていた。

「あああ、おろしたての僧衣に鼻血が……」

　側近の嘆なげく声が聞こえた。

　立ち上がることも忘れて、血のついた自分の僧衣（金糸の縫い取りのある豪ごう奢しやなシロモノだ）を、情けなさそーに見下ろしている。

　たちまち、ゲイルが、怒声を発した。

「騒々しい！　いったい何事だ!?」

「も、申し訳ございませぬ！」

　側近は、バッタのように跳ね起きて、言った。

「なにしろ、城内のしきたりもわきまえぬ、下げ賤せんの輩やからでして。目が覚めましたら、きっと厳罰に……」

「そうではない！　その者が報しらせてきた内容ことだ。──大変とは、何が大変なのだ？」

「え？」

　側近は、とたんにあやふやな顔つきになった。

「えーと……、それは、そのお……」

　目が泳いでいる。

　ゲイルのおでこのあたりに、×印の血管が、いくつも浮かびあがった。

　部屋の温度が、急に下がったように感じられた。

　血管をぴくぴくさせながら、ゲイルは、ぞっとするほど静かな口調で訊ねた。

「知らぬのか？」

　薄気味の悪い笑みが、口の端に浮かんでいる。

　見ていて、あまり愉快な表情ではない。

「事情わけも聞かずに、そのような者を、我が寝所に通したのだな？」

　側近は、自分が、ひどく危険な立場にいることに気がついた。

　幸せそうな顔をして、床に長々と伸びている僧兵の胸ぐらをつかむと、力まかせに揺さぶりながら、

「おい！　起きろ！　頼むから、起きてくれ！　起きんか、こら!!　いったい、何が大変なんだっ!?」

　僧兵の後頭部が、床にぶつかる音がリズミカルに響く。ごんごんごん。

「う～ん……。ピ……」ごんごんごん。

「ピ？」ごんごんごん。

「ピ……ピンクのにゅーりん……」ごんごんごん。

　一瞬、正気に戻った僧兵は、かろうじてそれだけ言うと、再び気を失った。ごんごんごん。

『にゅーりん』という音の羅列が、側近の頭の中で、『乳輪』という意味を結ぶまで、十秒ちょっとの時間が必要だった。カール・ルイスならば、百メートルを走り切って観客に手を振っている頃だ。

「カール・ルイスって誰？」

　素っ裸の女官が、ふと疑問を呈したが、それに答える者は、どこにもいなかった。

　部屋は完全に静まり返っていた。

　ごん。僧兵の後頭部が床に落ちて、やけに大げさな音を立てた。

　側近が手を離したのだ。

　その顔に浮かんでいるのは、どこか途方に暮れたような表情だ。

　──ダメだ、こりゃ。

　心の中で、側近は、そう呟つぶやいた。

　教主ゲイルの容赦のない性格については、よく知っていたからだ。

　側近は、何かに吸い寄せられるように、ゲイルを振り返った。

　ゲイルの顔から表情が消えている。

　側近の喉のど仏ぼとけが、ごくりと動いた。

「能なし？」

　と、ゲイルが呟いた。

　まるで、そこにはいない誰かに、同意を求めるみたいな口調だった。

　そして、そこにはいない誰かが、こう耳打ちした。

『能なし（きっぱり）』……と。

　側近の運命は、そのひと言で決まった。

　ゲイルの眼光が鋭さを増し、顎あごの先端に、くっきりと梅干しが浮き上がったのである。

　眉み間けんのタテじわも凄すさまじい。

　突然……

　側近は、息苦しさを覚えた。

　目に見えない壁を押し戻すような手つきをしながら、

「お、お許しを……」

　全ての単語を、息を吸い込みながら発音してるみたいな、異様にしわがれた声だ。

　見る間に顔色が変化していく。

　窒ちつ息そく性のチアノーゼ。──体中の細胞のひとつひとつが、酸素を求めて悲鳴をあげているのだ。

　側近は、喉のあたりをかきむしりながら、膝ひざからゆっくりと崩れ落ちた。

　目の前に迫った「死」そのものよりも、自分の身に、いったい何が起こっているのか、理解できないことに対する不安と恐怖が、側近の顔つきを、さらに凄せい惨さんなものに変えていた。

「死体を片づけさせろ」

　そっけなく命じた後で、ゲイルは、大きく肩で息をした。

　やや青ざめた皮膚に、うっすらと汗が光っている。

〈力〉を使った後は、いつもこうだ。

　消耗が激しい。

　特に、ゲイルのように太っていれば、心臓への負担も、相当のものだろう。

「教主様……？」

　女官の一人が、気遣わしげに声をかけた。

　ゲイルは、床に倒れて鼻血を流している伝令兵を、じっと見つめて動かない。

　──何が起こっている？

　真夏の入道雲のように、猜さい疑ぎ心しんがむくむくと頭をもたげてくる。

　不意に躰からだを震わせると、ゲイルは、大声で命じた。

「キリーを呼べ！」

「お呼びですか？」

　打てば響くとはこのことだろう。

　ゲイルは、飛び上がりこそしなかったが、片手で心臓のあたりを押さえながら（ドキドキドキドキ）、何か言いたげな顔つきで、キリーを振り返った。

　こんな時間にもかかわらず、服装には一分の隙もない。

　見上げた心がけである。

　キリーは、衛兵によって運び出される側近の死体を目で追いながら、

　──ふん。こんな隠し芸があったとはな……。やはり、ただのデブではなかったか。

　かすかに冷笑を浮かべた。

　その横で、ゲイルが何かわめいている。

「……ではないのか、軍師？──軍師!!　聞いておるのか!?」

　ず～っとわめいていたらしい。

「これは失礼をいたしました」

　キリーは、ゲイルに向き直ると、馬鹿丁寧にお辞儀をして、言った。

「我が君におかれましては、ご機嫌うるわしく、恐悦至極に……」

「ええ～い、挨あい拶さつなぞ、どうでもよい！」

　ゲイルは、両足で床を踏みならした。

　そのついでに、伝令兵の脇わき腹ばらを、ひとつ蹴け飛とばして、

「それよりも、これをいったいどう解釈する？　其その方ほうも軍師なら、何か軍師らしいひと言があってしかるべきだと思うが？」

　キリーは、ゲイルのセリフに含まれた皮肉には気づかないふりをして、

「もちろんでございます」

　余裕たっぷりにうなずいてみせた。

「国の大だい事じを、軍師が知らずして何といたしましょう」

「国の、大事……？」

　虚を突かれたような表情で、ゲイルが、キリーを見つめ返した。

　その瞬間である。

　まるで、誰かがタイミングを計っていたかのように、窓に閃せん光こうが走った。

　続いて、何やら剣けん吞のんな地響きも……。

　キリーは、窓の外に視線を移すと、空の色から夜明けが近いことを確認して、

「払ふつ暁ぎようの奇襲は、太陽を背に行うのが軍略の基本。──まずは、定石通りということか……」

「な、な、何を言っておる。きっ、奇襲じゃと？　いったい誰が、そのような……？」

「ドーセットなき今、我が君に背かんとする不届き者は、一人しかおりますまい」

「まさか、ロンバルディが？　ばっ、馬鹿な……。彼あ奴やつの小娘は、今、我が領内におるのだぞ？」

「ロンバルディ王は、絶好の機会と考えるでしょうな。──その小娘ひとりのために、我が軍は、大半が城を出ておりますれば」

「お、お、お……!!」

　ゲイルは、今にも卒倒しそうな顔つきで、口をパクつかせた。

　まともなセリフは出てこない。

　再び、地響き。

　今度は、はっきりと何かの爆発音だとわかる。

　近づいているのだ。

　城中も騒がしくなってきた。

　僧兵どもが、わけもわからず右往左往しているのだろう。

　キリーは、ゲイルの驚きよう愕がくぶりを、たっぷりと堪能した後で、言った。

「どうか、お心安らかに。すでに手は打ってござる」

「そ、そうか。──さすが軍師殿じゃ。それを聞いて安心したぞ」

「ありがたき幸せ」

　──樽たるの中の魚を撃つようなもんだ。

　上品に一いち揖ゆうしてみせながら、キリーは、ひそかにほくそ笑んだ。

　キリーが、どういう手を打ったのか知ったら、この男ゲイルは、一体どんなまぬけ面づらをして驚くのだろう？

　──その顔を見て笑ってやれないのが、この計画の、唯一の欠点かもしれん。

　キリーは、しかし、そのことを別に残念とは思わなかった。

　他人ひとの生命いのちならまだしも、策に己の生命を賭かける気など、最初からなかったからだ。

　次第に大きくなる城中の騒ぎを耳にしながら、キリーは、ふと瞑めい目もくした。

　いずれにせよ、賽さいは投げられたのだ。

　吉と出るか、凶と出るか……。

　しかし、どちらに転んでも、胴元は決して損はしないようにできている。

　賭かけに勝つコツはそれだ。

　そして、キリーは、勝たねばならなかった。

　名門の血。

　没落した家系。

　ジャールートでの惨みじめな生活。

　思い出したくもない、そういった過去の一切が、今でも大声で、キリーに勝つことを強制し続けていたからだ。

「火の手が見えます！」

　誰かの叫び声が聞こえた。

　城じよう郭かくの内側。町屋が建ち並ぶあたりから、盛んに火の粉が上がっている。

　ロンバルディの先せん鋒ぽう隊たいが、外門の攻略に成功したのだろう。

　何も驚くには当たらない。

　ちゃんと手は打ってあったのだから、成功するのは当然のことだ。

　だが、城門は、まだ中門、内門と残っている。

　同じ速度を維持して、城の中核に殺到できるか。その前に背後を断たれて、袋包みに殲せん滅めつを受けるか。

　賽子さいころは回り続け、どちらに転ぶとも未だ知れず、神も決断を下しかねていた。





５　暁に死す






　夜は急速に明けつつある。

「ええい。先鋒隊からの連絡は、まだ来ぬのかっ!?」

　ウェンゲンの東方、二十公哩の位置に、ひそかに陣を張るロンバルディ主力。

　その中軍にあって、先ほどからイライラと歩き回っているのは、ロンバルディの王、ランス２世その人である。

『ゲイルの首をこの手で取る、またとない好機。──国で、じっとしてなど、おられぬわ!!』

　重臣たちの反対を一いつ蹴しゆうして親しん征せいを決意。

　全軍から選えりすぐった精鋭を引き連れて、はるばるここまでやって来たのである。

　一時は、先鋒隊を陣頭指揮すると言い張っていたのだが、老臣のひとりが腹を切って、それだけは何とか思いとどまらせた。

　もともと血の気が多い上に、癇かん癪しやく持ちのため、お守りをする側も命がけである。

　まことにご苦労様と言うしかない。

「まだか、まだか、まだか、まだか、まだか、まだか」

　ランスは、剣を引き抜いて、振り回し始めた。

　こうしている間にも、先鋒隊の誰かが、ゲイルの首を刎はねてしまうのではないかと思うと、居ても立ってもいられないのである。

　妙な手て応ごたえを感じて、ふと足元を見ると、さっきまで脇わきに控えていた当番兵の首が、ころりと転がっているではないか。

　ランスの目の前に、血の色をしたカーテンが、すう～っと降りてくる。

　血圧３００。

　理不尽な怒りが、もりもりと湧きあがってきた。

「うぬぬぬぬ……。こっ、この不ふ埒らち者もの!!　余に何の断りもなく、首を落っことすとは言語道断！　拾え！　拾って、そこに直れ！　あらためて余が手討ちにしてくれる!!」

　普通、死体は、自分の首を拾って、そこに直ったりはしないものだ。

　当番兵の死体も、そうだった。

　血圧６０００（笑）。

「ぅお～のぉ～るぇ～。余に逆らうか、貴っ様ぁ～～っっ!!」

　完全に常軌を逸している。

　しばらく放って置いて、この先、どうなるのか、成り行きを見てみたい気も（ちょっと）するのだが、残念ながら、邪魔が入った。

「わははははは。──相変わらず、わがままなことを言っておるな。王！」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな大声。

　剣を手にしたランスを、『王』と呼び捨てにして憚はばからぬ神経。

　百年前から「このまんま」で、百年後も、やっぱり「このまんま」としか思えない、怪異な風ふう貌ぼう。

　生命維持装置をも兼ねる浮揚式の自走椅子モビルチエアに、瘦やせこけた躰からだを固定した、その人の名は……。

「仔細わけあって、匿名希望ぢゃ」

　わははははは。

　謎の老人は、喉のどちんこを見せて、豪快に笑った。

　ランスは、苦虫をかみつぶしたような顔で、老人を振り返った。

　血圧90。

　たいていの人間がそうであるように、ランスも、この老人が苦手だった。

　──何食ってりゃ、そんなに元気なんだ？　このじじいは。

　まさにそれは、ん十年後に、キリーが思い浮かべることになるのと、全く同じ疑問だった。

「これは、博士……」

　ランスは、形ばかりの礼を執って（嫌々ながら）、言った。

「かような場所に、いったい何用でござる？　さては、我が軍の勝利を、見届けに参られたのかな？」

「ふん。戦いくさなんぞ、阿呆のすることよ。──どっちが勝とうが、知ったことではないわい」

　博士と呼ばれた老人は、王と、そのまわりに居並ぶ武将たちを眺め回して、そんな嫌味を言った。

　──ううう。憎たらしい。

　ランスの血圧が、じわりと上昇する。

　ひとまとめに「阿呆」呼ばわりされた、他の武将たちも、いい面の皮だ。

　老人は、しかし、そんなことを気にかける様子は、これっぽっちもない。

　あくまでもマイペースで、ランスの背後に置かれた巨大な鎧に近づくと、「どれどれ」とか言いながら、その内部を覗のぞき込んだ。

　ロンバルディ家に代々伝わる、戦闘用強化外骨格。〈ガイダル〉である。

　もちろん、現存するのは、これ一機のみ。

　仰々しい装飾を施された〈ガイダル〉は、ロンバルディ家の当主が戦場に赴おもむく時だけ、城の宝物庫から引き出されるのだ。

　老人は、〈ガイダル〉の操作レバーを、がちゃがちゃ動かしながら、

「なんじゃ、主メイン動力は『蒸気機関』か？　操作系はどうなっとる？　──なんとまあ、まだ、こんな旧式を使っとるのか？　遅れとるのお」

「やめろ！　それは……!!」


　ちゅど～ん



　お約束通り。

〈ガイダル〉のショルダーランチャーから発射された短射程のロケット弾は、味方の陣地に着弾し、あたり一面を、ドリフのコント状態に陥おとしいれた。

　たまったものではない。

　ランスも、思わず声を荒げて、

「〇〇〇〇〇～ッ!!　貴様、いったい何を……!?」

　今にも、老人につかみかからんばかりの形相だ。

　しかし、老人は、平然としたもので、

「そんな伏せ字で呼んだって聞こえんよ」

　のんきに耳の穴なんぞほじっている。

「それよりも、わしの試作品はどうなっておる？　そろそろ〈タイムリミット〉も近いことだし、その前に、データだけでも回収せんとのう。──なにせ貴重な研究の成果じゃ。本来なら、こんな下らない戦の駆け引きに使うなんぞ、もっての外ほかなんじゃが、まあ、王あんたの顔を立てて、特別に許可してやったんじゃ。──まさか忘れたわけではあるまいの？」

　これ以上はないってくらい、恩着せがましい態度だ。

「うぐぐぐぐ（こめかみから血がぴゅー）」

　ランスは、今世紀最大の奇跡とも言える自制心を発揮して、言った。

「そ、そのことならば、我が軍が責任を持って〈回収〉に努めるゆえ、博士には、城でゆるりとお待ちいただくよう、何度も申し上げたはず……」

「おう、そうじゃったかの？　どうも歳を取ると、物忘れが激しゅうなってな」

　そう言って老人は、わざとらしい笑い声を立てた。

　──くそじじい。

　ランスは、歯ぎしりした。

　──この、くたばり損ないの因業じじい！　貴様の研究とやらが完成して、余が不老不死となった暁には、その皺しわ首くび、この手で引きちぎってやるから、そう思え!!

「ええい！　いつまで待たせるつもりだ!?」

　怒りのはけ口を求めて、ランスは、配下の武将たちを睨にらみつけた。

　誰のでもいい。二つ、三つ、首をちょん切ってやりたい気分だったのだ。（迷惑）

「お、恐れながら、陛下。い、今しばらくのご辛抱を」

「精鋭とは申せ、お味方は無勢でございますぞ」

「間もなく、先鋒隊からの連絡も入るものと思われますれば……」

　この結果、三人の参謀が命を落とした。

　ランスは、目をつり上げて叫んだ。

「構わん！　全軍に進撃命令を伝えよ！　一歩でも退ひく者あらば斬きれっ!!」

　狂気の沙さ汰た。

　それ以外の何物でもない。

　しかし、戦場とは、もともとそういう場所なのだ。

　時には〈狂気〉こそが求められることもある。

　そして、今がまさにその〈時〉だった。

　図らずも、ランスの判断は、戦機を捉とらえていたのである。（ただひとつのことを除いて）

　ロンバルディ軍主力は、ランスの駆る〈ガイダル〉を中心に、一斉に進撃を開始した。




　　　　＊




「朝っぱらから、やけに騒がしいな」

　冷や飯に味み噌そ汁しるをぶっかけながら、のんびりと呟つぶやいてみる。

　そんな荒野の、平和な朝の一幕である。

　──あああ。またもや、そのような下げ賤せんな食事ものを……。

　ジェニングスの嘆きをよそに、クレアは朝から食欲旺盛であった。

　見よう見まねで、（ヴァルマーと同じ）味噌汁ご飯にトライしながら、

「爺じいも食してみよ。これはこれで、なかなかいけるぞ、うん」

「ひ、姫～～……」

　宮廷では、もちろん、このような食事の作法は教えていない。クレアが『サンマは目黒に限る』などと言い出す前に、なんとしても、ロンバルディに連れて帰らねば……。

　わけのわからない焦燥感に駆り立てられたジェニングスは、ヴァルマーの胸ぐらをつかむと、涙目になって訴えた。

「ヴァルマー殿！　ヴァルマー殿!!　食事は、もう十分でござろう？　それよりも、日が高うなる前に、一刻も早く姫を国くに境ざかいへ!!」

「……？」

　ヴァルマーは、珍しい生き物でも見るような目つきで、ジェニングスを見つめている。

　何を考えているのか、その表情から読みとることは不可能だった。

　──聞いておるのか、いないのか!?

　じれったくなったジェニングスが、もう一度、口を開きかけた時。

　ヴァルマーが、不意に箸はしを置いて、立ち上がった。

　手には大おお鉞まさかり。

「な、な、何を……っ!?」

　次の瞬間。

　平和な朝の一幕は、戦場と化した。

　いや。──正確には、戦場が向こうから押しかけて来たのだ。

「貴様らを朝メシに招待した覚えはない！」

　ヴァルマーは、大鉞を十文字に振り回した。

　どこの誰とも知れぬ兵士たちの首が、ポンポンと景気よく宙に飛ぶ。

　ジェニングスが叫んだ。

「こっ、これは、いったい何事でござる!?」

　ヴァルマーの答えは、ヴァルマーの人生と同じく、実に明解だった。

「知らん！」

「し、知らんって、そんな……」

　ジェニングスは、呆あきれ果てて、口をパクパクさせた。

　あまりのことに言葉が出てこないのだ。

　ヴァルマーの周囲に、驚異的な早さで築かれていく死体の山。

　その様子を、ただ茫ぼう然ぜんと眺めていたジェニングスだったが、突然、

「お、お、お、おおおおおおおおおぉぉぉ……っっ!?」

　顔色を変えて、ヴァルマーの腕にしがみついてきた。

「なんだ、爺さん。邪魔だ。離れてろ」

「お、お味方でござる！」

「味方？　ああ、助太刀のことか？　いらんいらん。──そんなことより、味み噌そ汁しるの鍋なべを……」

　味噌汁の鍋を、どうしろと言いかけたのだろう？　ヴァルマーのセリフは、そこで、ぴたりと止まってしまった。

　兵士たちの叫び声も、馬ば蹄ていの響きも、ことごとく宇宙から遠ざかり、音を失った戦場の風景だけが、まるでサイレント映画の一場面のように、ヴァルマーの背後に映し出されている。──そんな奇妙な一瞬が、確実に存在し、そして確実に過ぎ去った。

　ヴァルマーは、言った。

「なんだって？」

「お味方でござる！」

　ジェニングスは、くり返した。

　足元に転がっている兵士を指さして、

「この旗印。この紋所。──ロンバルディのものに間違いござらん!!」

「じゃあ、知らぬ間に、国境を越えてたのか？」

「いや、それは……」

　と、ジェニングスは言葉を濁にごした。

　兵士たちの様子は、あきらかに普通ではなかったからだ。

　皆、死にもの狂いの形相で走っている。ある一定の方角へ……。

　どうやら、ヴァルマーたちの存在も眼中にはないらしい。

　──まるで、何かに追われているような……？

　ヴァルマーは、遠く兵士たちの背後に目をやり、その何かを発見した。

　人の背丈の三倍はあろうかという、異形の怪物……それが、大だい音おん声じようで『進め～っ!!　退く者は死刑じゃ～～っっ!!』と怒鳴りながら迫って来るのだ。

　両肩から高々と伸びた二本の排気管が、朝日を浴びてオレンジ色に輝いている。

　その右腕には、異様な光こう芒ぼうを帯びた長剣が握られ、怪物が大きく一歩を踏み出すごとに、主脚関節部分の安全弁が、大量の水蒸気を吐き出した。

　性能はともかく、迫力だけはすごい。

「なんだ、ありゃ」

　めったに物に動じることのないヴァルマーも、さすがに茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　いわゆる〈動力装甲服パワードスーツ〉を見るのは、これが初めてだったからだ。

　その時、ジェニングスの、驚きに満ちた声が聞こえた。

「あ、あ、あれは、陛下の〈ガイダル〉……!!」

「がいだる？」

「当家の家宝にして、守り本尊。──〈伝でん国こく蓋がい世せいの鎧よろい〉でござる」

「あれが、鎧？」

　だとすると、その中身は……？

　ヴァルマーは、素朴な疑問を口にした。

「──ロンバルディの王家は、巨人族の末まつ裔えいか？」

「そうではござらん」

　ジェニングスは、〈ガイダル〉が、どういうものかを、ヴァルマーにもわかるように、簡単に説明してみせた。

「ううむ。すごいな」

　ヴァルマーは、単純に感心して言った。

「着る戦車か。──そいつを大量生産すれば、どんな戦いくさにも勝てるぞ！」

　しかし、ジェニングスの反応は違っていた。

「なんという罰当たりなことを!!」

　と、ジェニングスは息巻いた。

「〈ガイダル〉は神の手になる物。──断じて、人が造り得る物などではござらぬ!!」

　青筋を立てて力りきみ返っている老人の顔を眺めながら、ヴァルマーは、胸の内で呟つぶやいた。

　──そうかな？




〈機〉は敬して此これを祀まつる。──ジェニングスの考え方は、当時としては（いや、ヴァルマーが帝国を築き上げた後ですら）、ごく当たり前の反応だった。

　ただ、このヴァルマーという男。──世間一般の『当たり前』が、おいそれと通用するほど、常識的な人間ではなかったのである。

　世界のあちらこちらに散見される、超古代文明の残ざん滓しも、元はと言えば、人間が造り上げたものだ。もちろん、今や、その原理も製法も失われ、一度壊れてしまえば、修理することもできない。

　しかし、試みることぐらいは、許されてもいいのではないか？

　それだけの価値はあるのではないか？

　答えは、歴史が証明している。

　──余談ながら、後にヴァルマーが、その蛮勇と非常識で、人生の頂点を極めた時、ヴァルマー以上に非常識で無謀な一少女の手によって、あえなく落命するのも、また歴史の皮肉というものなのかもしれない……。（しみじみ）










「しみじみしてる場合ではござらぬぞ、ヴァルマー殿！　ここで陛下の軍勢と行き遭おうたのも天の采配。おそらくは、姫の身を案じられた陛下が、御おん自みずから救出に参られたものでござろう。有り難や有り難や。──ささ、早はよう姫さまを陛下の元へお連れせねば」

「ちょっと待て。どう見たって、こりゃあ〈救出〉って感じじゃねえぞ」

　ヴァルマーは、ふと気になって、ロンバルディの軍勢が、一体どこへ向かっているのか、その進行方向を肩越しに振り返ってみた。

「ああ？」

　ヴァルマーの顎あごが落っこちる音が、世界中に轟とどろき渡った。

　驚くべき近さに、ウェンゲンの城が、そびえ立っていたのである。

　──しまった。

　どこかで道を間違えたのだ。

　いや。間違えたなんてものではない。

　事ここに至って、本人も初めて気がついたのだが、そもそもヴァルマーは、ロンバルディへの道なんぞ最初はなっから知っちゃいなかったのだ。

「ううむ。迂う闊かつだった！」

　迂闊すぎるわ!!

　ジェニングスが真相を知ったら、きっとそう言って『つっこみ』を入れたことだろう。

　だが、ジェニングスは、味方の軍勢と出会えたことに夢中で、他のことは目に入らなくなっていた。

「おお、陛下！　よくぞこの場所がおわかりに……。これも御み仏ほとけのお導きか……」

「馬鹿、今出るな。──連中は姫さんを捜しに来たんじゃねえ！　こいつは正真正銘の〈戦争〉だ!!　うろうろしてると踏み殺されるぞ！」

　ふらふら歩き出したジェニングスの襟えり首くびをつかんで引き戻しながら、ヴァルマーは言った。これまでにも、数多あまたの戦場で、そんな例ケースを幾度となく見てきたからだ。まして、ロンバルディ軍の中心には、あの巨大な〈ガイダル〉がいる。

　しかし、

「心配ご無用でござる。──姫さまが、ここに在おわすことさえわかれば……」

　ジェニングスは、自信満々でそう応えると、ヴァルマーが止めるのも聞かず、兵の流れに逆らって駆け出して行った。

『しばらく！　しばらくお待ちくだされ!!　陛下！　ジェニングスめにございまする！　どうか、しばらくのお止とどまりを！　陛下！　陛下!!』

　ヴァルマーがジェニングスの声を聞いたのは、それが最後となった。

　直後。

　どどどどどどどどどど……!!

　ヴァルマーの頭上を、〈ガイダル〉が、そしてロンバルディ軍の中核が、嵐のように通過して行った。

「あの馬鹿たれが……」

　土煙の下からやっと顔を上げたヴァルマーは、口の中の泥を吐き出しながら、小さく毒づいた。

　爺さんの愚直な人柄が、少し好きになりかけていただけに、よけい腹立たしかったのである。

　その時、不意に、

「うう……ん」

　ヴァルマーの腕の下で、クレアが身動きした。

　ヴァルマーに、その記憶はなかったが、どうやら、とっさに自分の躰からだでクレアを庇かばったらしい。無意識に躰が動いたということか。

　いずれにしても、自分以外の誰かを庇うなど、ヴァルマーにとっては、初めての経験だった。

「おい。姫さん。大丈夫か？」

　いささかうろたえながら、ヴァルマーはクレアから躰を離した。

　クレアは目を閉じて、ぐったりしている。

「どこか踏まれたのか？　おい、しっかりしろ」

　ヴァルマーは、馴れない手つきでクレアを抱き起こすと、その頰ほおを軽く叩たたいた。

　そして、指先に触れた肌の冷たさに、はっとなった。

　──こいつは尋じん常じようじゃねえ。

　ヴァルマーの直感が、そう告げていた。

　クレアの呼吸は浅く、速い。

　心臓の鼓動は、いつ止まっても不思議ではないほどに、弱々しかった。

　──まさか、味噌汁に当たったんじゃ……？

　思わず、下らないことを考えた。

「父上……？」

「おっ、気がついたか？」

　ヴァルマーが覗のぞき込むと、クレアは、朧けむるような瞳ひとみを開いて、ふと微笑んだ。幼おさな子ごを連想させるような、透明で無む垢くな微笑だった。

「なぁんだ、ヴァルマー殿か……」

「なんだで悪かったな！　一体どうしたってんだ!?　頭でも打ったのか？」

　クレアは、かすかに首を振ると、安心しきったような表情で、再び瞼まぶたを閉じた。

「よかった……」

「おい！　ちょっと待て。ちっともよかーねーぞ。目を開けろ、こら！」

　原因はさっぱりわからなかったが、クレアの体内で、何らかの異変が起きていることだけは確かだった。──それも、生命に関わる、重大な異変が……。

「くそ」

　ヴァルマーは、口をへの字に結んで、虚空を睨にらみつけた。

　──どうすればいい？

　考えろ！　こん畜生!!

　ジェニングスの言葉が正しければ、あの〈ガイダル〉とかいうバケモノを操縦しているのは、クレアの父親のはずだ。（当たり）

　ところが、その父親は、戦争の真っ最中で、すっかり頭に血が昇っている。（当たり）

　実の娘の存在さえ目に入らないほどに。（当たり？）

　ヴァルマーは、今や完全なる修羅場と化したウェンゲンの城に目をやった。




〈ガイダル〉大暴れ。

「当たり……」

　ヴァルマーは、重いため息をついた。

　あの様子では、娘どころか自分の母親がそこにいたって気がつかないだろう。（まして、それがジェニングスだったりしたら、なおさらのことである）

　ヴァルマーは、腹を決めた。

　どうやら、クレアの父親をこちらに振り向かせる手段は、ひとつしかなさそうだった。

　──戦争をやめさせる！

　それも、今すぐにだ。

　だが、どうやって？

　ここでもまた、ヴァルマーは、ただひとつの方法しか思いつけなかった。

　ロンバルディ側の兵力は、およそ一万。

　対する守備側は、僧兵を中心に、その三倍から四倍。

　両軍を合わせて約五万。

　五万！

　ヴァルマーは、これまでに数百人もの血を吸ってきた大おお鉞まさかりを手に取ると、軽くひと振りして立ち上がった。

　新記録が生まれそうな予感がした。





６　焦土






「おおお、燃える……。燃える」

　容よう赦しやなく破壊されていく城下の町並みを見おろしながら、ゲイルは、うわ言のように呟つぶやいた。

　数の上では圧倒的優位に立つウェンゲンの守備隊も、士気と練度において、ロンバルディ軍とは雲泥の開きがあった。

　もともと僧兵の指揮官は、教団内の序列に従って任命されただけの「飾り物」だ。戦いについては素人同然。組織的な迎撃など、望むべくもない。

　一方、敵地にあって、どこにも逃げ場を持たぬロンバルディ軍は、皆、死にもの狂いで戦った。──いや。戦わざるを得なかった。

（退く者は死刑じゃ～～っっ!!）

　この違いは大きい。

　そして、何よりも、キリーの策謀によって、先遣隊がやすやすと城内に侵入できたことが、戦況に決定的とも言える影響を与えた。

　──これで、またひとつ〈貸し〉ということですな。ロンバルディ王。

　ゲイルのかたわらで、ゲイルと同じ光景を目にしながら、キリーは、半年前、ロンバルディの館やかたで、ランス２世と交わした〈密約〉のことを考えていた。

『一年以内にドーセット、ウェンゲンの二国を献上してみせましょう』

　その数日後、キリーは、似たようなセリフを、ゲイルの前でも口にしていた。

　キリーにとっては、どちらが生き残っても同じことだったからだ。──いずれ自分の物となる国ならば、大きい方がいい。

　しばらくは宰相として内政の充実に努め、頃合いを見計らって実権を奪う。

　完璧な人生設計である。

　キリーの瞳ひとみは、燃えさかる炎の中に、一歩先の未来を見つめ、陰気に輝いていた。

　そして今、戦いの趨すう勢せいは、急速にロンバルディ側に傾きつつあるようだった。

　──そろそろ潮時だな。

　このままゲイルのそばにいると、いつ巻き添えを食わないとも限らない。

　キリーは、ゲイルの前に進み出ると、もっともらしい顔をして言った。

「どうか、それがしに出陣をお命じください。──僧兵どもを指揮し、敵をたちどころに蹴け散ちらしてご覧にいれましょう」

「あ、あかん……」

「は？」

「こらあかん。えらいこっちゃ」

　どうやら、キリーの言葉も耳に入らなかったらしい。ゲイルは、虚うつろな目をしたまま、突然、わけのわからない方言を喋しやべり出した。

「れ、礼拝堂や。こうなったらもう、礼拝堂へ行って、神さんにおすがりするしかあらへん」

　──錯乱したか。

　無理もない。キリーは冷たくそう考えた。

　だが、そうではなかった。

「ほれほれ。軍師せんせいも早はよう」

　意外としっかりした声が聞こえたかと思うと、次の瞬間には、ゲイルの身辺警護にあたる小姓衆（美少年ぞろい）に取り囲まれ、そのまま礼拝堂へ……。

　口を挟はさむ暇いとまもない、問答無用の場面転換であった。

「こ、ここは……？」

　キリーは、茫ぼう然ぜんとあたりを見回した。

　東洋的な装飾を施された大だい伽が藍らんである。

　祭壇の中央には、ひときわ巨大な神の偶像が、天井に頭を接するように、そびえ立っていた。

「我が教団の御神体。〈阿あ號ごう〉様でござる」

　小姓の一人が、祭壇に一礼しながら、キリーに囁ささやいた。

「御神体ねえ……」

　キリーは、腹の中で嘲笑わらっていた。

　御神体が、〇ルトラマンの恰かつ好こうをしていたからでは、ない。

　もともと、宗教には興味を持てないタイプの人間なのだ。

　──下らん。こんなものに祈りを捧げて、いったい何の役に立つというのだ？

　旧世界の禍まがつ神かみを模したその偶像は、多た面めん多た臂ひ……複数の顔（忿ふん怒ぬ相そう）を持ち、数十本はありそうな腕のそれぞれに、剣や鉾ほこといった物騒な得物を握っていた。

　見るからに怖ろしげな外観だが、キリーは何の感銘も受けなかった。

　──こけ威おどしの張りぼて。

　キリーは、一瞬で興味を失った。

　そんなものよりも、キリーには、他にもっと気がかりなことがあったからだ。

　伽藍の外からは、激しい戦闘の音が、次第にその大きさを増しながら伝わってくる。

　ロンバルディの攻撃は、予想以上の速さで展開されているようだ。

　敵兵が、ここを見つけるのも、もはや時間の問題と思われた。

〈密約〉は、ロンバルディ王個人と交わした物。──最前線で戦う兵士たちの知るところではない。彼らの目にキリーがどう映るか……。答えは明白である。

　一刻も早く、この場を離れなくては。

　伽藍には、戦況不利を聞きつけた教団の主だった者たちが、徐々に集まり始めている。

　抜け出すなら今だ。

　ゆっくりと回れ右をしたキリーの耳に、その時、こんなセリフが飛び込んできた。

「御神体が動くのは百二十年ぶり。──『バレンタインの大法難』以来のことじゃ」

「有り難や、有り難や」

　──御神体が、動く？

　キリーは、思わず足を止めた。

　──あの張りぼてが？

　振り返って見ると、祈りを捧げる信徒の列から、ひとりゲイルが進み出て、祭壇に近づいて行くところだった。

　と、不意に。

　御神体の内部から、虻あぶが飛ぶような奇妙な発振音が聞こえてきた。

　ゲイルの接近に反応して、御神体のシステムが起動したのである。

　全身が漆黒に覆われた御神体。

　その額の中央に刻まれた縦長の豎じゆ眼がんが、ゆっくりと意味ありげに開き、淡いオレンジ色の光を放ち始める。

　やがて、伽藍に堂々たるバリトンが響き渡った。

『汝なんじ、後継者たる証あかしを我に示せ』

　ゲイルは、ためらうことなく御神体に向かって行き、その内部に、吸い込まれるように消えた。

　その直後である。

　伽藍に集まった信徒たちの間に、大きなどよめきが広がった。

　光オーラだ。

　陽炎かげろうのようにゆらめく不思議な輝きが、御神体のまわりに、突如、出現したのである。

　角度によって、それは、御神体が光の輪を背負っているようにも見えた。

「迦か楼る羅らの炎ひじゃ」

　キリーのすぐ近くにいた爺さんが、恍こう惚こつとした表情で御神体を見上げながら言った。

　迦楼羅の炎。──一般に『後ご光こう』とか『光こう背はい』と呼ばれる現象で、肉体からオーバーフローした〈気〉が、目に見える形を取ったものと言われている。

　しかし、それがなぜ、こんな張りぼてから？

「ま、まさか……」

　と、キリーは呟いた。

　その『まさか』だった。




　　　　＊




　ウェンゲンの最終兵器〈阿あ號ごう〉は、搭乗者を選ぶ。

〈阿號〉と精神を重ねることができるのは、限られた種類の人間だけだからだ。（搭乗者の神経回路に直接リンクするマン／マシン・インターフェイスによって、〈阿號〉の眼は搭乗者の眼となり、〈阿號〉の腕は搭乗者の腕となる。──すなわち、搭乗者は、文字通り、〈阿號〉になるのである。また、そうなってこそ、〈阿號〉の超絶的な戦闘力も、十全に発揮される）

　そして、ゲイルの一族は、生まれつきその種の能力に秀でた人材を、（人格はともかく）数多く輩出してきた。

『後継者』とは、つまり、そういうことだ。

　今や、完全に〈阿號〉と一体となったゲイルは、自分自身が『巨神』に変身したかのような、異様な高揚感に襲われていた。

　遠く足元のあたりで、ちっぽけな生き物たち（その中には、当然キリーも含まれていた）が、〈阿號＝ゲイル〉を見上げて騒いでいる。床にひれ伏し、必死で祈りの言葉を唱える者も少なくない。

『虫けらども……』

　ごく自然に、そのセリフが口をついて出た。

　体中に、得体の知れないエネルギーが、満ちあふれているのだ。

　不可能なことなど何もない。

　無敵モードである。

『矢でも鉄砲でも、持って来～い！』

〈阿號＝ゲイル〉は、叫んだ。

　御神体を取り巻く迦楼羅の炎が、爆発的に輝きを増す。

　ゲイルの〈気〉が、ふくれ上がったのだ。

　そのエネルギーは、〈阿號〉によって機械的にブーストされ、結果、伽藍の上部構造物（屋根と、壁の大半）が、粉々になって吹き飛んだ。

　下にいた敬けい虔けんな信徒たちには、いい迷惑である。

　しかし、そんなことは、ゲイルの知ったことではなかった。

　ゲイルは〈阿號〉だからだ。

　こうなると、もはや、酔っぱらいオヤジと何ら変わらない。

　突然手に入れた強大な〈力〉に、ゲイルは、たしかに酔っていたのである。

　言い伝えにはあったものの、ゲイルとて、御神体を動かすのは、これが初めての経験だったからだ。

　伽藍が崩れ落ちると、赤外線の領域だけでなく、可視光線の波長帯でも、ロンバルディ軍の姿をその視界に捉えることが出来るようになった。

　ウェンゲンの城まちを蚕食する害虫の群れだ。

　そして、中でも、ひときわ目を引くのは、最大の赤外線源。

〈ガイダル〉であった。

『それ～っ！　敵は総崩れじゃ～っっ!!　焼け！　殺せ！　ウェンゲンの坊主どもは、一人も生かしておくな!!』

　立派な戦いくさっぷりと言えよう。

　──おのれ、ロンバルディ。

〈阿號＝ゲイル〉は、数十本の腕をわさわさ動かしながら、〈ガイダル〉に向けて最初の一歩を踏み出した。

『ひねりつぶしちゃる！』

　その一歩で、かろうじて形をとどめていた伽藍の残りの部分も、完全に崩壊した。

「馬鹿ったれ～っ！　でっかい図体して、うかつに動き回るんじゃねえ!!」

　日頃の怜れい悧りな仮面もどこへやら。

　落下物から必死で逃げ回りながら、キリーが大声でわめいた。

　と……。

　まるで、その声が届いたかのように、〈阿號＝ゲイル〉が、ぴたりと動きを止めた。

「？」

　半分おびえたような、けげんな顔つきで見上げるキリーの目の前で、〈阿號＝ゲイル〉は、奇妙な振る舞いを始めた。

　それは、例えて言うならば『千手観音の阿波踊り』であった。

　剣を持つ腕。

　鉾ほこを持つ腕。

　斧おのを持つ腕。

　鎚つちを持つ腕。

　数十本の腕が、それぞれ、でたらめな動きをしているのだ。

　そして、〈阿號＝ゲイル〉は、ついにこう叫んだ。

『うおおおおっっ。どれがどの手やら、さっぱりわからん～～っ!!』

　次の瞬間。

　剣を握っていた腕の一本が、すっぱりと、〈阿號＝ゲイル〉の頭部を切断した。

「ま、まさか……」

　と、キリーは再び呟つぶやいた。

　続ぞく、その『まさか』だった。




　　　　＊




「遅かったか！」

　ウェンゲンの城を望む小高い丘の上で、カンネーが血を吐くような声で言った。

〈阿號＝ゲイル〉が、城の半分を道連れにして自爆する光景を、目まのあたりにしたのである。

　レナードの顔からも、さすがに血の気が失せている。

　しかし、その時、レナードの感情を支配していたのは、恐怖でも失望でもなかった。

　憤いきどおりである。

　殺意にも似た激しい憤りが、レナードの顔色を蒼そう白はくなものへと変化させていたのだ。

　レナードは、馬上から、石のような視線を神聖武官に投げかけた。

　神聖武官と、その従者たち（なんと百名近くもいた）は、それぞれ後ろ手に縛しばり上げられ、地べたにへたりこんでいる。──どうやら道中で一ひと悶もん着ちやくあったらしく、神聖武官の口には猿さる轡ぐつわが、そして、従者の中にはケガをしている者もいた。

「軍監殿」

　と、レナードは、静かに呼びかけた。

「ご覧になられたか？　我らの行動は謀む反ほんにあらず。かような事態を防ぐために、あえて教主様の命に背いて引き返して来たのじゃ。──貴殿の協力さえ得られていたならば、あるいは間に合っていたやも知れぬが……」

　抑制のきいた声でそう言うと、レナードは、部下の一人に合図を送って、神聖武官のいましめを解かせた。

「ふ、ふざけるな、下郎！」

　屈辱で顔を真っ赤にしながら、神聖武官は、自みずから猿轡をむしり取った。

「貴様らが、さっさとロンバルディの姫を捕らえておれば、こんなことにはならなかったわ！　それを、事もあろうに、このわしの咎とがの如く言い立てるとは、盗ぬすつ人と猛たけ々だけしいにも程がある！　断じて許すことはできん！　帰国した後のちは、審問会に掛けて、きっと厳しく断罪してくれるから、左様覚悟しておけ!!」

「何だと、この野郎！」

　とたんに、カンネーが激発した。

　神聖武官の胸ぐらをつかむと、片手で軽々と吊つり上げて、

「審問会だぁ？　笑わせるんじゃねぇっ！　そんなこけ威しが、まだ通用するとでも思ってやがるのか!!」

　今にも相手を食い殺さんばかりの剣幕である。

　いや、実際にそうしたところで、止める者は誰もいなかっただろう。

　騎士団のお目付役。虎の威いを借る狐。何かというと教団の権威を振りかざし、決して前線には立たず、そのくせ、戦功の奏上に際しては賄わい賂ろを要求する。最低のクズ野郎。──騎士団の誰もが抱いている感情を、カンネーは代弁していたからだ。

　レナードも、あえて止めるつもりはないらしい。

　カンネーの腕の先で、じたばたもがいている神聖武官を冷ややかに見つめて、

「まだ、事態が、おわかりになっておらんようですな。すでに勝敗は決し申した。我らには、もはや帰るべき国はござらん。──されど……」と、レナードは、黒煙を上げ続けている城に目をやり、おのれに言い聞かすような口調で、きっぱりとこう言った。「奴らを、このままロンバルディへ帰すつもりも、毛頭ござらん」

「若殿……！」

　カンネーは、神聖武官を（文字通り）投げ捨てて、レナードに向き直った。

　もの問いたげな視線である。

　レナードは、かすかなうなずきをもって、それに応えた。

「我ら騎士団の面目にかけて、あの城を、ロンバルディの墓標としてくれる！」

　にやり。

　カンネーは、会心の笑みを浮かべた。

　このヒゲ面の副将は、そのセリフを待っていたのだ。

　レナードは言った。

「カンネー、急いで突撃隊を編成しろ。人選は、お前に任せる」

「さあて、そいつは、ちと難しゅうございますな。──なにしろ、我が隊の者は、命知らずばかりでござれば……」

　やけに嬉うれしそうにそう言うと、カンネーは、全部隊に向けて大声で号令を発した。

「妻子ある者は、ここに残れ。──斬きり死にしたい奴やつは、黙って俺おれについて来い！」

　その声に応じて湧き起こったのは、もちろん、怒ど濤とうのような全軍の雄お叫たけびだった。

　異常なハイテンション。

　まさに戦場とは〈狂気〉が支配する空間に他ならない。

「あわわわわ……」

　先ほどまでの勢いはどこへやら。

　地面にぺったり尻しりをつけて、顔をひきつらせている神聖武官をちらりと見て、カンネーは、さりげなくこうつけ加えた。

「そうだ。ひとつ言い忘れていたが、この戦いくさでは、ご勇敢な軍監殿が、自ら先頭にお立ちになるそうだ。皆、軍監殿に遅れを取らぬよう、心してかかれ！」

　どっ（笑）。

　カンネーのひと言によって、兵士たちの士気が、さらに盛り上がったことは言うまでもない。

「どちらが勝っているのか、忘れてしまいそうだな」

「頼もしい連中です」

　レナードの声に、カンネーは、満足げにうなずいた。

　そこへ、当番兵がやって来て、

「軍監殿のご乗馬の用意が整いました」

「そうか」

　カンネーは、神聖武官を見た。

「では、お支し度たくを手伝ってさしあげろ」

「ひいぃっ」

　今やすっかり虚勢のはげ落ちた神聖武官は、腰を抜かしたまま、這はいずって逃げようとした。

「い、いやだ。わしはまだ死にとうない」

「亡き教主様の弔とむらい合戦でござるぞ？」

「あんな死んだデブのために、このわしに命を賭けよと申すか？　お主たち、正気か？」

　カンネーとレナードは、思わず顔を見合わせて、苦笑を浮かべた。

　教団幹部にして、この言い草である。

　大教主国ウェンゲンは『滅びるべくして滅びた』と、後のちの世で評されることになるのも、無理からぬ話と言えよう。

「みっ皆の者。何をしておる！　この無礼者を、わしに近づけるな!!　──しっしっ。向こうへ行け。ええい、汚い手で触るなと言うに！」

　神聖武官は、助け起こそうとする当番兵の手を邪険に払い除のけながら、けたたましく従者を呼び立てた。

　彼らも、すでに拘束を解かれていたからだ。

　しかし……。

　神聖武官の声に応じて動こうとする者は、一人もいなかった。

　皆、一様に、死んだような目をして、神聖武官のうろたえ騒ぐさまを、ただ黙って眺めているだけだ。

「何をぐずぐずしておるのだ!?　お前たち、わしの命令が聞こえぬのかっ！　さっさとわしを助けろ！」

「…………」

（百人分の沈黙）

　まず最初の一人が、肩から緋ひ色いろの飾り布を外して、静かに足元に落とした。

　それは、神聖武官直属の衛士であることを示す記章だった。

　かつては、ウェンゲンのあちこちで、大いに幅をきかせた記章である。

　続いて、別の一人が右に倣ならう。

　そして、また一人……。

　従者全員が、名誉ある記章を放棄するのに、さほど長い時間はかからなかった。

　また、その中の幾人かは、レナードたちと行動を共にすることを願い出て、許された。

　地に落ちた百枚の飾り布は、最後の戦いくさ支じ度たくに忙しい兵士たちの足で踏みにじられ、たちまち泥と同じ色に変わって行った。

　そして、神聖武官の顔色も。

「ささ、軍監殿。──どうぞ、ご騎乗ください」

　当番兵に促うながされた神聖武官は、夢遊病者のように立ち上がり、そして、そのままゆっくりと後ろ向きに倒れた。

　白目だった。

「鞍くらに縛りつけましょうか？」

　苦笑まじりの声で、当番兵が言った。

　レナードもまた苦笑を返しながら、

「放っておけ。──所詮、戦場には無用の男だ」

「それもそうですな」

　と、カンネーもうなずいて、

「こんなゲス野郎。いずれ、どこかで野垂れ死にするのが似合いでござるわ」

　そう言って唾つばを吐いた。

　そして、事実、その通りになった。

　教団に対する民衆の恨みは深く、神聖武官は、誰にも相手にされないまま、ひとり荒野をさまよった末に、ようやくたどり着いた小さな村の台所で盗み食いを発見され、あっさり撲殺されてしまうのだ。

　ウェンゲンの城が落ちて、わずか二日後のことである。

　自業自得とはいえ、実に哀れな末路であった。

「我らは、仕えるべき主あるじを間違えたのかもしれんな」

　遠い空に向かって、ひとり呟つぶやいた後で、レナードは、ふと自問してみた。

　──あの男なら、何と答えるだろう？

『かもじゃねえ！　間違いも間違い。大間違いってやつだ。──だいたい、あんな不味まずいメシを出しといて、人をこき使おうっていう、その了見が気に食わねえ』

「何を微笑わらっておいでなので？」

　最終点呼を終えて戻って来たカンネーが、不思議そうな顔をしている。

「いや……」

　と、レナードは、言葉を濁にごした。

　今さら言ってみても、仕方のないことである。

　そして何より、レナードには、まだやるべきこと、やらねばならないことが、残っていた。

　騎馬隊五百。それに徒かち組ぐみを加えた総勢三千の精鋭たちが、整然と隊列を組み、今や遅しとレナードの下知を待っているのだ。──死地に赴おもむくために。

「城は落とされた。しかし、我らは、まだ負けてはおらん」

　レナードの顔つきが、戦士のそれに変わった。

「行くぞ」

「行きましょう！」

　カンネーが力強くうなずいた。

　レナードは、剣を抜き放つと、一気にそれを振り下ろして、全軍に突撃を命じた。





７　大流血。






『トラ・トラ・トラじゃ～っ！』

〈ガイダル〉の外部アウトサイドスピーカーが吼ほえる。

　声の主は、もちろん、ロンバルディ王ランス２世、その人である。

　声と同時に、〈ガイダル〉のショルダーランチャー（六連装ボックス型タイプ）が一斉に火を噴き、ウェンゲン守備隊の立て籠こもる防塁を、木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕した。

『わははははは』

　炎と硝煙。降り注ぐ瓦が礫れきの中を、〈ガイダル〉が行く。（げしょん。げしょん。げしょん。げしょん）

　間抜けな擬音と高笑いを、焼け跡に響かせながら。

　戦いは、教主ゲイルの死をきっかけとして、一方的なものになり果てていた。

　すでに僧兵の多くは戦意を喪そう失しつし、ロンバルディ軍による破壊と略奪が、至る所で始まっている。

　勝利は九十九パーセント確定した。

　しかし……。

「ご注進～っ！」

　──どうやら、まだ百パーセントというわけではなさそうだった。

　息を切らして〈ガイダル〉の下もとへと駆け寄ってきた通信兵が、主脚のリアパネルを開けて、操縦席に直通している受話器をつかんだ。

「ウェンゲンの装甲騎兵が城外より突入して来ます！」

『なぁにぃぃぃい？』

〈ガイダル〉が急激に方向を変えたため、通信兵は、受話器を握ったままどこかに吹っ飛ばされて、二度と帰って来なかった。──よくあることだ。

　操縦席のランスは、気にもとめなかった。

　機体後部のあたりからは、錨いかりを巻き上げるような機械音が聞こえてくる。〈ガイダル〉の自動給弾装置が、ランチャーをリロード（再装そう塡てん）しているのだ。

　ランスは、その時間を利用して、ペリスコープ照準器サイトのフォーカスを調節した。

　モニターの映像がクリアになる。

　装甲騎兵の掲げている旗印に、見覚えがあった。

　──国境で釘付けになっているはずの部隊が、なぜ？

「キリーめ。しくじりおったな」

　しかし、さほど腹を立てている様子はない。

　むしろ、嬉しそうな顔つきだ。

　根っからの戦争マニアなのである。

「面白い！」

　ギアを〈前進〉に入れ、アクセルを踏み込みながら、ランスは叫んだ。

「勝ち目はないとわかっていてなお、この〈ガイダル〉に向かって来るとは、見上げた心がけだ。──名高きウェンゲンの装甲騎士が、どこまでやれるか。その実力、とっくりと見せてもらうぞ！」
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　一方、その頃。

「やれやれ。ひどい土つち埃ぼこりじゃ」

　荒れ地を移動する自走椅子モビルチエアの上で、老人は、ぶつくさと不平をこぼしていた。

　ロンバルディの軍勢から、ひとり置いてきぼりを食ったことについては、別段の感想もない。

　どんな状況にあろうと、自分の身を守る術すべは心得ていたし、老人にとっては、おのれの研究こそが、唯一最大の関心事だったからだ。

　ウェンゲンの城から上がる黒煙は、今にも天に届きそうだ。

　激しい着弾の地響きも、連続して聞こえてくる。

「騒がしいのお」

　老人は、椅い子すを停止させると、わずかに首を傾げて、

「あの音は〈ガイダル〉じゃな。──ふん。あんなガラクタでも、少しは役に立つとみえる」

　露骨に馬鹿にした口ぶりだ。

　老人は、手すりに置いた右手の指先を、微妙に動かした。

　と。ヘッドレストの部分から、音もなく細いアームが伸びてきて、老人の顔の前で止まった。アームの先端には、ノートほどの大きさの、透明なガラス板のようなものが付属している。

　投影式のパネル・ディスプレイだ。

　老人は、手元のタッチスイッチを操作して、ディスプレイに情報を呼び出した。

　わけのわからないグラフと記号。

　複数のパラメーターがディスプレイ上で同時に展開されて行き、その最後に、デジタルタイマーとセットになった、次のような画面が表れた。





　──MORTALモータル GENEジーン──





『ACTIVATEアクテイヴエイト』








　ひときわ目立つのは、ディスプレイの中央でゆっくりと点滅している、赤く大きな『ACTIVATE（活性化）』の文字だ。

　そして、『MORTAL GENE』を直訳すれば、『致死遺伝子』と言うことになる。

　老人は、タイマーの数字をちらっと確認して、低く呟いた。

「ぴったり８００時間。──オーバーライトしたＤＮＡの塩基配列に間違いミスプリがなければ、今頃は、もう……」

　老人は、語尾を飲み込むと、再びスイッチをクリックした。

　Ｐｉ。

　軽いビープ音と共に画面が切り替わる。

　ヴァルマーが見たら、何と言っただろう？

　それは、名前の代わりに製造番号シリアルナンバーが記された、〈クレア〉の三次元映像だったのである。




　　　　＊




　一人でも多くの敵を道連れに。

　全員が玉砕覚悟で臨んだ合戦だ。

　レナードたちの壮烈を極あた戦いくさ振りは、ロンバルディ陣営からも、思わず賞賛のため息が聞こえるほど、見事なものであった。中でも、副将カンネーの働きは、群を抜いていた。

　しかし、戦場において、一ひと度たび定まった勝敗の行方を、再び覆くつがえすというのは、不可能に近い。

　ましてや、兵力で劣る場合には、なおさらである。

〈ガイダル〉の圧倒的な火力によって連携を断たれたウェンゲンの騎士たちは、それぞれが各個に戦う破目となり、やがて疲れ、傷つき、次々と斃たおれて行った。

　鬼神の如き働きを見せたカンネーでさえも、例外ではあり得ない。

　重歩兵の持つ擲てき弾だん筒とうの集中砲火が、カンネーを、その乗馬もろとも、城の石畳に叩たたきつけたのである。

「む、無念……」

　折れた剣を支えに、かろうじて半身を起こしたカンネーは、じりじりと包囲の輪を縮めてくる敵の群れを睨にらみつけた。

　しかし、もはや躰からだのどこにも戦う力は残っていなかった。

「さぞや名のある武将と見た！　討ち取って手柄とせよ！」

　敵兵の中の指揮官らしき男が、得意げに決まり文句を口にしてみせた。

　その時である。

　後ろから指揮官の肩を叩く者がいた。

　それも、ずいぶんとなれなれしい感じの叩き方だ。

「？」

　振り返った指揮官の目に映ったのは、血まみれの大鉞を引っさげた若者の姿だった。

　見たところ、ウェンゲンの兵士ではないようだったが、味方と言うには、あまりにも異様な風ふう体ていである。

　そして何より目を引いたのは、その若者が背負っている、一人の少女だった。

　どこか具合でも悪いのだろうか。少女は、若者の背中でぐったりとしている。

　戦争で焼け出された城の住民が、助けを求めに来たのかもしれない。

　指揮官は、勝手にそう判断した。

「おい、誰か。この難民に、チューインガムか何かやって追い払え」

「はっ」

　一人の兵士が、本当に雑ざつ囊のうからチューインガムを取り出して、若者の手に握らせた。

　若者は素直に受け取った。

「さあ、とっとと消えちまえ。俺おれたちゃ忙しいんだ」

　兵士は銃剣を振って威い嚇かくした。

　しかし、若者は一歩も引かなかった。

　なぜなら、若者には、相手を説得するという、確固とした目的があったからだ。

　説得？

　そう。説得である。

　若者は、真面目くさった顔で、ひどく似合わないセリフを、棒読みにした。

「君たち。戦争はやめなさい」

「…………（絶句）」

　10トン爆弾が落っこちたような効果があった。

『君たち。亀をいじめてはいけないよ』

　血も凍るようなミスキャスト。

　口調が浦島太郎なだけに、よけい、聞く者の心臓に悪影響を与えるのだ。

　沈黙が重かった。

　若者も口を開かない。

　返事を待っているのである。

　指揮官の顔が歪ゆがんで、薄笑いのような表情になった。

　瞼まぶたの端っこが、ひくひく動いている。

「若造……。今……、何と言った？」

「戦争はやめなさいと」

「ほおおおぉぉ？」（語尾上がりまくり）

　指揮官は、自身ではめったに使うことのない軍刀サーベルを引っこ抜くと、若者の喉のど元もとに突きつけながら、

「やめるわけにはいかないと言ったら？」

「君たちは、後悔することになるだろうね」

　若者は、平然と答えた。

　その瞬間、指揮官の頭の中で、何かが「ぷっちん」と音を立てた。

「構わねえ！　このトンチキから先にぶっ殺せ！」

　言うまでもないことだが……。

　指揮官が真っ先に後悔することになった。──あの世で。

「ヴァルマー……？」

　半ば意識を失いかけていたカンネーの唇くちびるが、かすかに動いた。

　流れ落ちる血液に視野をふさがれながら、それでもカンネーは、懸命に目を凝らして、大おお鉞まさかりをぶん回す若者の姿を追った。

「ヴァルマーなのか？」

　それは、まさに信じられないような光景だった。

　中隊規模の重歩兵を、たった一行で全滅させてしまったのである。

　──ヴァルマーだ。

　カンネーは、はっきりと確信した。

　そして、急に笑い出したくなった。

　こんなことが出来る人間は、他にはいない。（少なくとも、この時代には）

　しかし、なぜ、ヴァルマーがクレアを背負って、ロンバルディ軍と戦っているのか？

　それも、こんな場所で？

　カンネーには見当もつかなかった。

　──いや。理由などどうでもいい。

　大鉞のひと振りで十人を薙なぎ倒す、ヴァルマーの豪快な立ち回りを見ていると、世の中のたいていのことは、どうでもよくなってしまうのである。

　カンネーは、ただ楽しかった。

　躰さえ動けば、ヴァルマーと共に戦あそんでみたいとさえ思った。

『戦争はやめなさい』

　あっさり説得を終えたヴァルマーは、自分がカンネーの命を救ったことにも気づかない様子で（事実、気づいていなかったのだが）、足早に城の奥へと歩み去った。──聞きわけのない連中が、そこにまだ大勢残っていたからだ。

　カンネーは、血だらけの顔に、晴れやかな笑みを浮かべると、今度こそ本当に気を失った。




　　　　＊




　いつの間にか、レナードの周辺から味方の姿は消えていた。

　全員が、レナードを先へ行かせるための〈楯たて〉となって、乱戦の中に踏みとどまったのである。

（我らのことは気になさらず、若殿は〈ガイダル〉を！）

　カンネーの叫び声が、まだ耳に残っていた。

〈ガイダル〉さえ落とせば、この戦いくさはひっくり返る。

　だからこそ、レナードは、一切の犠牲を省かえりみず、ロンバルディの誇る重歩兵ファランクス（密集方陣）のど真ん中を、しゃにむに突破して来たのだ。

　満身創そう痍い。

　しかし、戦意は、少しも衰えを見せていない。

　気合いだっ！

「ロンバルディの主あるじとお見受けした！　お命、頂ちよう戴だいいたす!!」

　レナードは、雄お叫たけびをあげて、単騎〈ガイダル〉に突っ込んで行った。

　それに応じて、まず動いたのは、ランスの親衛隊だった。

　レナードの接近を阻止すべく、〈ガイダル〉の周りに〈壁〉を作ろうというのだ。

　しかし、

『構わん！　通せ！』

　逆に、自ら親衛隊を蹴け散ちらすような勢いで、〈ガイダル〉が前に出た。

『カーン家の小こ童わつぱか!!　あの重囲の中を、よくぞここまでたどり着いた。さすがは大騎士長ウェイドの息子よ。──誉めてやるぞ！』

　誉めてやるぞと言うから、アメ玉でもくれるのかと思ったら、飛んで来たのはロケット弾だった。

　疾駆するレナードの周囲で、立て続けに着弾の火柱が上がる。

　まるで、地面が沸ふつ騰とうしているようだ。

　そして、至近弾！

　レナードは、とっさに馬の背を蹴った。

　爆圧を利用した捨て身の大ジャンプである。

　その賭かけは成功した。

　レナードは、〈ガイダル〉との距離を一気に縮めると、目の前にそびえ立つ巨大な主脚の関節部分に、剣先を力一杯ねじ込んだ。

　くさびを打つのと同じ効果を期待してのことだ。

　ぎゃりっ！

　歯の浮くような厭いやな音を立てて、刀身が砕け散る。

〈ガイダル〉の動きに、ほんの一瞬、遅延が生じた。

『小こ賢ざかしい！』

〈ガイダル〉が振り回す腕アームの下をかいくぐって、レナードは後ろへ抜けた。

〈ガイダル〉の装甲を正面から打ち砕くには、野戦重砲が必要だ。

　しかし、動力装置の集中する背面ならどうだ？　ここには、補給補修用のアクセス・ハッチも多く、装甲は弱い。

　レナードは、いざという時には、〈ガイダル〉と刺し違える覚悟で、大型のＲＤＸサイクロナイトグレネードを身につけていた。

　そして、今が、そのいざという時だった。

　凄すさまじい轟ごう音おんが響き渡った。

　爆風は空気のハンマーとなって、レナードを叩たたきのめした。

　意識がブラックアウトする。

　しかし、それは一秒にも満たぬ、わずかな時間だった。

　目を開けると、物が二重に見えた。

　すぐに、自分の躰からだの中で、動かせる部分があまりないということがわかった。

　──〈ガイダル〉は？

　レナードは、懸命に躰をひねって、あお向けに転がった。

　頭上に巨大な影が、ゆっくりと覆いかぶさって来る。

「くそっ……」

　レナードは、舌打ちした。

　──やはり、効かぬか。

『無駄なあがきをするものよ。──貴様の父親は、生命いのちを粗末にせよと教えたのか？』

〈ガイダル〉から聞こえてくるランスの声には、嫌味ったらしい勝者の余裕が感じられた。

　ランスの普段の行状を知っている者が聞いたら、思わずハリセンに手を伸ばしたくなるようなセリフである。（どの口が言うた～）

　残念ながら、レナードの近くにハリセンは見あたらなかった。

　ランスは、得々として言葉を続けた。

『この国は、もうおしまいだ。ゲイルも死んだ。あんな奴やつに忠義立てすることもあるまい。──どうだ、余に仕えぬか？』

「断る」

　レナードは、躊ちゆう躇ちよなく言った。

　ランスもまた、躊躇なく言った。

『そうか。──ならば死ね』

〈ガイダル〉の機関音が急速に高まり、巨大な〈足の裏〉が、レナードの上に落っこちて来る。

　その時。（お待たせしました）

　どこからともなく長柄の大おお鉞まさかりが飛んで来て、〈ガイダル〉とレナードの間に立ちふさがるように、突き刺さった。

「戦争は、やめろ！」

『誰だっ？』

「人呼んで、豪快仮面」

『ううむ。またわかりにくいギャグを』

　ランスは、ぶつくさ言いながら、〈ガイダル〉の向きを変えた。

　崩れかけた建物の上に、正体不明の若者が独り。

　両りよう拳てを腰に当てて高笑いをしている。

　基本的に、この高笑いに意味はない。

　ただ、人をむっとさせる効果だけはあるようだった。

『やかましい！』

　ランスは、ショルダーランチャーの斉射レバーを引いた。

　崩れかけていた建物が、今度こそ、跡形もなく、きれいさっぱり、吹き飛んだ。

「危ないじゃないか」

　若者は、〈ガイダル〉の足元に突き刺さった大鉞を引き抜きながら、文句を言った。

『おい、ちょっと待て。今、どうやって移動した？』

　しかし、若者は、そんな下らない質問に答えるつもりはないらしかった。

　大鉞を陽ひにすかして、刃は毀こぼれの具合をしきりに点検している。

　──こ、此こ奴やつ……。

　モニターにズームアップされた若者の姿を、歯ぎしりしながら睨にらみつけていたランスの表情が、その時、ふと変化した。

　若者が背負っている少女の存在に気づいたのである。

　次に口を開いた時、ランスの声音には、強い警戒感が滲にじんでいた。

『貴様……』

　押し殺したような声で、ランスは言った。

『いったい何者だ？』

　若者は、少しの気負いもなく、微笑わらって答えた。

「素浪人。──ジョージ・ヴァルマー」





８　荒野に吹く風






「ジェニングスという爺さんに頼まれて、あんたの娘を連れて来た。──どうやら急病らしい。看みてやってくれ」

『余を、あんたなどと気安く呼ぶでない。下郎！』
















　ランスは、激げつ高こうして叫んだ。

　ヴァルマーは、まるで耳のないような顔をして、クレアを背中から下ろし、慎重に地面に横たえた。

「おい。姫ひいさん」

　軽く揺すってみたが、クレアは、魔法使いの毒リンゴにでも当たったみたいに、ぴくりとも動かない。

「まさか……？」

　ふと眉まゆを曇らせたヴァルマーの鼓こ膜まくを、誰かの叫び声が思い切りひっぱたいた。

「ヴァルマーッ!!」

　次の瞬間。

　ヴァルマーとクレアのいた、その場所に、〈ガイダル〉の巨大な主脚が、轟ごう音おんを立ててめり込んだ。

　警告を発したのは、もちろんレナードである。

　かろうじて立ち上がるだけの気力は残っていたようだったが、ＨＰヒツトポイントは一桁台。足元がふらついていた。

「よお、あんたか。珍しい所で会ったな」

　ヴァルマーは、クレアを両腕に抱きかかえたまま、お天気の話でもするような調子で、言った。

「ちょっと見ない間に、ずいぶんみすぼらしくなったじゃないか」

「そんなことより、お主、どうやって、ここまで来た？」

「まあ、話せば長いことだけどな……」

『そこで、のんびり世間話をしてるんじゃない、貴様ら～～っ!!』

　ランスがわめいた。

　いついかなる時でも、自分が話題の中心にいないと気がすまない性格なのである。

　ヴァルマーは、少し考えて、クレアをレナードの手に委ゆだねながら、ひと言。

「持ってろ」

　と言った。

「も、持ってろって……。おい、ヴァルマー」

　レナードは、いささか狼ろう狽ばいした様子で、腕の中のクレアを見つめた。

　思いがけず受け取ってしまったものの、華きや奢しやでメレンゲのように柔らかなクレアの躰を、どう扱えばいいのか、とまどっているのだ。

「すぐ戻る（I'll be back）」

　ヴァルマーは、古典から短いセリフを引用すると、ゆっくり〈ガイダル〉に近づいて行った。──説得するために。

　あらためて見上げてみると、〈ガイダル〉の巨大さは呆あきれるばかりだった。

　ヴァルマーは言った。

「もう少しで、自分の娘を踏み潰つぶすところだったぞ？」

『娘？』

〈ガイダル〉から聞こえてくるランスの声には、はっきりとした嘲あざけりの響きが含まれていた。

『あれが、余の娘だと？』

「何がおかしい？」

『ジェニングスに頼まれたと申したな？』

「そうだ」

『なぜ一緒に来なかった？』

「途中までは、一緒だったんだけどね」

　と、ヴァルマーは肩をすくめた。

「誰かさんが、でっかい足で踏んづけちまったもんで、かわいそうに、カエルみたいに平ぺったくなっちまったよ」

『そうか。少しも気がつかなかった』

「爺さんが聞いたら、さぞ喜ぶこったろうな」

『黙れ！　君主のために生命いのちを投げ出すのは、家臣として当然のこと。ジェニングスは、おのれの務めを果たしたにすぎん。それを、浪人風情にとやかく言われる筋合いはないわっ！』

　ランスは、鼻息荒く言った。

　人間は、どこまで居丈高タカビーになれるのか？　ランスは、その限界に挑戦しようとしているらしい。

「相手が、実の娘でもそうなのか？」

『くどい！　──第一、あれは、余の娘などではない！』

「あ～？」

『専門用語では……、そう、たしか〈れぷりかんと〉とか申したかな？　限定された寿命と記憶を与えられた、単なる蛋白質の塊にすぎん。──それも、ドーセットとウェンゲンが我が物となった今は、用済みの……、まあ、暑い盛りに、うっかり表に出しっ放しにしておいた、食い残しの豆腐みたいなものだ。何の価値も……』

　ないと言いかけた、その時。

「それは誠ですか、父上!?」

　凜りんとした声が、戦場に響き渡った。

　クレアである。

　ぼ～っとしているレナードの腕から、するりと抜け出すと、〈ガイダル〉に向かって臆おくすることなく言った。

「食い残しの豆腐？　まるで、人を落語の〈酢豆腐〉みたいに……。いくら父上とは申せ、許せませんぞ！」

『ばっ、馬鹿なっ！　なんでお前が落語を知っておるのだ？──い、いや、そうではない！　８００時間を越えては生きていられぬよう、遺伝子に細工がしてある筈はず。それなのに、なぜ……？』

　なぜ、まだ生きているのか？

　たしかに、８００時間の設定は、とうに越えている。

　そして、クレアが、つい先ほどまで意識不明の状態にあったこともまた、事実である。

　では、この急激な回復は、いったいどうしたわけだろう？

　ヴァルマーが、カメラ目線で言った。

「正解は、ＣＭの後で」




　　　　＊




「また失敗したか」

　上空に打ち上げた走査望遠鏡が送ってくる戦場の映像を、モニターで観察していた老人が、頭を搔かきながら、あっさりと答えを出した。

「いや～、参った参った。あははははは」

　無責任に笑っている。

「絶対服従の〈条件付け〉も、どうやらリセットされてしもうたようじゃ。やっぱ、量子論的な〈ゆらぎ〉を解決できない限り、ＤＮＡを完璧にコントロールするのは無理ということか。──ううむ。〈れぷりかんと〉は諦めて、もっと扱いやすい〈さいぼーぐ〉でも研究するとしようかのう」

　老人は、モニターのスイッチを切ると、そそくさとその場を立ち去った。




　Ｊ・Ｒ・ト〇ル〇ン博士。

　最後まで伏せ字のまま退場。

　博士が、再び歴史の表舞台（いや、裏舞台か？）に現れるのは、ヴァルマーの死後ということになる。




　　　　＊




『話が違うではないか！』

　ランスは顔を真っ赤にして怒り狂ったが、今さらどうなるものでもない。

　人生ってやつは、配られたカードで勝負コールするしかないのだ。

　そして、見たところ、ランスの手はブタだった。──もちろん、本人は、そのことに気づいていないのだが。

『ええい、くそ。──者ども！　こやつを討ち果たせ!!』

　ランスは、者どもに号令した。

　……。（しーん）

　完全なる静寂。

　モニターに映るヴァルマー、クレア、レナードの三人も、無言で、ただ〈ガイダル〉を見つめている。

　者どもは……？

　ランスは、全てのモニターを使って、周囲を見回した。

　者どもは、いなかった。

〈ガイダル〉がレナードと戦っている隙に、すっかりヴァルマーが片づけてしまっていたのである。

　ランスは、口の中で、小さく呟つぶやいた。

「がちょーん」




　　　　＊




　瓦が礫れきの隙間から、薄い煙が幾筋も立ち昇っている。

　崩壊した大だい伽が藍らんの跡地だ。

　動くものの姿はない。

　風が吹いている。

　どこかで、小石の転がる乾いた音がした。

　と……。

　積み重なった瓦礫の山が、突然ガラガラ崩れて、その下から、悲惨な恰好をした男が虫のように這はい出してきた。

　男は、口から大量の煙を吐き出すと、言った。

「あー、死ぬかと思った」

　間抜けなセリフ。

　キリーである。

　日頃、端正な顔立ちも、煤すすと埃ほこりに汚れて、今は見る影もない。

　キリーは、やっとの思いで立ち上がると、見事に廃はい墟きよと化したウェンゲンの城まちを、茫ぼう然ぜんと眺めた。

　──戦いくさは終わったのか……？

　そう。

　無論、終わったに相違ない。

　目の前の、この有様を見れば、それは明らかだった。

　陽ひも西に傾きかけている。

　問題は、どっちが勝ったのかということだが……。

　その時、キリーはふと、何やら見覚えのあるシルエットが、黒々と横たわっていることに気がついた。

　近づくにつれて、その形がはっきりしてくる。

　キリーの足が不意に止まった。

　いや。凍りついたのだ。

　それは、完膚なきまでに破壊された〈ガイダル〉だった。

　胸郭を覆う装甲板は無惨にめくれ上がり、センサー類の集中する頭部には、柄の折れた大おお鉞まさかりの刃が、深々と食い込んだまま放置されていた。

　キリーの目が点になる。

　時間だけが無意味に流れる。

　やがてキリーは、右手を頭の上に、左手を胸の前に動かすと、片足を上げて、えらく平板な声で、こう言った。

「しぇー」




　　　　＊




　雁が啼ないて東の空へ飛んで行った。

　ウェンゲン郊外の丘の上だ。

「本当に行くのか？」

　そう訊たずねたのはレナードである。

　レナードの後ろには、ミイラ男の出来損ないみたいなカンネーを始め、かろうじて生命を取りとめた手負いの騎士たちが、互いに肩を支え合いながら控えている。

　ヴァルマーは、荒野に置きっ放しにしてあった油売りの道具を背負うと、カンネーを振り返って、にやっと笑った。

「剣技教官が、ざまぁねーな」

「やかましい」

　と、カンネーは応じた。

　しかし、その顔には笑みが浮かんでいた。

　ヴァルマーは、レナードに視線を移して、言った。

「じゃあな、団長さん。──これで借りは返したぜ」

「借り？」

「こいつの借りさ」

　ヴァルマーは、懐ふところから一枚の紙切れを取り出して、ひらひらと振ってみせた。──教団発行の通行許可書。今となっては、何の意味もない紙切れである。

　レナードは返すべき言葉が見つからなかった。

「ヴァルマー。おぬし……」

　ヴァルマーは、ちらりと白い歯を見せ、それから、やたら景気のいい声で言った。

「諸君。──見送り、ご苦労！」

「お待ちくだされ、ヴァルマー殿」

　血の滲にじんだ包帯で片目を覆った騎士が進み出て来て、自分の佩はい剣けんを差し出した。

「道中、丸腰では何かと物騒。──どうか、この剣をお持ちくだされ」

「そうか？」

　すらりと抜き放って、

「珍しいな。片刃の大刀か」

「虎こ徹てつでござる」

「うん。よく斬きれそうだ」

　ヴァルマーは礼を言って、虎徹を腰に差した。

　最後に、レナードが低い声で訊ねた。

「クレア殿を、あのままにしておくのか？」

　ヴァルマーは、ちょっとまぶしそうな表情になった。

「お姫さん、今何をしてる？」

「野営地で、動けない部下たちの手当てを……。有り難いことだ」

「ナイチンゲールの精神にでも目覚めたのかな」

「笑い事ではないぞ？　何も報せず、本当にこのまま発たつつもりなのか？　せめて、ひと言ぐらい……」

「湿っぽいのは苦手なんでな。──そーゆー役回りは、色男にまかせるよ」

　ヴァルマーは、レナードの肩をぽんと叩たたいて、片目をつむってみせた。

「なっ、何を言う！」

　レナードは、ひどくうろたえて顔を赤くした。





９　それぞれのエピローグ






　この後のち、ウェンゲンの新領主に迎えられたレナードは、王と軍の中核を同時に失ったロンバルディ家との講和を進め、荒廃した国土の再建に努めた。また、クレアの遺伝子モデルとなったロンバルディ家の姫との間に一女をもうけ、アルタミラと名づけた。

　そして、クレアは？

　〇〇〇〇〇の〈条件付け〉から解放されたクレアは、常の人間と変わらぬ成長をとげた。

　やがて成人して、男児を出産。

　この男の子は、トロイと名づけられた。




　　　　＊




　石ころだらけの荒野を、腰に大刀を佩はき鎧よろい櫃びつを背負った青年が歩いて行く。

　遠く地平線の彼方から、怜れい悧りな眸ひとみを持つ、白はく皙せきの青年が近づいて来る。

　二人は視線を合わせることもなく、風の中をすれ違う。

　一人は西に。

　一人は東に。

　ヴァルマーとキリー。

　この二人の人生が再び交差するまでには、さらに二十年の歳月を待たねばならなかった。


（完）







──ＢＧＭ『ギターを持った渡り鳥』By小林旭──　　　　



















次回予告






　一発の銃声が、レーベンブロイの運命を変えた。

「なに～っ？　本編再開のため、番外編は一時お休みィ？　ちょっと待て。おりゃー聞いてねーぞ。──せっかく、俺が主役のシナリオも出来上がって来たっていうのに、そりゃあねーだろ？」

　って、決まってしまったものは仕方がない。

　流れ者の賞金稼ぎに、明日はあるのか？

　次回、『三つ数えろ（ひとつ、ふたつ、たくさん）』。

　掲載未定！

「この酒場みせに、おからはないのか～っ?!」

















荒野の無謀大対談。




──いつもより余計に録音まわしてます──




火浦　功

ゆうきまさみ

出渕　裕

とまとあき










エイリアンはうまい！






火浦　毎度しばらくです。

ゆうき　あ、どうも、ごぶさたです。

とまと　え──。今回から、文庫の座談会も参加させていただきます（※注１）。しかし、いきなりさすが、ブッちゃん。

ゆうき　さすがに出渕くんっていう。

火浦　まだ、来ていない（笑）。

──　昨日、確認のお電話はいれておいたのですが……。（司会困惑）

火浦　まあ、いずれ来るでしょうから、先にやってましょう。実は今回の座談会、「カニ」を食いながらやりたいって提案したんだけど。

とまと　おお、そうすれば誰も……。

火浦　そう。誰も一言も口をきかないのも面白いんじゃないかって。

とまと　座談会が見開きで終わる（笑）。

ゆうき　俺、カニ、って嫌いなんだ。

火浦　えっ、そうなの。

ゆうき　面倒臭くて。

とまと　特に、上海ガニは面倒臭いよね。

火浦　あれは面倒臭いよね、ちっちゃいから。

ゆうき　沢ガニの唐揚げが一番いいな。

とまと　あれなら、まるごと食える。

ゆうき　痛いけど。

火浦　カニやエビって、クモと同じ節足動物なんだよな。

ゆうき　節足動物でもエビはサソリに似てるけど。

火浦　あれ、地上に生きてたら食う気しないだろうな。

とまと　ちょっとね。椰や子しガニなんか見てるだけでも嫌だもん。

ゆうき　確かに、毛ガニは地面はってりゃ完璧にクモだよな。

火浦　エイリアンってカニに似てるじゃない。だから、頭をパカッと開けたら、うまいミソが入ってたりして（笑）。茹ゆでると真っ赤になるとかね。

とまと　赤くなるのかな。

ゆうき　茹でると赤くなるっていうのはありそうだね。

とまと　熱湯の中でムキムキムキって、赤くなって、グワッとあがってくるとか（笑）。

火浦　エイリアンを見るたびに、茹でたらうまそうだなって思う。

とまと　俺はあんまり思わないな。

火浦　頭のこのへんのミソが……。

ゆうき　うまいと思ってるのは頭のところだけでしょ。

火浦　そう（笑）。

とまと　でも、頭をパカッと開けると、強酸性の液がビューツと飛んできそうで嫌じゃない。

ゆうき　熱湯を通せば平気でしょう。

火浦　石灰と一緒に煮るんだよ（笑）。

ゆうき　なるほど、中和するわけね。そうやって、昔から色々と試みて、エイリアンの食べかたを確立した異星人とかがいたりする。

とまと　食われるのが嫌で、あんなに強力になっちゃったのかも。そうなると、フグが毒を持っているみたいなもんで、実はうまいのかもしれないなぁ。

火浦　いやそれだけ苦労したら絶対うまい（笑）。

ゆうき　実は、エイリアン漁を五十年やっている漁師がそのうち出てきてさ。そいつがね、酸でやられた腕なんか見せて、「仲間がずいぶん死んでしまった」とかいうんだよ（笑）。

とまと　卵がボコボコある場所がさ、実は忘れ去られた養殖場だったという設定も面白いな。養蜂場のオヤジみたいに、エイリアンに酸かけられても平気な体になっている。小さいエイリアンを体中にいっぱいくっつけて、「ほ～ら大丈夫でしょう」と実演してみせてさ（笑）。

火浦　俺、そーゆーのだめなんだよな。

とまと　ハチが？

火浦　うん、集合恐怖症だから。ああいう細かいものがいっぱいいるのダメなんだよ。フナムシとかさ。

とまと　フナムシは嫌だね。

ゆうき　でも、エイリアンってなに食って生きてるんだ？

とまと　人ってことはないよね。

ゆうき　人はあそこに滅多に来ないもん。

火浦　滅多に来ないもんね。リプリー以外は（笑）。

ゆうき　『ガルディーン』って基本的に地球の話だから変な生き物は出てこないんだよね。

火浦　出してもいいんだけどさ。そうそう、三巻ではね。太陽電池付きの電卓から進化した生物を出す予定です。

とまと　その前に本編の三巻がいつ出るのかが問題だな。

火浦　出しますよ。あくまでも背景や道具立てとしてだけど。太陽が出てくると、みんな日なたへ向かって移動して、日光浴しながら充電するっていうヤツ。（本編をいつ出すという話題をそらす火浦先生）

とまと　甲羅乾しみたいだね。

火浦　茹でると赤くなる（笑）。

ゆうき　でも道具立てといえば、高枝きりばさみなんていうものはガルちゃんがいればいらないよな。

火浦　そういうネタをツッコミで入れようと思ってたんだけど、話が長くなるんでやめました。

ゆうき　書き下ろしが他の二作より短いっていうのはどういうことだろう（笑）。

とまと　しかも、この座談会をやっている時点ではまだ、出来上がってない。先生、この続きが早く読みたいよ──。

火浦　もうしばらく待ってちょ。

ゆうき　この世界の通貨単位はどうなってるの？

火浦　万円（笑）。

とまと　いいな、万円か。じゃあ「おばちゃん、アイスちょうだい」って言ったら「ああ、いいよ百万円」って言うわけ？

火浦　おつり五十万円とか（笑）。

──　あっ、出渕さんお待ちしておりました。

出渕　すみません。時間間違えました（恐縮）。





イメージアルバム新展開






ゆうき　おーっ。今日は四人ともアロハシャツ着てるな。（※注２）

出渕　なんですか。いきなり。

とまと　本当だ。見事なくらい。

火浦　珍しいな、同じ格好でやる座談会も。

ゆうき　アロハ四人男。

とまと　そういえば、座談会って何年ぶりになるの？

──　えーと、『大出世。』の座談会から三年半。「ザ・スニーカー」で掲載した「無謀大対談番外編」から二年以上たってます。

とまと　そんなにたってるんだ。

ゆうき　もう、俺どこで何をやったか覚えてないよ。

出渕　「ザ・スニーカー」でやった座談会って『ガルディーン』を盛りあげようとして、掲載したんだよね。盛りあがったの？

とまと　もっと『ガルディーン』を書いてもらうために、火浦さんをたきつけようとしたんだけど。

出渕　火浦さんは全くそういうところは聞いてないよ。今だって、話に参加してない（笑）。

ゆうき　外からたきつけられても、意欲というのは結局中から出てくるものだからね。

火浦　（無言で頷うなずく）。

とまと　でも、ブッちゃんが来るまで、エイリアンの話で盛り上がって、本編の三巻目のネタ披露してたんだよ。

出渕　えっ、うそ。

ゆうき　いやぁ、でも、本編にかかれて良かったですね。まだかかってないけど（笑）。

とまと　出るといいなぁ。

出渕　でも、ここのところペースいいんでしょう。

火浦　一時期よりはね。ウォーミングアップ程度だけど。なんせ去年はショートショートを（※注３）一本書いただけじゃないかな。

ゆうき　いいなぁ。

とまと　いいなぁ。

出渕　いや、いいのかなあ。あんよりよくねぇような気がする。

ゆうき　でも基本的に一人で書けるというのはいいなぁと思う。

火浦　俺なんかは逆にアシスタントとガヤガヤやれるの楽しそうな感じがするけど。

出渕　隣の芝生は青い（笑）。

ゆうき　漫画家でも作家でもそうだけど、映画は大勢でやれるからいいっていう人もいるよね。

火浦　「大歌劇。」を作ったときには、みんなでいっしょにやれたじゃない。いつも一人だから、あれがすごく新鮮だった。

出渕　イメージアルバムは面白かった。

ゆうき　でも、ああいうアルバムはもう作れないだろうな。

出渕　できなくはないと思うけど、ひねりが欲しいよな。ポンと作って、そのあとずっと期間が空いてるから。「ガンダム」ネタ、さすがにもう古いかなって……。

とまと　でも、ヤマトをやったら、次ガンダムやらなきゃダメかね。

ゆうき　これからはもうね、「エヴァンゲリオン」。

とまと　「エヴァンゲリオン」、第壱話と最終回しか観みていない（笑）。

出渕　その観かたは、ちょっとスゴクないか？　火浦さんは「エヴァ」観てました？

火浦　いや、観てないんだ。

ゆうき　みなさん、案外観てないね。

とまと　いきなり、「マクロス」なんかやっちゃダメだよね。

出渕　「マクロス」は違うな。

ゆうき　「風の谷のナウシカ」とか。

出渕　「ナウシカ」ねぇ。

ゆうき　いまはもう、ガンダムより一般的だと思うけど。

出渕　そうかなぁ。

火浦　「ガルディーン」には砂虫を登場させてるから、いけるかもね。

とまと　コロナが「バカ野郎」って、砂虫を殴るわけ？

ゆうき　「あー怒った、怒った」って、シャラなんかがはしゃぎながら、砂虫の群れを帝国軍に突進させる。

出渕　生いけ贄にえの小さな砂虫は必要ないわけね。

とまと　対抗するのは巨神兵のようなベリアルとか。

ゆうき　「焼き払え」って命令すると……。

とまと　「えー、私は」ってグチグチ言いながら、ビーッ、バーンってやるわけ？

出渕　じゃあ、アルタミラはクシャナか。

とまと　クシャナね。

出渕　「我が夫となる者は、さらにおぞましいものを見るだろう」って（笑）。彼女〈出戻り〉だから。

ゆうき　ベリアルを巨大化させて、「俺はもうこんな役回りでどうのこうの」って、グチグチ言わせるじゃない。そうすると、レーベンブロイが「チェッ、腐ってやがる」って（笑）。

全員　爆笑。

とまと　うまい。

火浦　そりゃ面白いな。

とまと　そろそろ、またバカなラジオドラマとかＣＤ作りたいな。

出渕　作りたいね。外伝刊行記念でＣＤやろうか。

とまと　今は、イメージアルバムだけというのは無理かもね。ラジオでドラマをやってから、ＣＤの時にプラス音楽集みたいな形が主流だから。

出渕　「バーディ」では色々やれたけど、「ガルディーン」だと難しいかな。

ゆうき　切り口がね。

とまと　「バーディ」では三大博士ができたから、よかった。火浦さん、この前「三大博士、地球最大の決戦」っていうのをＣＤでやったんですよ。

火浦　お茶の水博士と……。

出渕　ちがうちがう。ゆうきまさみ版三大博士。

とまと　出で門もん兇きよう三ざぶ郎ろうと下しも河こう辺べ良りよう平へいと成なり原はら成なり行ゆき。それぞれがバーディをつかって世界を征服しようと思ったり、スカウトしようと思ったり。成原博士は訳がわからなくて怒ってるだけなんだけど。

出渕　最後はね、もう『どコンジョー３スリー』。

とまと　そうそう。

出渕　『どコンジョー３』ってね、ゆうきさんが同人誌のときに描いていた超巨大ロボットもののすごい短い漫画があったの。

火浦　へぇー。

ゆうき　『コン・バトラーＶブイ』とか『ボルテスＶフアイブ』みたいなやつですよ。

出渕　そのネタまで使わせてもらって。しかも声優さん豪華だったよね。そのためにギャラだけですごいかかっちゃって、音響制作費がなくなってしまいましたけど（笑）。

とまと　そう。だって最終的に、ＳＥを全部自分で組んでるんだもん。『大歌劇。』の仕上げはちゃんとスタジオでやったんだけど、「バーディ」は、全部、俺の家でやったんだよ（笑）。

火浦　とまとのところはできるよね。

とまと　ダビングとトラックダウンっていう作業があってさ。トラックダウンは普通、スタジオでコンピュータミックスを使ってやるの。でも、そのお金もないうえに暇もない。

ゆうき　だいたい俺のイメージアルバムはね、声優さん豪華なんだよ。

とまと　ＣＤを作ってきてね、キャスティングで一番お金かけたなと思ったの「ドラゴンクエスト」だったんだけど、なんと「ドラクエ」よりお金かかってるんだよ。どういうわけだ？　しかも出演者は半分以下なのに。

ゆうき　だって大塚周ちか夫おと永井一郎、青野武じゃ。

とまと　それに神谷明でしょう、井上和彦、塩沢兼人。金かかんないほうがおかしい。

ゆうき　でも、あの人達にやってもらうと、さすがお金かけただけあるよね。

とまと　火浦さん、『♡ＬＹ ＢＬＯＯＤラブリー・ブラツド』って覚えてますよね？

火浦　え？

とまと　あれ、ゆうきさんが『あ～る』の前に描いたやつだっけ？

ゆうき　『バーディ』の前だね。

火浦　ああ思い出した。

出渕　短期集中連載のやつでしょう。

とまと　あれに、恭平というキャラクターが出てきてさ。

出渕　火浦さんをモデルにしたキャラも出てきてるよ。

とまと　原田先生ね。

火浦　そうそう。

とまと　恭平が出門兇三郎博士の甥なんだけど、うっとうしいんで、原田恭平っていう合体キャラを作ったのね。それを井上和彦さんにやってもらったら、余計ひどい凶悪な奴になってしまった（笑）。

ゆうき　おかしいんだ、これが。それで、おじさんの出門兇三郎の声を大塚周夫さんがやって、二人の掛け合いで「美味しんぼ」をやる（笑）。

出渕　井上さんが『サイボーグ００９』のジョーの声をやってたから、「加速装置」というセリフも入れたの？

とまと　あれはね、原田恭平の声は井上さんがいいなあ、とか考えていたときに、台本が来たので、それを読んだら、なんと、恭平のセリフに「加速装置」という言葉があったの。だから、あれは井上さんを前提にしたセリフではないんだよ。

出渕　あ、そうなの。でも、実際に恭平を井上和彦さんがやったとは……。

ゆうき　スゴイ！　の一言。

とまと　予定調和ってあるよね。

出渕　あるある。出会いみたいなのが。

ゆうき　火浦さん、書いてて神様が降りてきちゃうことってあるでしょう。

火浦　最近ないけど（笑）。

ゆうき　前にいい加減に書いたキャラクターが「おっこんなところで活きてくるとは」と思ったことは？

火浦　それはある。

──「大ハード。」なんかはキャラクターが活かされてますよね。

火浦　そうだね。

とまと　でも、本編でなぜキリーがああなっちゃうのかな。

ゆうき　あのキリーがね。

出渕　カッコいいのに。でも、それを言ったら、ヴァルマーだってさ、なんで本編の第一話でああなっちゃうんだ？

とまと　なんかもったいないよね。

ゆうき　いや、ヴァルマーの最期は因果応報って感じだよ。実にらしい。

とまと　キリーってさ、昔のほうが小こ話ばなし面白いね。

出渕　若い頃のキリーは、青野武さんじゃないよね。

とまと　笑っちゃうよ、それだと面白すぎて。

ゆうき　本編のようなキリーにしてしまうエピソードがこのあとにあったんだな、きっと。

火浦　やっぱり、ヴァルマーと出会ったあと、なんかあったんでしょうね。考えてないけど（笑）。

とまと　しかし、私は今回、アルタミラ、あ、なるほどねっていうのがよくわかった。

ゆうき　あれはいいよね。

出渕　ほとんど、火浦さんそっちのけで、話盛り上がってスミマセン。

火浦　いやいや、いつもじゃん。

出渕　トホホ。

とまと　そのうち寝ちゃうからな、この先生。（※注４）





みんな苦労してます。






ゆうき　火浦さん、変な褒め方ですけど、書いていないとき、全く表に出てこないじゃない。潔いさぎよいというかね、偉いですね。

出渕　本職やってないときに、全然違うところで、顏だしてる人も、けっこういるもんね。

ゆうき　作品全然描かないで、偉そうに講釈たれてる漫画家とかいるじゃない。ああいうの見てると、「偉そうなこと言ってないで、漫画描けよ」っていいたくなる。

とまと　火浦さん、偉いよね。小説書いてないとき……。

全員　遊んでるだけだもん（笑）。

とまと　声揃えちゃったりしたけどさ、なかなかできることじゃありませんよ。

出渕　ファンタジア大賞の選考委員ぐらいでしょ、やってるの？

火浦　それだけかな。

出渕　近頃はなにをやってます？

火浦　この本に収録する書き下ろしをやってます。

とまと　早く書いてよー。さっきも言ったけど、ここから先読めないのがもどかしい。

出渕　どれどれ、「三白眼は奇妙な笑い方をした。」

ゆうき　口に出して言われちゃうと、なんかもどかしさが伝わらないな。

出渕　でも、こう言っておくと、座談会の時点でどこまで出来ていたかがわかるから。そうすると読者が、〝三白眼は奇妙な笑い方をした〟という箇所を探すわけ。

火浦　ここまで出来てたんだなって。

とまと　だいたい、この座談会ってあとがきみたいなものじゃない。普通、あとがき書いてから、小説書くことってないよね。

火浦　でも、実は、他の座談会も、小説が半分ぐらいできた所で、やってるんだよね。

とまと　えっ、そうだったんですか！

ゆうき　だって、火浦さん、安永航一郎（※注５）に、挿絵を先に描かせたって話だからな。

出渕　パラクリ時代は、米田裕さん（※注５）が粗筋聞いて、先にイラスト描いたって聞いたことある。

ゆうき　火浦さん、「へぇ、おかげで助かりました」って言ってたよ。

とまと　ブッちゃんはそういうことなかったの？　「ガルディーン」のイラスト描くとき。

出渕　ない。

とまと　そうだよね。全然読まなきゃ、「戦争やめろ」なんていうセリフ入りのイラスト描けないよね。

出渕　「こんなネタ描いても、誰もわかんねえよな、たぶん」とかいいながら。この前、ケーブルテレビで「遊星仮面（※注６）」やってたから何本か録ってたんですよ。オープニングの回り込んでパーッと出てくるところを参考にしました。

ゆうき　（♪）パパパパッパパー、ってとこですね。

出渕　しかも、ポーズかけて確認しながら（笑）。「遊星仮面」ってモノクロでしょ。だからペタッてしている。あれをトーンワークで表現しようとすると全然立体感でないのがつらかった。

とまと　苦労してるんだ。ブッちゃんも。

出渕　やっぱりネタは、そのままちゃんとしたかたちで出してあげないと。

ゆうき　そうか、俺なんか、よく記憶に頼って描いちゃうけどな。

火浦　でも、「戦争やめろ」の一言で、そこまで気を使っていただいてありがとうございます。

出渕　いや、「遊星仮面」のオープニングは記憶だけで描くの、もったいないと思ったんで。

ゆうき　「戦争やめろ」ってナマな言い方って、もうないもんな。

火浦　まあね。どんな話だったか、全然おぼえてないけど。

ゆうき　藤田淑子の声で「戦争やめろー、戦争やめろー」とか言うんだよ。

とまと　やっぱり、オープニングの出だしが強烈だったね。

出渕　いや、内容のほうも結構ハードなんだよ。主人公が地球人とピネロンという異星人の混血児で……。

ゆうき　確か、満鉄爆破事件みたいなシーンから始まる。

出渕　そう、そう、その通り。それが発端となって、ピネロンのほうが地球の攻撃だと思って逆に地球に戦争をしかけてくる。その前までは地球と相互移民が行われていて、結婚なんかもしているんだけど、主人公のお母さんが生きつ粋すいのピネロン人ゆえに、収容所にいれられちゃう。

ゆうき　やっぱり、本物の戦争が下地になってるね。「ガンダム」の元祖みたいなもんだ。

出渕　「レイズナー」が最初、「遊星仮面」路線を徂っていたみたいだけど、後半は「北斗の拳」になっちゃった。

とまと　アニメ雑誌でずっと「レイズナー」の担当していたけれど、ゴステロしか覚えてないや。あのキャラも強烈だったなあ。「人殺しがだ～いすきなんだあ」とか言って……。

出渕　でも、いまの若い子たちにゴステロなんて言っても、わからないんじゃない？

ゆうき　「レイズナー」は前半の火星の話が面白かった。

出渕　主人公のお姉さんの婚約者（※注７）が死ぬ場面が一番ピークだった気がする。

とまと　よく覚えてるね。

出渕　「レイズナー」がかっこよかったのもオープニングなんですよ。途中にさ、今週の見どころが入る。

とまと　（♪）スチャチャチャッ、のあとね。

出渕　あれ毎回、やってたスタッフは、スゲー苦労してたと思う。

ゆうき　フィルム出来てないとまずいよね。

とまと　火浦さん、観てました？

火浦　うん、観てた。

とまと　最近、アニメ何観てます？

火浦　「るろうに剣心」（苦笑）。

とまと　なんで観てるの？

火浦　俺、マゲもんが好きなんだよ、基本的に。

とまと　あれ、マゲもんじゃないでしょう。

ゆうき　マゲもんじゃなくて、化けもんは出てくるけどね。





すべての道は時代劇へとつづく──マゲもん回顧録






火浦　今年はさ、勝新が死んだじゃない。そのちょっと前には萬屋錦之介。時代劇のスターがどかどか死んじゃってさ。

出渕　マゲもんスターがいなくなっていく。

ゆうき　だけど、すべての葬式にはＭ・Ｈ（※注８）が出席してる（笑）。

とまと　Ｍ・Ｈだけ死なないのね、この前、「もののけ姫」で声を演っているから特番に出てましたね。あれだけ観てると、ただの×××××だね。

ゆうき　芝居のときはすごいけど。

火浦　当初はね、「大ハード。」の後半を書いているときに、萬屋さんの訃報をきいて〝萬屋錦之介氏に捧ぐ〟という献辞を入れようと思ったら、勝新までが死んじゃった。このままだと何人に捧げなきゃならないんだってことになったので、結局、萬屋さんだけにしましたけど。

ゆうき　何ページから何ページまでが勝新太郎（笑）。

出渕　ここからここまでが萬屋錦之介（笑）。

──　誰が死んだっていうネタもこの対談の恒例になってしまいました。（※注９）

出渕　あっ！　そうだ。マゲものといえば「燃えよ剣」ついにビデオになるんだよ。

火浦　ほんとうに？

ゆうき　ヤッタ。

出渕　池田憲章（※注10）さんから「ブッちゃん、グッドニュース、グッドニュース」という「地球防衛軍」のネタ丸出しの電話がかかってきた。おいおい、いきなり第一声がそれかよという（笑）。まあ、それは余談ですけど。新撰組ものは売れるって、東映もようやく認識したらしいですよ。

ゆうき　なんで今頃、認識するのかな？　新撰組ものって、人気が根強いし、女の子のファンも多いのに。

出渕　買うっすよ、もう全部買う。

火浦　それは観んといかんな。

出渕　とまとは観てないでしょう？

とまと　観てない。

ゆうき　最近、おもしろいマゲものないからなあ。

とまと　高橋英樹のマゲものも視聴率悪くて打ち切りになったよね。

出渕　若い人向けに作ろうとしたみたいだよ。

火浦　それは、間違っとるわ。

ゆうき　もっと、ごつんと作ったほうが。

火浦　そう。

出渕　いいんだけどね。

とまと　「ひとーつ」とか言いながら、人をバッサリ斬るような時代劇じゃないとだめなの？

出渕　それはごつんじゃない。

とまと　じゃ、どういうのがごつんなの？

出渕　ごつんの印象はそれぞれ違うけど、もっとハードでしっかりしたものを作ってほしい。「桃大郎侍」はおもしろいけど、ある部分あきられてるところもあると思うよ。

ゆうき　重たいというか、全体を通して一本芯しんがある時代劇がいいな。

出渕　だって、「鬼平」なんかは生き残ってるじゃない。あのへんはしっかり作ってる。あと意外とＮＨＫも頑張ってるな。こちらは時代小説をベースにしたオーソドックスな作品が主流だけど。

ゆうき　藤沢周平とかね。

火浦　殺陣たてもちゃんとやってほしいね。

ゆうき　殺陣ができるひと、いま少なくなってきてるよね。

火浦　ジェラルミンの刀を振り回しているような殺陣はやめてほしい。

出渕　でも、ほんものを使って、首に刺さっちゃうのはマズイ。

ゆうき　鉄とか使えばいいんだよ。

火浦　ある程度の重さのならば、そういう心配ないよね。

出渕　宍戸大全のようなひと、いまいないもんなあ。

とまと　確か、「水戸黄門」の殺陣師だよね？

出渕　それだけじゃなくて、東映時代劇の殺陣もほとんどずっとやってた。それと、役者さんも腰の据わった殺陣をできる人があまりいないんだろうね。

ゆうき　時代劇は昔、映画の柱だからどんな役者でも鍛えられたりもしたんだろうけど……。

出渕　この前、ケーブルＴＶで〇シネか何かで制作したビデオ版の「魔界転生」が放映されてたんだけど、この殺陣がね、ほんとうにカス。たとえばＪＡＣ（※注11）的な殺陣でもない。ヘナチョコ。おまえらこれはないだろうという。

ゆうき　映画版は若山富三郎と千葉真一の殺陣があったからなあ。

出渕　ビデオ版は田口トモロヲが由井正雪に扮していい味出してる。しかし、宮本武蔵の役がなんとＶ３の宮内洋。

火浦　ワハハハハ。怪傑ズバットですな。

ゆうき　ちょっと違うなあ、それ。

とまと　なんか間違ってる。

ゆうき　映画版の武蔵は恐かったよな。確か緒形拳がやってた。ああ、そういえば成田三樹夫も（※注12）死んじゃったな。

火浦　そうだよね。

出渕　成田三樹夫は石原裕次郎と同じ年に死んだんだよね。どちらかというと成田三樹夫の死のほうがショックだったけど裕次郎にかき消された。

火浦　「シェルブールの三度笠」にもミッキー・ナリタを出したけど、死んでからずいぶんたつんだな。また、わからない読者がいるな、こりゃ。

ゆうき　成田三樹夫は「魔界転生」で誰の役だったっけ？

出渕　烏からす丸ま少将。

火浦　その役は、その前の「柳生一族の陰謀」（※注13）だよ。

出渕　あっ、そうか。

火浦　烏丸少将、すげーかっこよかったけどね。

ゆうき　確かにかっこよかった。そうそう、「魔界転生」では松平伊豆守の役だ。

出渕　「魔界転生」では冒頭でいきなり襲撃されて死んじゃうんだよ。それで思いだしたけどビデオ版ではさらになんと、この役をミラーマンの石田信之がやっている。

ゆうき　ますますつらいなあ。

出渕　おいおい、このビデオ、特撮おたくが作ってるんじゃないかって、いいたくなっちゃう。

ゆうき　昔の時代劇はバラエティに富んでいた。たとえば、いまはぜったい放映できないような「鬼一法眼」（※注14）。

出渕　ついにそこにいきますか。

ゆうき　あと、「斬り抜ける」（※注15）もけっこう好きだった。

出渕　あれはなかなか泣かせますよ。ストーリーはいい。音楽がいい。そして、何よりも岸田森（※注16）がいい（きっぱり）。

とまと　あんたたち、ほんとうによく観とるねえ。

──　「おしどり右京捕物車」もすごい設定でしたね。

出渕　中村敦夫主演の。あれも放映しづらいと思ってたら。

火浦　やってたね、このあいだ。

とまと　どう、放映しづらいの？

出渕　そうつっこまれると困るけど。中村敦夫が襲われて半身不随で歩けなくなる。そこで、妻のジュディ・オングが彼を乳母車みたいなものに載せて、カラカラ押しながらふたりで裏稼業を続けていくという……。

ゆうき　「子連れ狼」の変形版。

出渕　ジュディ・オングが車をカラカラ押す。中村敦夫がムチでピシピシって、悪を一網打尽にする。

ゆうき　ちょっとキワモノかな？

火浦　かなりキワモノだよ（笑）。

ゆうき　でもだからこそ、昔のほうが〝これは時代劇なんだ〟とわりきった冒険的な作品が多かった。ある意味でファンタジーと呼べるような作品もあったよね。

出渕　それだったら、「人魚亭異聞」（※注17）。

ゆうき　あれね。

出渕　とまと知ってる？

とまと　知ってるわけないでしょ（笑）。

ゆうき　時代設定が面白い。それこそ、『るろうに剣心』のような感じ。

火浦　化けものはでてこないけどね（笑）。

出渕　舞台が明治初頭の横浜。まだマゲを結ったままの三船敏郎が……。

ゆうき　人魚亭という酒場に居候している。それから、小川真由美がそこで……。

出渕　水中ショーをやってる（笑）。

とまと　水中レビューみたいなやつ？

火浦　そうそう。

ゆうき　必ず店先には、着物の下にシャツを着た三船がロツキングチェアに座ったまま、いざというときまで動かない人物で……。

出渕　マフラーかスカートみたいなものを首に巻いて。あと、お約束通り相棒がでてきます。

ゆうき　ちなみにこれ、「素浪人」シリーズだから。

とまと　そうなんだ。

出渕　「荒野の素浪人」だと五連発銃をもった相棒の侍、誰がやってたっけ？

ゆうき　大出俊（※注18）。

火浦　五連発の旦那。

出渕　坂上次郎がすっぽんの次郎吉とかいう役をやってた。

火浦　「荒野の素浪人」はＢＳで放映してたな。最近はつまようじくわえたひとも放映してたけど。

とまと　紋次郎？

火浦　そう。

ゆうき　昔のほうがやっぱりすごかったのは「木枯らし紋次郎」を潰つぶすために「必殺」シリーズが誕生したんだからな。これは、「アトム」に対抗するために「ウルトラＱ」を作ったようなものだから。

出渕　そういう元気さって、いま全然ないよね。いつまでも「水戸黄門」とあれじゃないだろうという。でも、「水戸黄門」好きですけどねって、もはやフォローになってませんが（笑）。まあ、こうやって「ガルディーン」の話から時代劇の話になって……。

ゆうき　また、「ガルディーン」にフィード・バックするわけです。ホントかな？

とまと　いや、しねぇと思うな（笑）。


（次の話題に移るまで、時代劇ネタが十分、さらに特撮ネタが三十分以上続いた）







行間を読め






ゆうき　もう「ガルディーン」の座談会じゃないな。

とまと　うん。座談会じゃない。

火浦　いつものことじゃん（笑）。

──　そろそろ、また「ガルディーン」の話をしていただきたいのですが……。

出渕　特撮ネタだったら、まだたくさん話せるけど。

とまと　もう話しちゃいけないみたいよ。

出渕　いけないの？

──　いえ、いけなくないです（苦笑）。

ゆうき　じゃあ、「ガルディーン」を映像化するときにはどうするか？

出渕　声のイメージはあるけど、富山敬（※注19）さんお亡くなりになってしまったからなあ。

とまと　そうなんだよな。

出渕　でも、仕切り直すんだったら、コンセプトを全部変えてもいいけどね。

ゆうき　出版社とか映画会社がタイアップするじゃない。メリットもたくさんあるけど、そこから生じるデメリットもある。それはね、いま売れている本をさらに売ろうとする戦略が中心だから、「ガルディーン」のように期間が空いた作品に目を向けてくれないということです。

とまと　なるほどね。ゆうきさんが休んだ二年前の座談会では「ガルディーン」のメディアミックス展開を具体化させていこうという話題もでてきた。でも、火浦さんが書かないから足踏みしちゃって……。

ゆうき　作家の立場からすると、メディアミックスは本流じゃないけどね。

出渕　イメージアルバムはそういうところから離れて、遊びごころで作りたいけど。

とまと　本気で遊ぶとお金かかるよ（笑）。

出渕　『バーディ』がアニメーションになる。これは別にメディアミックスでもなんでもないけれど、そういう何か余力みたいな所があるじゃない。『ガルディーン』の場合はアニメになる話じゃないわけだから。それに本編はまだ出だしだからやっぱり、続刊が出ないとなかなか話をもっていきにくい。火浦先生、聞いてますか？

火浦　うん、聞いてる、聞いてる。

とまと　三巻目を、幻の三巻目をぜひとも。

ゆうき　でも、そんなものにはお構いなしで書いていればいいとか、あるいは書かなきゃいけないとかね。それが自由業の醍だい醐ご味みなんです、ほんとうは。

火浦　そうだね。

ゆうき　失業する自由しかないとも言われてるけど。

とまと　失業する自由しかない（笑）。

ゆうき　『パトレイバー』の連載中、原稿落とした時に、イベントに行くと、読者から楽しみにしてるんだから、原稿落とさないでくださいみたいなこと言われるとね、原稿落として一番辛いのは俺だって言い返したくなったことがあった。だって、原稿料入ってこないんだから。

出渕　でも『大熱血。』と『大暴力。』のカバーをリニューアルして、スニーカー文庫からだすということは、これから本編を出していくということでしょ？

──　はい、そうです。

ゆうき　キャラクターコスチュームなんかも新しいものに変えたほうがいいね。

出渕　そうするつもりです。

とまと　そういえばガルディーンって全長何メートルなの。

火浦　知らん。

出渕・とまと　知らん（笑）。

ゆうき　でも、コックピットに通販の商品がいっぱい入るぐらいだったから、相当でかいよ。

出渕　あれだけでかければ、すぐ見つかる（笑）。

ゆうき　保護色とか使えたら、面白いかもしれない。

火浦　いや、そういうネタも考えたんですよ。なんで空を飛べる帝国軍が、ただ地上を歩いて移動しているやつらに追いつけないのか？

出渕　そうだよね、追いつけないよね。

火浦　自分で書いてても不思議なくらい、追いついてないんだ。これが。

出渕　それは、映像化するとき、すごいネック。その辺りは変えちゃうかもしれない。火浦さんの文章からのイメージだと、パンタグリュエルとかものすごい巨大空母みたいな感じがする。

ゆうき　火浦さんは書いてないけど、しょっちゅう追いついているけど、コロナたちのせいで一基残らず帰還できなかったんですよ。

とまと　クフィールとかに異常が起こってるんだろうね。

ゆうき　そのへんは行間を読まなきゃ。

出渕　行間を読む（笑）。

とまと　作者も考えなかった行間を読む。

ゆうき　だから映像も行間を読む。

出渕　そうか？　そうかなあ（笑）。

ゆうき　いいじゃないの。イメージアルバムのテーマソングみたいに、空を覆うかのような帝国の機動部隊に立ち向かってさ、全部やっつけちゃう。

出渕　そうか。

とまと　やっつけちゃうか、大艦隊とか大飛行編隊が全部トラブルで落っこっちゃう。

出渕　でも、これ映像化してくださいって渡された監督がいるとするじゃない。困ると思うよ。

ゆうき　ガルディーンみたいなタイプで、別の形式のやつっていないの？

火浦　別の形式のやつって？

とまと　ガルディーンの他にもオーガニック・エンフォーサーが出てくるかってことでしょ？

ゆうき　そうそう。

出渕　女のオーガニック・エンフォーサー（笑）。

ゆうき　そこまでの飛躍は考えてなかったけど、例えば黒いやつ。

とまと　黒いガルディーン。

出渕　グリフォンじゃねえんだから（笑）。

火浦　いや、それは出てくるでしょう。

出渕　やっぱり長老みたいなのがいるんですよ。オーガニック・エンフォーサーじじいとかいう（笑）。

とまと　なんじゃ、そりゃ。マスター・エンフォーサーとかそういうやつ？

ゆうき　己の音声合成回路を売った仇敵を捜し求めて、今日もさすらう。

出渕　おしのオーガニック・エンフォーサー、トホホ。でも、『鬼一法眼』がこういう所で役に立つんです（笑）。

ゆうき　カメラがダメになって、見えないというのはありふれている。

とまと　身体中が生身の体になっているオーガニック・エンフォーサーで、機械を取り戻そうと旅に出る。

出渕　それじゃ『どろろ』だよ。

とまと　やっぱり黒いガルディーンだな。

出渕　俺はお姉ちゃんのガルディーン。

ゆうき　ガルディーン恋愛編も面白いよ。

火浦　『シェルブールの三度笠』で触れてるけど、そういうのは書きますよ、プロテニス・プレイヤーになる前に（笑）。





（※注１）　とまとあき氏には「ザ・スニーカー」で掲載した「無謀大対談　番外編」（[image: ]・６月号）にも出席していただいた。

（※注２）　この座談会は、夏に収録されました。

（※注３）　「馬鹿ＳＦはこうして作られる」（「ＳＦバカ本」〈ジャストシステム刊〉に収録）。

（※注４）　火浦先生は、お酒が沢山入ると眠ってしまいます。

（※注５）　両先生、この場をかりてお詫わび申しあげます。ちなみにおふたりに多大なご迷惑をかけた作品は世紀末に当社から出版する予定です。

（※注６）　ベトナム戦争など、世界に再び危機が見え始めた頃に、「戦争やめろ」と主題歌にまで盛り込んだ作品。声の出演に納谷悟朗や小林清志（銭形＆次元）など壮々たるメンバーが顔を揃える。

（※注７）　「レイズナー」の主人公も異星人との混血児。お姉さんの婚約者はちなみに敵キャラです。

（※注８）　この人はマゲもんというよりヒゲもん。

（※注９）　と言っているうちに、〝世界のミフネ〟までもが同じ年に亡くなってしまった！　マゲもんは本当にどうなってしまうんだ～っ。

（※注10）　特撮怪獣博士。海外ＴＶドラマの造詣も深い。ただしものまねが似ているかどうかは不明（笑）。

（※注11）　千葉真一が主宰していたアクション集団。真田広之や志穂美悦子も所属していた。

（※注12）　ニヒルな敵役を演じたら、天下一品。また、コミカルな役どころもこなし、独得のセリフ回しはいまでも耳から離れない。主に東映で活躍していたが、テレビにも多数出演。一九九〇年没。享年五十五。

　　　〈訂正〉→成田三樹夫氏と石原裕次郎氏の死亡年は同じではありません。但し、座談会ではこのネタでおおいに盛り上がったので、そのままにしました。なお、石原氏と同年に亡くなられた有名人を知りたい方は、『大暴力。』に収録されている座談会を参照のこと。

（※注13）　「柳生一族の陰謀」も「魔界転生」も千葉真一が柳生十兵衛役で出演。しかも監督は共に深作欣二。話の内容はまったく違うが混同してしまうのも道理。

（※注14）若山富三郎主演。弟が演じた眼が見えない「座頭市」はあまりにも有名だが、兄が演じた「鬼一法眼」は正式タイトルが余りにもストレートだったため、再放映が難しくなっている（残念）。

（※注15）　近藤正臣主演。まさに内容はハードそのもの。こうくるかというほど、視聴者は良い意味で裏切られ続けた作品。

（※注16）　一九七〇年代のテレビドラマを代表する個性派俳優。その演技は常に主役を食ってしまうほど鮮烈だった。主に敵役が多かったが、「帰ってきたウルトラマン」では主人公郷秀樹の親代わりとして、厳しくも温かく見守る片足の不自由な元レーサー・坂田を、「怪奇大作戦」では怪事件を科学的に解明する、冷静だが繊細な神経もあわせもつ牧史郎役を好演した。一九八四年没。

（※注17）　正式タイトル「人魚亭異聞　無法街の素浪人」。ここで三船演じる素浪人は〝ミスターの旦那〟と呼ばれていた。

（※注18）　甘いマスクで二枚目役を主に演じる。最近、息子さんも役者としてテビューした。

（※注19）　古代進を筆頭に代表キャラをあげたらきりがないほど、日本の声優界をリードしてこられた方。「大歌劇。」では当然、ヤマトの声を担当していただいた。一九九五年没。
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